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ストレージ

プールとボリュームグループ

概念

プールとボリュームグループの仕組み

ストレージをプロビジョニングするには、ストレージアレイで使用するハードディスク
ドライブ（HDD）またはソリッドステートディスク（SSD）ドライブを含むプールまた
はボリュームグループを作成します。

物理ハードウェアは、データを整理して簡単に取得できるように、論理コンポーネントにプロビジョニングさ
れます。次の2種類のグループ化がサポートされています。

• プール

• RAIDボリュームグループ

プールとボリュームグループは、ストレージアレイ内の最上位のストレージ単位であり、ドライブの容量を管
理可能な区分に分割します。これらの論理区分内に、データが格納される個々のボリュームまたはLUNがあり
ます。次の図に、この概念を示します。

^1 ホストLUN；2ボリューム；3ボリュームグループまたはプール；4^ HDDまたはSSDドライブ

ストレージシステムを導入したら、まず次の処理を実行して使用可能なドライブ容量をさまざまなホストに提
供します。

• 十分な容量のプールまたはボリュームグループを作成しています

• パフォーマンス要件を満たすために必要な数のドライブをプールまたはボリュームグループに追加します

• 特定のビジネス要件を満たすために必要なレベルのRAID保護（ボリュームグループを使用している場合
）を選択
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同じストレージシステム上にプールまたはボリュームグループを複数作成することはできますが、1本のドラ
イブを複数のプールまたはボリュームグループに所属させることはできません。その後、プールまたはボリュ
ームグループのスペースを使用して、I/O用にホストに表示されるボリュームが作成されます。

プール

プールは、物理ハードディスクドライブを1つの大きなストレージスペースに集約し、RAID保護を強化するた
めに設計されています。プールに割り当てられたドライブをすべて使用して多数の仮想RAIDセットを作成し
たり、プールを構成する全ドライブにデータを均等に分散することができます。ドライブを減らしたり追加し
たりした場合、System Managerによってアクティブなドライブ全体にわたってデータの再分散が動的に実行
されます。

プール機能はワンランク上のRAIDとして機能します。基盤となるRAIDアーキテクチャが仮想化されるため、
リビルド、ドライブ拡張、ドライブ障害への対応といったタスクの処理に最適なパフォーマンスと柔軟性が提
供されます。RAIDレベルは、8+2構成（8本のデータディスクと2本のパリティディスク）では自動的に6に設
定されます。

ドライブが一致しません

プールにはHDDまたはSSDのいずれかを選択できます。ただし、ボリュームグループと同様に、プール内の
すべてのドライブが同じテクノロジを使用する必要があります。どのドライブを含めるかは、コントローラが
自動的に選択するため、選択したテクノロジに対応する十分な数のドライブがあることを確認する必要があり
ます。

障害ドライブの管理

プールの最小容量は11ドライブですが、1本のドライブ分の容量が、ドライブ障害時のスペア容量として予約
されます。この予備容量は「予約済み容量」と呼ばれます。

プールが作成されると、一定量の容量が緊急用に保持されます。この容量はSystem Manager内のドライブ数
で表されますが、実際の実装はドライブのプール全体に分散されます。保持されるデフォルトの容量は、プー
ル内のドライブの数に基づきます。

プールの作成後、予約済み容量の値は増減できます。また、予約済み容量なし（0ドライブ分）に設定するこ
ともできます。保持可能な最大容量（ドライブ数）は10ですが、プール内のドライブの総数に基づいて、使
用可能な容量はこれより少なくなる可能性があります。

ボリュームグループ

ボリュームグループは、ストレージシステム内で容量をボリュームに割り当てる方法を定義します。ディスク
ドライブはRAIDグループにまとめられ、ボリュームは1つのRAIDグループ内の複数のドライブにまたがって
実装されます。したがって、ボリュームグループの設定により、グループに含まれるドライブと、使用されて
いるRAIDレベルが特定されます。

ボリュームグループを作成するときに、グループに含めるドライブはコントローラによって自動的に選択され
ます。グループのRAIDレベルは手動で選択する必要があります。ボリュームグループの容量は、選択したド
ライブの合計数にドライブの容量を掛けた値となります。

ドライブが一致しません

ボリュームグループ内のドライブのサイズとパフォーマンスを一致させる必要があります。ボリュームグルー
プ内のドライブの容量が異なる場合、すべてのドライブが最小容量サイズとして認識されます。ボリュームグ
ループ内のドライブの速度が異なる場合、すべてのドライブが最低速度で認識されます。これらの要素は、ス
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トレージシステムのパフォーマンスと全体的な容量に影響します。

異なるドライブテクノロジ（HDDとSSDドライブ）を混在させることはできません。RAID 3、5、6は、最
大30ドライブまでに制限されています。RAID 1およびRAID 10はミラーリングを使用するため、ディスク数
は偶数にする必要があります。

障害ドライブの管理

ボリュームグループに含まれるRAID 1/10、RAID 3、RAID 5、またはRAID 6のボリュームでドライブに障害
が発生した場合に備えて、ボリュームグループではホットスペアドライブをスタンバイとして使用します。ホ
ットスペアドライブにはデータは含まれず、ストレージアレイの冗長性レベルの向上に使用されます。

ストレージアレイのドライブで障害が発生した場合、障害が発生したドライブからホットスペアドライブに自
動的に切り替わります。物理的にドライブを交換する必要はありません。ドライブ障害の発生時にホットスペ
アドライブが使用可能であれば、冗長性データを使用して障害が発生したドライブからホットスペアドライブ
にデータが再構築されます。

容量に関する用語

ストレージアレイに関連する容量の用語を次に示します。

ストレージオブジェクト

次の用語は、ストレージアレイを利用できるさまざまなタイプのストレージオブジェクトを示しています。

ストレージオブジェクト 説明

ホスト ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを送信するサーバです。

LUN Logical Unit Number（LUN；論理ユニット番号）は、ホストがボリュームへのア
クセスに使用する番号で、アドレススペースに割り当てられます。ボリューム
は、LUNの形式でホストに容量として提示されます。

各ホストには独自のLUNアドレススペースがあります。したがって、同じLUNを
複数のホストで使用して、異なるボリュームにアクセスできます。

ミラー整合性グループ ミラー整合性グループは、1つ以上のミラーペアのコンテナです。非同期ミラー
リング処理では、ミラー整合性グループを作成する必要があります。

ミラーボリュームペア ミラーペアは、プライマリボリュームとセカンダリボリュームの2つのボリュー
ムで構成されます。

プール プールは、論理的にグループ化された一連のドライブです。プールを使用して、
ホストにアクセス可能な 1 つ以上のボリュームを作成することができます。（ボ
リュームはプールまたはボリュームグループから作成します）。

Snapshot整合性グループ Snapshot整合性グループは、Snapshotイメージが作成されるときに1つのエンテ
ィティとして扱われるボリュームの集まりです。各ボリュームのSnapshotイメー
ジが作成されますが、すべてのイメージが同じ時点で作成されます。
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ストレージオブジェクト 説明

Snapshotグループ Snapshotグループは、1つのベースボリュームのSnapshotイメージの集まりで
す。

Snapshotボリューム Snapshotボリュームを使用すると、ホストはSnapshotイメージのデータにアク
セスできます。Snapshotボリュームには独自のリザーブ容量があり、元
のSnapshotイメージに影響を与えることなくベースボリュームへの変更が保存さ
れます。

ボリューム ボリュームは、アプリケーション、データベース、およびファイルシステムがデ
ータを格納するコンテナです。ホストがストレージアレイのストレージにアクセ
スするために作成される論理コンポーネントです。

ボリュームグループ ボリュームグループは、同じ特性を持つボリュームのコンテナです。ボリューム
グループごとに容量とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグループを
使用して、ホストにアクセス可能な1つ以上のボリュームを作成することができ
ます。（ボリュームはボリュームグループまたはプールから作成します）。

ストレージ容量

次の用語は、ストレージアレイで使用されるさまざまなタイプの容量を示しています。

容量タイプ 説明

割り当て容量 割り当て容量は、プールまたはボリュームグループ内のドライブから割り当てら
れた物理容量です。

割り当て容量は、ボリュームの作成やコピーサービス処理に使用します。

空き容量 空き容量は、ボリュームの作成処理やコピーサービス処理、およびストレージオ
ブジェクトにまだ割り当てられていないプールまたはボリュームグループ内の使
用可能な容量です。

プールまたはボリューム
グループの容量

プール、ボリューム、またはボリュームグループの容量は、ストレージアレイ内
の容量のうち、プールまたはボリュームグループに割り当てられている容量で
す。この容量は、ボリュームの作成、およびコピーサービス処理とストレージオ
ブジェクトのさまざまな容量ニーズに対応するために使用されます。

プールの使用不可容量 プールの使用不可容量は、ドライブサイズの不一致が原因で使用できないプール
内のスペースです。

予約済み容量 予約済み容量は、ドライブ障害に備えてプール内に確保されている容量（ドライ
ブ数）です。

レポート容量 レポート容量は、ホストに報告され、ホストからアクセスできる容量です。
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容量タイプ 説明

リザーブ容量 リザーブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物
理割り当て容量です。ホストから直接読み取ることはできません。

SSD キャッシュ この機能はEF600ストレージシステムでは使用できません。

SSDキャッシュは、ストレージアレイ内で論理的にグループ化したソリッドステ
ートディスク（SSD）ドライブのセットです。SSDキャッシュ機能では、アクセ
ス頻度が特に高いデータ（「ホット」データ）を低レイテンシのSSDドライブに
キャッシュすることでアプリケーションワークロードを動的に高速化します。

未割り当て容量 未割り当て容量は、ストレージアレイ内のスペースのうち、プールまたはボリュ
ームグループに「割り当てられていない」スペースです。

書き込み済み容量 書き込み済み容量は、シンボリュームに割り当てられたリザーブ容量のうちの書
き込み済みの容量です。

リザーブ容量の仕組み

リザーブ容量は、Snapshotや非同期ミラーリング処理などのコピーサービス処理がボリ
ュームに提供されている場合に自動的に作成されます。リザーブ容量の目的は、何らか
の不具合が発生した場合に備えて、これらのボリューム上のデータ変更を保存すること
です。ボリュームと同様に、リザーブ容量はプールまたはボリュームグループから作成
されます。

リザーブ容量を使用するコピーサービスオブジェクト

リザーブ容量は、以下のコピーサービスオブジェクトによって使用される、基盤となるストレージメカニズム
です。

• Snapshotグループ

• 読み取り/書き込みSnapshotボリューム

• 整合性グループメンバーボリューム

• ミラーペアボリューム

これらのコピーサービスオブジェクトを作成または拡張するときは、プールまたはボリュームグループから新
しいリザーブ容量を作成する必要があります。リザーブ容量は通常、Snapshot処理の場合はベースボリュー
ムの40%、非同期ミラーリング処理の場合はベースボリュームの20%です。ただし、リザーブ容量は元のデー
タに対する変更の数によって異なります。

シンボリュームとリザーブ容量

シンボリュームの場合、最大レポート容量の256TiBに達していると容量を拡張できません。シンボリューム
のリザーブ容量が最大レポート容量よりも大きいサイズに設定されていることを確認してください。（シンボ
リュームは常にシンプロビジョニングされます。つまり、データがボリュームに書き込まれるときに容量が割
り当てられます）。
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プール内のシンボリュームを使用してリザーブ容量を作成する場合は、リザーブ容量に関して次の操作と結果
を確認してください。

• シンボリュームのリザーブ容量に障害が発生した場合、シンボリューム自体が自動的に失敗状態に移行す
ることはありません。ただし、シンボリュームに対するI/O処理はすべてリザーブ容量ボリュームにアクセ
スする必要があるため、I/O処理は常にCheck Conditionを要求元ホストに返します。リザーブ容量ボリュ
ームの根本的な問題を解決できる場合は、リザーブ容量ボリュームが最適状態に戻り、シンボリュームが
再び機能するようになります。

• 既存のシンボリュームを使用して非同期ミラーペアを作成する場合、そのシンボリュームは新しいリザー
ブ容量ボリュームを使用して再初期化されます。初期同期プロセス中は、プライマリ側のプロビジョニン
グされたブロックのみが転送されます。

容量アラート

コピーサービスオブジェクトには、容量の警告およびアラートのしきい値を設定可能で、リザーブ容量がフル
の場合の応答も設定可能です。

コピーサービスオブジェクトボリュームのリザーブ容量がフルに近付くと、アラートが送信されます。デフォ
ルトでは、このアラートはリザーブ容量ボリュームの使用率が75%に達したときに発行されます。ただし、必
要に応じて増減できます。このアラートを受け取った場合は、その時点でリザーブ容量ボリュームの容量を増
やすことができます。この点で、各コピーサービスオブジェクトを個別に設定できます。

孤立したリザーブ容量ボリューム

孤立したリザーブ容量ボリュームとは、関連付けられているコピーサービスオブジェクトが削除されたために
コピーサービス処理のデータを保存しなくなったボリュームのことです。コピーサービスオブジェクトが削除
されたときは、リザーブ容量ボリュームも削除されている必要があります。リザーブ容量ボリュームの削除に
失敗しました。

孤立したリザーブ容量ボリュームは、どのホストからもアクセスできないため、再生候補となります。孤立し
たリザーブ容量ボリュームを手動で削除して、その容量を他の処理で使用できるようにします。

System Managerのホームページの通知領域に、孤立したリザーブ容量ボリュームに関する警告が表示され、
未使用容量を再利用する*というメッセージが表示されます。未使用容量の再生*をクリックすると、未使用容
量の再生*ダイアログボックスが表示され、孤立したリザーブ容量ボリュームを削除できます。

リザーブ容量の特性

• 十分な空き容量を保持するために、ボリュームの作成時にはリザーブ容量に割り当てられる容量を考慮す
る必要があります。

• リザーブ容量はベースボリュームより小さくすることができます（最小サイズは8MiB）。

• 一部のスペースはメタデータによって消費されますが、ごくわずか（192KiB）なので、リザーブ容量ボリ
ュームのサイズを特定する際に考慮する必要はありません。

• リザーブ容量は、ホストから直接読み取りまたは書き込みすることはできません。

• リザーブ容量は、読み取り/書き込みSnapshotボリューム、Snapshotグループ、整合性グループメンバー
ボリューム、ミラーペアボリュームごとに確保されます。

SSDキャッシュの仕組み

SSDキャッシュ機能は、アクセス頻度が特に高いデータ（「ホット」データ）を低レイ
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テンシのソリッドステートドライブ（SSD）にキャッシュすることでシステムのパフォ
ーマンスを動的に向上させるコントローラベースの解決策 です。SSDキャッシュは、ホ
スト読み取りにのみ使用されます。

この機能はEF600ストレージシステムでは使用できません。

SSDキャッシュとプライマリキャッシュ

SSDキャッシュはセカンダリキャッシュであり、コントローラの動的ランダムアクセスメモリ（DRAM）にあ
るプライマリキャッシュと組み合わせて使用されます。

SSDキャッシュとプライマリキャッシュは動作が異なります。

• プライマリキャッシュの場合、I/O処理ごとにキャッシュ経由でデータをステージングする必要がありま
す。

プライマリキャッシュでは、データはホスト読み取り後にDRAMに格納されます。

• SSDキャッシュは、データをキャッシュに配置するとシステムの全体的なパフォーマンスを向上できる
とSystem Managerが判断した場合にのみ使用されます。

SSDキャッシュでは、データはボリュームからコピーされて2つの内部RAIDボリューム（コントローラご
とに1つ）に格納されます。RAIDボリュームはSSDキャッシュの作成時に自動的に作成されます。

内部RAIDボリュームは、内部的なキャッシュ処理に使用されます。ユーザがアクセスすることはできず、ユ
ーザインターフェイスにも表示されません。ただし、ストレージアレイで許可されるボリュームの総数には、
これら2つのボリュームも含まれます。

SSDキャッシュの使用方法

インテリジェントキャッシングでは、低レイテンシのドライブにデータが配置されるため、以降そのデータに
対して要求があった場合の応答速度が大幅に向上します。キャッシュ内のデータをプログラムが要求すると(

キャッシュヒットと呼ばれます)'低遅延ドライブはそのトランザクションを処理できますそれ以外の場合は「
キャッシュミス」が発生し、元の低速ドライブからデータにアクセスする必要があります。キャッシュヒット
数が増加するほど、全体的なパフォーマンスが向上します。

ホストプログラムがストレージアレイのドライブにアクセスすると、データはSSDキャッシュに格納されま
す。ホストプログラムが再度同じデータにアクセスすると、そのデータはハードドライブではなくSSDキャッ
シュから読み取られます。よくアクセスされるデータはSSDキャッシュに格納されます。ハードドライブ
は、SSDキャッシュからデータを読み取ることができない場合にのみアクセスされます。

SSDキャッシュは、データをキャッシュに配置するとシステムの全体的なパフォーマンスを向上できる
とSystem Managerが判断した場合にのみ使用されます。

CPUがリードデータを処理する必要がある場合は、次の手順に従います。

1. DRAMキャッシュをチェックします。

2. DRAMキャッシュで検出されない場合は、SSDキャッシュをチェックします。

3. SSDキャッシュで検出されない場合は、ハードドライブから取得します。データをキャッシュする価値が
あると判断された場合は、SSDキャッシュにコピーします。
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パフォーマンスの向上

最もアクセスされるデータ（ホットスポット）をSSDキャッシュにコピーすると、ハードディスクの処理効率
が向上し、レイテンシが低減され、読み取りと書き込みの速度が向上します。ハイパフォーマンスのSSDを使
用してHDDボリュームのデータをキャッシュすると、I/Oパフォーマンスと応答時間が向上します。

SSDキャッシュとの間のデータの移動には、単純なボリュームI/Oのメカニズムが使用されます。データがキ
ャッシュされてSSDに格納されると、そのデータの以降の読み取りはSSDキャッシュに対して実行されるた
め、HDDボリュームにアクセスする必要はありません。

SSDキャッシュとドライブセキュリティ機能

ドライブセキュリティを使用している（セキュリティ有効）ボリュームでSSDキャッシュを使用する場合は、
そのボリュームとSSDキャッシュのドライブセキュリティ機能が同じである必要があります。同じでない場
合、ボリュームはセキュリティ有効になりません。

SSDキャッシュを実装する

SSDキャッシュを実装するには、次の手順を実行します。

1. SSDキャッシュを作成します。

2. SSD読み取りキャッシュを実装するボリュームにSSDキャッシュを関連付けます。

コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバ
ランシングによる転送の対象外となります。

SSDキャッシュの制限事項

ストレージアレイでSSDキャッシュを使用する場合の制限事項を次に示します。

制限事項

• コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシング
による転送の対象外となります。

• 現在、1つのストレージアレイでサポートされるSSDキャッシュは1つだけです。

• ストレージアレイで使用可能なSSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュ容量
によって異なります。

• SSDキャッシュはSnapshotイメージではサポートされません。

• SSDキャッシュはEF600ストレージシステムでは使用できません。

• SSDキャッシュが有効になっているボリュームや無効になっているボリュームをインポートまたはエクス
ポートしても、キャッシュデータはインポートまたはエクスポートされません。

• SSDキャッシュ内の最後のドライブを削除するには、まずSSDキャッシュを削除する必要があります。

ドライブセキュリティに関する制限事項

• SSDキャッシュでセキュリティを有効にすることができるのは、SSDキャッシュの作成時のみです。ボリ
ューム上のようにセキュリティをあとから有効にすることはできません。

• セキュリティ対応ドライブとセキュリティ対応でないドライブをSSDキャッシュで混在させる場合、それ
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らのドライブに対してドライブセキュリティを有効にすることはできません。

• セキュリティ有効ボリュームには、セキュリティが有効なSSDキャッシュが必要です。

プールとボリュームグループのどちらを使用するかを決定します

ボリュームはプールまたはボリュームグループを使用して作成できます。どちらが適し
ているかは、主に、予想されるI/Oワークロードなどの主要なストレージ要件、パフォー
マンス要件、データ保護要件によって決まります。

プールまたはボリュームグループを選択する理由

プールを選択

• ドライブのリビルド時間を短縮し、ストレージ管理を簡易化する必要がある場合、シンボリュームが必要
な場合、大量のランダムワークロードが発生している場合。

• 各ボリュームのデータをプールを構成する一連のドライブにランダムに分散する場合。

プールまたはプール内のボリュームのRAIDレベルは設定または変更できません。プールではRAIDレベル6

を使用します。

ボリュームグループを選択

• システムの帯域幅を最大限に使用する必要がある場合、ストレージの設定を調整する機能、大量のシーケ
ンシャルワークロードを利用する場合。

• データをRAIDレベルに基づいてドライブに分散する場合。ボリュームグループは作成時にRAIDレベルを
指定できます。

• 各ボリュームのデータをボリュームグループを構成する一連のドライブにシーケンシャルに書き込む場
合。

プールとボリュームグループは共存可能なため、ストレージアレイにプールとボリュームグル
ープの両方を含めることができます。

プールとボリュームグループの機能の違い

次の表に、ボリュームグループとプールの機能の比較を示します。

使用 プール ボリュームグループ

ランダムワークロード より良い 良好です

シーケンシャルワークロード 良好です より良い

ドライブのリビルド時間 高速化 遅い

パフォーマンス（最適モード） 良い：小さなブロックのランダム
ワークロードに最適

良い：大きなブロックのシーケン
シャルワークロードに最適
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使用 プール ボリュームグループ

パフォーマンス（ドライブリビル
ドモード）

より良い：通常はRAID 6よりも良
い

Degraded：パフォーマンスが最
大40%低下します

複数のドライブ障害が発生した場
合

データ保護機能に優れる：リビル
ドを優先し、高速に処理

データ保護機能が劣る：リビルド
が遅く、データ損失のリスクが大
きい

ドライブの追加 速い：オンザフライでプールに追
加できます

遅い：Dynamic Capacity

Expansion処理が必要です

シンボリュームがサポートされま
す

はい。 いいえ

ソリッドステートディスク（SSD

）のサポート
はい。 はい。

管理の簡易化 ○：ホットスペアやRAID設定の構
成は不要

×：ホットスペアを割り当て
てRAIDを設定する必要があります

パフォーマンスの調整 いいえ はい。

プールとボリュームグループの機能比較

プールとボリュームグループの機能と目的は同じです。どちらのオブジェクトも、スト
レージアレイ内で論理的にグループ化されている一連のドライブであり、ホストがアク
セス可能なボリュームを作成するために使用されます。

次の表は、プールとボリュームグループのどちらがストレージニーズに適しているかを判断する際に役立ちま
す。

機能 プール ボリュームグループ

異なるRAIDレベルがサポートされ
ています

いいえ常にRAID 6。 はい。RAID 0、1、10、5、6を使
用可能。

シンボリュームがサポートされて
います

はい。 いいえ

Full Disk Encryption（FDE）がサ
ポートされる

はい。 はい。

Data Assurance（DA）がサポート
されています

はい。 はい。
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機能 プール ボリュームグループ

シェルフ損失の保護がサポートさ
れます

はい。 はい。

ドロワー損失の保護がサポートさ
れます

はい。 はい。

ドライブ速度混在のサポート 同じにすることを推奨しますが、
必須ではありません。一番低速の
ドライブにすべてのドライブの速
度が合わせられます。

同じにすることを推奨しますが、
必須ではありません。一番低速の
ドライブにすべてのドライブの速
度が合わせられます。

ドライブ容量混在がサポートされ
ています

同じにすることを推奨しますが、
必須ではありません。一番容量の
少ないドライブにすべてのドライ
ブの容量が合わせられます。

同じにすることを推奨しますが、
必須ではありません。一番容量の
少ないドライブにすべてのドライ
ブの容量が合わせられます。

最小ドライブ数 11. RAIDレベルによって異なりま
す。RAID 0には1本必要RAID 1ま
たは10には2本（偶数）必
要。RAID 5の最小数は3RAID 6の
最小数は5

ドライブの最大数 ストレージアレイの上限まで RAID 1および10：ストレージアレ
イのRAID 5、6～30ドライブの最
大数

ボリュームの作成時に個々のドラ
イブを選択できます

いいえ はい。

ボリュームの作成時にセグメント
サイズを指定可能

はい。128Kをサポート。 はい。

ボリュームの作成時にI/O特性を指
定できます

いいえ はい。ファイルシステム、データ
ベース、マルチメディア、カスタ
ムをサポート。

ドライブ障害からの保護 プール内の各ドライブの予約済み
容量を使用し、再構築にかかる時
間を短縮。

ホットスペアドライブを使用しま
す。再構築はドライブのIOPSによ
って制限されます。

容量制限に達したときの警告 はい。使用済み容量が最大容量の
一定の割合に達したときにアラー
トを設定できる。

いいえ

別のストレージアレイへの移行を
サポート

いいえ最初にボリュームグループ
に移行する必要があります。

はい。
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機能 プール ボリュームグループ

動的セグメントサイズ（DSS） いいえ はい。

RAIDレベルを変更できます いいえ はい。

ボリュームの拡張（容量の拡張） はい。 はい。

容量の拡張（容量の追加） はい。 はい。

容量の削減 はい。 いいえ

ドライブタイプ（HDD、SSD）の混在は、プールでもボリュームグループでもサポートされて
いません。

プールの自動作成と手動作成

プールを自動または手動で作成して物理ストレージをグループ化し、必要に応じて動的
に割り当てることができます。プールの作成時に物理ドライブを追加できます。

自動作成

System Managerがストレージアレイ内に未割り当て容量を検出すると、プールの自動作成が開始されます。
未割り当て容量が検出されると、System Managerは1つ以上のプールを作成するか、既存のプールに未割り
当て容量を追加するか、またはその両方を実行するように求めます。

プールの自動作成は、次のいずれかの条件に該当する場合に実行されます。

• プールがストレージアレイに存在せず、新しいプールの作成に十分なドライブがない。

• 少なくとも1つのプールを含むストレージアレイに新しいドライブが追加される。

プール内の各ドライブは、タイプ（HDDまたはSSD）が同じで容量が同等である必要があります。次のタス
クを実行するように求められます。

• タイプが十分な数のドライブがある場合は、単一のプールを作成する。

• 未割り当て容量が異なるドライブタイプで構成されている場合は、複数のプールを作成する。

• ストレージアレイにすでにプールが定義されている場合は、既存のプールにドライブを追加し、同じタイ
プの新しいドライブをプールに追加する。

• タイプの異なる複数のドライブを追加した場合は、ドライブタイプが同じドライブを既存のプールに追加
し、別のドライブタイプのドライブを使用して別のプールを作成する。

手動作成

最適な構成を自動作成で判断できない場合は、プールを手動で作成できます。この状況は、次のいずれかの理
由で発生する可能性があります。

• 新しいドライブが複数のプールに追加される可能性があります。
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• 1つ以上の新しいプールの候補で、シェルフ損失の保護またはドロワー損失の保護を使用できる。

• 1つ以上の現在のプールの候補で、シェルフ損失の保護またはドロワー損失の保護のステータスを維持で
きない。

ストレージアレイ上に複数のアプリケーションがあり、同じドライブリソースにアクセスしないようにする場
合に、プールを手動で作成することもできます。この場合、1つ以上のアプリケーション用に小規模なプール
を手動で作成することを検討してください。データを分散するための多数のボリュームを含む大規模なプール
にワークロードを割り当てるのではなく、1~2個のボリュームだけを割り当てることができます。特定のアプ
リケーションのワークロード専用の個別のプールを手動で作成すると、ストレージアレイの処理をより迅速に
実行でき、競合が軽減されます。

方法

プールとボリュームグループを作成

プールを自動的に作成する

プールの作成は、System Managerがストレージアレイ内に未割り当てのドライブを検出
すると自動的に開始されます。プールの自動作成を使用すると、ストレージアレイ内の
すべての未割り当てドライブを1つのプールに簡単に設定したり、既存のプールにドライ
ブを追加したりできます。

作業を開始する前に

次のいずれかの条件に該当する場合は、* Pool Auto-Configuration *ダイアログボックスを起動できます。

• ドライブタイプが類似する既存のプールに追加できる未割り当てドライブが1本以上検出された場合。

• 新しいプールの作成に使用できる未割り当てドライブが11本以上検出された場合（ドライブタイプが異な
るために既存のプールに追加できない場合）。

このタスクについて

次の点に注意してください。

• ストレージアレイにドライブを追加すると、System Managerではドライブが自動的に検出され、ドライ
ブタイプと現在の構成に基づいて、1つまたは複数のプールを作成するように求められます。

• プールが以前に定義されている場合、互換性があるドライブを既存のプールに追加するかどうかを確認す
るメッセージがSystem Managerで自動的に表示されます。新しいドライブを既存のプールに追加する
と、System Managerによって、追加した新しいドライブを含む新しい容量にデータが自動的に再配分さ
れます。

• EF600ストレージアレイを構成する場合は、各コントローラが最初の12個のスロットと残りの12個のスロ
ットに同じ数のドライブにアクセスできることを確認します。この構成により、コントローラは両方のド
ライブ側PCIeバスをより効果的に使用できます。現在のところ、System Managerでは、ボリュームグル
ープの作成時に詳細設定機能でドライブを選択できます。プールを作成する場合は、ストレージアレイの
すべてのドライブを使用することを推奨します。

以下のいずれかの方法を使用して、* Pool Auto-Configuration *ダイアログボックスを起動できます。

• 未割り当て容量が検出されると、通知領域のホームページにプールの自動構成に関する推奨事項が表示さ
れます。View Pool Auto-Configuration *（プールの自動構成の表示）をクリックして、ダイアログボック
スを起動します。
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• プールとボリュームグループページから*プールの自動構成*ダイアログボックスを起動することもできま
す。これには次のタスクを実行します。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. メニューを選択します。More [Launch pool auto-configuration]。

新しいプール、ドライブが追加されている既存のプール、またはその両方が表示されます。新しいプール
には、連番を付した名前がデフォルトで付けられます。

System Managerでは次の処理が行われます。

◦ ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じで容量が同等の十分な数のドライブがある場合は、単一の
プールを作成する。

◦ 未割り当て容量が異なるドライブタイプで構成されている場合は、複数のプールを作成する。

◦ ストレージアレイにすでにプールが定義されている場合、追加した新しいドライブのドライブタイプ
が既存のプールと同じであれば、そのプールにドライブが追加されます。

◦ タイプの異なる複数のドライブを追加した場合は、ドライブタイプが同じドライブを既存のプールに
追加し、別のドライブタイプのドライブを使用して別のプールを作成する。

3. 新しいプールの名前を変更するには、* Edit *アイコン（鉛筆）をクリックします。

4. プールのその他の特性を表示するには、カーソルを合わせるか、* Details *アイコン（ページ）をタッチ
します。

ドライブタイプ、セキュリティ機能、Data Assurance（DA）機能、シェルフ損失の保護、ドロワー損失
の保護に関する情報が表示されます。

5. [* 同意する * ] をクリックします。

プールを手動で作成する

プールの自動構成機能でニーズに合ったプールが提供されない場合は、プールを（一連
の候補から）手動で作成できます。プールは必要な論理ストレージ容量を提供します。
この容量から個々のボリュームを作成し、アプリケーションをホストすることができま
す。

作業を開始する前に

• ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じドライブが少なくとも11本必要です。

• シェルフ損失の保護を有効にするには、プールを構成するドライブが少なくとも6つのドライブシェルフ
に配置されていて、同じシェルフのドライブが3本以上含まれていないことが必要です。

• ドロワー損失の保護を有効にするには、プールを構成するドライブが少なくとも5つのドロワーに同じ数
ずつ配置されている必要があります。

• EF600ストレージアレイを構成する場合は、各コントローラが最初の12個のスロットと残りの12個のスロ
ットに同じ数のドライブにアクセスできることを確認します。この構成により、コントローラは両方のド
ライブ側PCIeバスをより効果的に使用できます。現在のところ、System Managerでは、ボリュームグル
ープの作成時に詳細設定機能でドライブを選択できます。プールを作成する場合は、ストレージアレイの
すべてのドライブを使用することを推奨します。
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手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. メニュー：[Create Pool（プールの作成）]をクリックします。

[プールの作成*]ダイアログボックスが表示されます。

3. プールの名前を入力します。

4. *オプション：ストレージアレイに複数のタイプのドライブがある場合、使用するドライブタイプを選択
します。

作成可能なすべてのプールの候補が表示されます。

5. 次の特性に基づいて使用するプール候補を選択し、*作成*をクリックします。

特性 使用

空き容量 プールの空き容量がGiB単位で表示されます。アプリ
ケーションのストレージニーズに応じて、必要な容
量のプール候補を選択します。

予約済み（スペア）容量もプール全体に分散され、
空き容量に含まれることはありません。

合計ドライブ数 プール候補に含まれるドライブの数が表示されま
す。

System Managerは、できるだけ多くのドライブを予
約済み容量として自動的に確保します（System

Managerではプール内の6本につき1本のドライブを
予約済み容量として確保します）。

ドライブ障害が発生すると、予約済み容量を使用し
て再構築されたデータが格納されます。
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特性 使用

セキュリティ対応 プール候補がセキュリティ対応ドライブだけで構成
されているかどうかを示します。セキュリティ対応
ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブ
と連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

• プールはドライブセキュリティを使用して保護で
きますが、この機能を使用するには、すべてのド
ライブがセキュリティ対応である必要がありま
す。

• FDEのみのプールを作成する場合
は、SecureCapable列で「* Yes-fde」を検索して
ください。FIPSのみのプールを作成する場合は、
セキュア対応列で「はい- FIPS *」を探します。

• セキュリティ対応かどうかがドライブによって異
なるプールや、セキュリティレベルが異なるドラ
イブが混在したプールを作成することもできま
す。プールにセキュリティ対応でないドライブが
含まれている場合、プールをセキュリティ対応に
することはできません。

セキュリティを有効化 セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリティ
機能を有効にするオプションです。プールがセキュ
リティ対応で、セキュリティキーを作成している場
合、チェックボックスを選択してセキュリティを有
効にできます。

一度有効にしたドライブセキュリティ
は、プールを削除してドライブを消去
しないかぎり解除できません。

DA対応 プール候補でData Assurance（DA）を使用できるか
どうかを示します。DAは、データがコントローラ経
由でドライブに転送される際に発生する可能性があ
るエラーをチェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したプールを選択し
ます。このオプションはDA機能が有効になっている
場合にのみ使用できます。

プールにはDAに対応したドライブとDAに対応してい
ないドライブを含めることができますが、DAを使用
するためにはすべてのドライブがDAに対応している
必要があります。
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特性 使用

シェルフ損失の保護 シェルフ損失の保護が使用可能かどうかを示しま
す。

シェルフ損失の保護が有効な場合、1台のドライブシ
ェルフとの通信が完全に失われた場合でもプール内
のボリューム上のデータへのアクセスが保証されま
す。

ドロワー損失の保護 ドロワー損失の保護が使用可能かどうかを示しま
す。この保護は、使用しているドライブシェルフに
ドロワーが搭載されている場合にのみ提供されま
す。

ドロワー損失の保護が有効な場合、ドライブシェル
フの1台のドロワーとの通信が完全に失われた場合で
もプール内のボリューム上のデータへのアクセスが
保証されます。

ボリュームグループを作成します

ボリュームグループを使用して、ホストにアクセス可能な1つ以上のボリュームを作成し
ます。ボリュームグループは、RAIDレベルや容量などの特性が同じボリュームのコンテ
ナです。

このタスクについて

大容量ドライブとボリュームをコントローラ間で分散させる機能を利用して、1つのボリュームグループに複
数のボリュームを作成すると、ストレージ容量を有効に活用してデータを保護するのに役立ちます。

ボリュームグループを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

• 未割り当てのドライブが少なくとも1本必要です。

• 1つのボリュームグループに含めることができるドライブ容量には制限があります。これらの制限はホス
トタイプによって異なります。

• シェルフ/ドロワー損失の保護を有効にするには、RAID 1を使用している場合を除き、少なくとも3台のシ
ェルフまたはドロワーに配置されたドライブを使用するボリュームグループを作成する必要があります。
最小のシェルフ/ドロワーは2台です。

• EF600ストレージアレイを構成する場合は、各コントローラが最初の12個のスロットと残りの12個のスロ
ットに同じ数のドライブにアクセスできることを確認します。この構成により、コントローラは両方のド
ライブ側PCIeバスをより効果的に使用できます。現在のところ、System Managerでは、ボリュームグル
ープの作成時に詳細設定機能でドライブを選択できます。プールを作成する場合は、ストレージアレイの
すべてのドライブを使用することを推奨します。

ボリュームグループの容量は、選択するRAIDレベルによって次のように異なります。

• RAID 1を使用する場合は、ドライブを一度に2本ずつ追加してミラーペアを構成する必要があります。ミ
ラーリングとストライピング（RAID 10またはRAID 1+0）は、ドライブを4本以上選択した場合に実装さ
れます。

17



• RAID 5を使用する場合は、少なくとも3本のドライブを追加してボリュームグループを作成する必要があ
ります。

• RAID 6を使用する場合は、少なくとも5本のドライブを追加してボリュームグループを作成する必要があ
ります。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. メニュー：Create [Volume group]（ボリュームグループの作成）をクリックします。

[ボリュームグループの作成*]ダイアログボックスが表示されます。

3. ボリュームグループの名前を入力します。

4. データストレージと保護の要件に最も適したRAIDレベルを選択します。

ボリュームグループ候補の表に、選択したRAIDレベルをサポートする候補だけが表示されます。

5. *オプション：ストレージアレイに複数のタイプのドライブがある場合、使用するドライブタイプを選択
します。

ボリュームグループ候補の表に、選択したドライブタイプとRAIDレベルをサポートする候補だけが表示
されます。

6. *オプション：*ボリュームグループで使用するドライブを自動で定義するか手動で定義するかを選択でき
ます。デフォルトでは、自動方式が選択されています。

ドライブを手動で選択するには、ドライブを手動で選択する*（アドバンスト）リンクをクリックしま
す。クリックすると、ドライブが自動的に選択されます（アドバンスト）*。

手動方式では、ボリュームグループを構成するドライブを選択できます。未割り当ての特定のドライブを
選択して必要な容量を確保することができます。ストレージアレイにメディアタイプやインターフェイス
タイプが異なるドライブが含まれている場合、新しいボリュームグループの作成用に選択できるのは1つ
のドライブタイプの未設定の容量のみです。

手動方式を使用するのは、ドライブの冗長性と最適なドライブ構成を理解しているエキス
パートだけです。

7. 表示されたドライブ特性に基づいて、ボリュームグループで使用するドライブを選択し、*作成*をクリッ
クします。

表示されるドライブ特性は、自動方式と手動方式のどちらを選択したかによって異なります。
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<strong>自動方式ドライブ特性</strong>

特性 使用

空き容量 使用可能な容量がGiB単位で表示されます。アプ
リケーションのストレージのニーズに応じて、
必要な容量のボリュームグループ候補を選択し
ます。

合計ドライブ数 このボリュームグループに含まれるドライブの
数を示します。必要なドライブ数のボリューム
グループ候補を選択します。ボリュームグルー
プに含まれるドライブが多いほど、複数のドラ
イブで障害が発生した場合でもボリュームグル
ープ内の重大なドライブ障害として原因 が発生
する可能性が低くなります。

セキュリティ対応 このボリュームグループ候補がセキュリティ対
応ドライブだけで構成されているかどうかを示
します。セキュリティ対応ドライブには、Full

Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理
標準（FIPS）ドライブがあります。

• ボリュームグループはドライブセキュリティ
を使用して保護できますが、この機能を使用
するには、すべてのドライブがセキュリティ
対応である必要があります。

• FDEのみのボリュームグループを作成する場
合は、SecureCapable列で「* Yes-fde」が検
索されています。FIPSのみのボリュームグル
ープを作成する場合は、Secure-enabled列
で「* Yes-FIPS *」を探します。

• セキュリティ対応かどうかがドライブによっ
て異なるボリュームグループや、セキュリテ
ィレベルが異なるドライブが混在したボリュ
ームグループを作成することもできます。ボ
リュームグループにセキュリティ対応でない
ドライブが含まれている場合、ボリュームグ
ループをセキュリティ対応にすることはでき
ません。
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特性 使用

セキュリティを有効化 セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリ
ティ機能を有効にするオプションです。ボリュ
ームグループがセキュリティ対応で、セキュリ
ティキーを設定している場合、チェックボック
スを選択してドライブセキュリティを有効にで
きます。

一度有効にしたドライブセキュリ
ティは、ボリュームグループを削
除してドライブを消去しないかぎ
り解除できません。

DA対応 このグループの候補でData Assurance（DA）を
使用できるかどうかを示します。Data

Assurance（DA）は、データがコントローラ経
由でドライブに転送される際に発生する可能性
があるエラーをチェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したボリューム
グループを選択します。このオプションはDA機
能が有効になっている場合にのみ使用できま
す。

ボリュームグループにはDAに対応したドライブ
とDAに対応していないドライブを含めることが
できますが、DAを使用するためにはすべてのド
ライブがDAに対応している必要があります。

シェルフ損失の保護 シェルフ損失の保護が使用可能かどうかを示し
ます。シェルフ損失の保護が有効な場合、シェ
ルフとの通信が完全に失われた場合でもボリュ
ームグループ内のボリューム上のデータへのア
クセスが保証されます。

ドロワー損失の保護 ドロワー損失の保護が使用可能かどうかを示し
ます。この保護は、使用しているドライブシェ
ルフにドロワーが搭載されている場合にのみ提
供されます。ドロワー損失の保護が有効な場
合、ドライブシェルフの1台のドロワーとの通信
が完全に失われた場合でもボリュームグループ
内のボリューム上のデータへのアクセスが保証
されます。
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<strong>手動方式のドライブ特性</strong>

特性 使用

メディアタイプを示します。次のメディアタイ
プがサポートされています。

• ハードドライブ

• ソリッドステートディスク（SSD）ボリュー
ムグループ内のすべてのドライブは、同じメ
ディアタイプ（すべてのSSDまたはすべての
ハードドライブ）である必要があります。ボ
リュームグループのメディアタイプやインタ
ーフェイスタイプを混在させることはできま
せん。

ドライブ容量 ドライブの容量を示します。

• ボリュームグループ内の既存のドライブと同
じ容量のドライブを可能なかぎり選択してく
ださい。

• 容量が小さい未割り当てのドライブを追加す
る必要がある場合は、ボリュームグループに
現在含まれている各ドライブの使用可能容量
が削減されることに注意してください。した
がって、ドライブ容量はボリュームグループ
全体で同じになります。

• 容量が大きい未割り当てのドライブを追加す
る必要がある場合は、ボリュームグループに
現在含まれているドライブの容量に合わせ
て、追加する未割り当てのドライブの使用可
能容量が削減されることに注意してくださ
い。

トレイ ドライブのトレイの場所を示します。

スロット ドライブのスロットの場所を示します。

速度（rpm） ドライブの速度を示します。

論理セクターサイズ セクターサイズとフォーマットを示します。
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特性 使用

セキュリティ対応 このボリュームグループ候補がセキュリティ対
応ドライブだけで構成されているかどうかを示
します。セキュリティ対応ドライブには、Full

Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理
標準（FIPS）ドライブがあります。

• ボリュームグループはドライブセキュリティ
を使用して保護できますが、この機能を使用
するには、すべてのドライブがセキュリティ
対応である必要があります。

• FDEのみのボリュームグループを作成する場
合は、SecureCapable列で「* Yes-fde」が検
索されています。FIPSのみのボリュームグル
ープを作成する場合は、Secure-enabled列
で「* Yes-FIPS *」を探します。

• セキュリティ対応かどうかがドライブによっ
て異なるボリュームグループや、セキュリテ
ィレベルが異なるドライブが混在したボリュ
ームグループを作成することもできます。ボ
リュームグループにセキュリティ対応でない
ドライブが含まれている場合、ボリュームグ
ループをセキュリティ対応にすることはでき
ません。

DA対応 このグループの候補でData Assurance（DA）を
使用できるかどうかを示します。Data

Assurance（DA）は、コントローラ経由でドラ
イブとデータをやり取りするときに発生する可
能性があるエラーをチェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したボリューム
グループを選択します。このオプションはDA機
能が有効になっている場合にのみ使用できま
す。

ボリュームグループにはDAに対応したドライブ
とDAに対応していないドライブを含めることが
できますが、DAを使用するためにはすべてのド
ライブがDAに対応している必要があります。

SSDキャッシュを作成する

システムパフォーマンスを向上させるために、SSDキャッシュ機能を使用して、アクセ
ス頻度が特に高いデータ（「ホット」データ）を低レイテンシのソリッドステートドラ
イブ（SSD）にキャッシュすることができます。SSDキャッシュは、ホスト読み取りに
のみ使用されます。
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作業を開始する前に

ストレージアレイにSSDドライブが含まれている必要があります。

SSDキャッシュはEF600ストレージシステムでは使用できません。

このタスクについて

SSDキャッシュを作成するときは、1つまたは複数のドライブを使用することができます。読み取りキャッシ
ュはストレージアレイ内にあるため、ストレージアレイを使用するすべてのアプリケーションでキャッシュが
共有されます。キャッシュするボリュームを選択すると、あとは動的に自動でキャッシングが実行されます。

SSDキャッシュを作成する際は、次のガイドラインに従ってください。

• SSDキャッシュのセキュリティを有効にできるのは作成時だけで、あとから有効にすることはできませ
ん。

• SSDキャッシュはストレージアレイごとに1つだけサポートされます。

• ストレージアレイで使用可能なSSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュ容量
で決まります。

• SSDキャッシュはSnapshotイメージではサポートされません。

• SSDキャッシュが有効になっているボリュームや無効になっているボリュームをインポートまたはエクス
ポートしても、キャッシュデータはインポートまたはエクスポートされません。

• コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシング
による転送の対象外となります。

• 関連するボリュームがセキュリティ有効の場合は、セキュリティ有効のSSDキャッシュを作成してくださ
い。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. メニューをクリックします：Create [SSD Cache]。

Create * SSD Cache （SSDキャッシュの作成）ダイアログボックスが表示されます。

3. SSDキャッシュの名前を入力します。

4. 次の特性に基づいて使用するSSDキャッシュ候補を選択します。

特性 使用

容量 使用可能な容量がGiB単位で表示されます。アプリ
ケーションのストレージニーズに応じて容量を選択
します。

SSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプラ
イマリキャッシュ容量で決まります。SSDキャッシ
ュに最大容量を超える容量を割り当てた場合、超過
した容量は使用できません。

SSDキャッシュの容量は、全体の割り当て容量にカ
ウントされます。
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特性 使用

合計ドライブ数 このSSDキャッシュで使用できるドライブの数を示
します。必要なドライブ数のSSD候補を選択しま
す。

セキュリティ対応 SSDキャッシュがセキュリティ対応ドライブだけで
構成されているかどうかを示します。セキュリティ
対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ド
ライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあ
ります。

セキュリティ有効SSDキャッシュを作成する場合
は、「セキュア対応」列で「はい- FDE *」また
は「はい- FIPS *」を探します。

セキュリティを有効化 セキュリティ対応ドライブでドライブセキュリティ
機能を有効にするオプションです。セキュリティ有
効SSDキャッシュを作成する場合は、セキュリティ
の有効化チェックボックスをオンにします。

一度有効にしたセキュリティを無効
にすることはできません。SSDキャ
ッシュのセキュリティを有効にでき
るのは作成時だけで、あとから有効
にすることはできません。

DA対応 このSSDキャッシュ候補でData Assurance（DA）
を使用できるかどうかを示します。Data Assurance

（DA）は、データがコントローラ経由でドライブ
に転送される際に発生する可能性があるエラーをチ
ェックして修正します。

DAを使用する場合は、DAに対応したSSDキャッシ
ュ候補を選択します。このオプションはDA機能が
有効になっている場合にのみ使用できます。

SSDキャッシュにはDAに対応したドライブとDAに
対応していないドライブの両方を含めることができ
ますが、DAを使用するためにはすべてのドライブ
がDAに対応している必要があります。

5. SSD読み取りキャッシュを実装するボリュームにSSDキャッシュを関連付けます。互換性のあるボリュー
ムでSSDキャッシュをすぐに有効にするには、*ホストにマップされている既存の互換性のあるボリュー
ムでSSDキャッシュを有効にする*チェックボックスをオンにします。

互換性があるボリュームとは、ドライブセキュリティ機能とDA機能の設定が同じボリュームです。

6. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

24



プールまたはボリュームグループに容量を追加します

ドライブを追加することで、既存のプールまたはボリュームグループの空き容量を拡張
することができます。その結果、プールまたはボリュームグループの空き容量が増えま
す。この空き容量は追加ボリュームの作成に使用できます。この処理の実行中もボリュ
ーム内のデータには引き続きアクセスできます。

作業を開始する前に

• ドライブのステータスが最適lである必要があります。

• ドライブタイプ（HDDまたはSSD）が同じである必要があります。

• プールまたはボリュームグループのステータスが最適である必要があります。

• プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがいずれもセキュリティ対応ドライブの場合、
セキュリティ対応ドライブの暗号化機能を引き続き使用するには、セキュリティ対応のドライブだけを追
加します。

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドラ
イブがあります。

このタスクについて

プールに一度に追加できるドライブは最大60本です。5の倍数である必要があります。ボリュームグループに
一度に追加できるドライブは最大2本です。最大数を超えるドライブを追加する必要がある場合は、手順 を繰
り返します。（プールにはストレージアレイの上限を超えるドライブを含めることはできません）。

ドライブの追加に伴い、予約済み容量の引き上げが必要になる場合があります。拡張処理の実
行後にリザーブ容量を増やすことを検討してください。

Data Assurance（DA）に対応していないプールまたはボリュームグループに容量を追加すると
きは、DA対応のドライブは使用しないでください。DA対応ドライブの機能をプールまたはボ
リュームグループで利用することはできません。DAに対応していないドライブの使用を検討し
てください。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. ドライブを追加するプールまたはボリュームグループを選択し、*容量の追加*をクリックします。

[容量の追加*]ダイアログボックスが表示されます。プールまたはボリュームグループと互換性がある未割
り当てのドライブのみが表示されます。

3. ドライブの選択…*で、既存のプールまたはボリュームグループに追加するドライブを1つ以上選択しま
す。

ドライブのリストは、より適した未割り当てのドライブから順に表示されます。プールまたはボリューム
グループに追加された合計空き容量が、選択した合計容量*のリストの下に表示されます。
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フィールドの詳細

フィールド 説明

シェルフ ドライブのシェルフの場所を示します。

ベイ ドライブのベイの場所を示します。

容量（GiB） ドライブの容量を示します。

• できるだけ、プールまたはボリュームグループ内の既存のドライブと
同じ容量のドライブを選択してください。

• 容量が小さい未割り当てのドライブを追加する必要がある場合は、プ
ールまたはボリュームグループに現在含まれている各ドライブの使用
可能容量が削減されることに注意してください。したがって、ドライ
ブ容量はプールまたはボリュームグループ全体で同じになります。

• 容量が大きい未割り当てのドライブを追加する必要がある場合は、現
在プールまたはボリュームグループに含まれているドライブの容量に
合わせて、追加する未割り当てのドライブの使用可能容量が削減され
ることに注意してください。

セキュリティ対応 ドライブがセキュリティ対応かどうかを示します。

• プールやボリュームグループはドライブセキュリティ機能を使用して
保護できますが、この機能を使用するには、すべてのドライブがセキ
ュリティ対応である必要があります。

• セキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブを混在させるこ
とはできますが、その場合、セキュリティ対応ドライブの暗号化機能
は使用できません。

• セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE）ドライ
ブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

DA対応 ドライブがData Assurance（DA）対応かどうかを示します。

• DAに対応していないドライブを使用してDAに対応したプールまたは
ボリュームグループに容量を追加することは推奨されません。プール
またはボリュームグループのDA機能は無効になり、プールまたはボリ
ュームグループに新たに作成したボリュームでDAを有効にすることも
できなくなります。

• DA対応のドライブを使用してDAに対応していないプールまたはボリ
ュームグループに容量を追加することは推奨されません。DA対応ドラ
イブの機能をプールまたはボリュームグループで利用することはでき
ないためです（ドライブの属性が一致しません）。DAに対応していな
いドライブの使用を検討してください。
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フィールド 説明

DULBE対応 ドライブにDeallocated or Unwritten Logical Block Error（DULBE）に対応
したオプションがあるかどうかを示します。DULBEはNVMeドライブのオ
プションです。このオプションにより、EF600ストレージアレイではボリ
ュームに含まれるブロックの割り当てを解除できます。ドライブ上のブロ
ックの割り当てを解除すると、ボリュームの初期化にかかる時間が大幅に
短縮されます。また、ホストではNVMe Dataset Managementコマンドを
使用して、ボリューム内の論理ブロックの割り当てを解除できます。

4. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

プールまたはボリュームグループにドライブを追加する場合、プールまたはボリュームグループの次の属性が
無効になるようなドライブを選択すると、確認のダイアログボックスが表示されます。

• シェルフ損失の保護

• ドロワー損失の保護

• Full Disk Encryption機能

• Data Assurance機能

• DULBE機能

続行するには、[はい]をクリックします。それ以外の場合は、[キャンセル]をクリックします。

結果

プールまたはボリュームグループに未割り当てのドライブを追加したあと、追加のドライブを含めるためにプ
ールまたはボリュームグループの各ボリューム内のデータが再配置されます。

プール、ボリュームグループ、SSDキャッシュの管理

プールの設定を変更します

プールの名前、容量アラートの設定、変更の優先順位、予約済み容量などのプールの設
定を編集できます。

このタスクについて

このタスクでは、プールの構成設定を変更する方法について説明します。

プールのRAIDレベルは変更できません。System Managerはプールを自動的にRAID 6として構
成します。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 編集するプールを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

[* Pool Settings （プール設定）]ダイアログボックスが表示されます。

27



3. [設定]タブを選択し、必要に応じてプール設定を編集します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 ユーザが指定したプールの名前を変更できます。プールの名前は必ず指定
する必要があります。

容量アラート プールの空き容量が指定したしきい値以上になったときにアラート通知を
送信できます。プールに格納されたデータ量が指定したしきい値を超える
と、System Managerからメッセージが送信されて、ストレージスペース
の追加や不要なオブジェクトの削除を行うことができます。

アラートは、ダッシュボードの通知領域に表示され、サーバから管理者
にEメールおよびSNMPトラップメッセージで送信できます。

次の容量アラートを定義できます。

• 重大アラート：プールの空き容量が指定したしきい値以上になったと
きに通知されます。しきい値の割合はスピンボックスで調整できま
す。この通知を無効にするには、チェックボックスをオンにします。

• 早期アラート：プールの空き容量が指定したしきい値に達したときに
通知されます。しきい値の割合はスピンボックスで調整できます。こ
の通知を無効にするには、チェックボックスをオンにします。

修正の優先順位 システムパフォーマンスと比較したプールの変更処理の優先度レベルを指
定できます。プールの変更処理の優先度を高くすると処理は高速に完了し
ますが、ホストのI/Oパフォーマンスは低下します。優先度を低くすると
処理には時間がかかりますが、ホストのI/Oパフォーマンスへの影響は小
さくなります。

優先度レベルは、lowest、low、medium、high、highestの5つから選択で
きます。優先度レベルが高いほど、ホストのI/Oパフォーマンスとシステ
ムパフォーマンスへの影響は大きくなります。

• 重大の再構築優先度-このスライダバーは、複数のドライブに障害が発
生した場合のデータ再構築処理の優先度を決定します。この状況で
は、一部のデータの冗長性が失われ、別のドライブ障害が発生した場
合はデータの損失を招くおそれがあります。

• デグレード再構築優先度-このスライダバーは、ドライブ障害が発生し
た場合のデータ再構築処理の優先度を決定します。この状況では、デ
ータの冗長性は失われておらず、別のドライブ障害が発生してもデー
タの損失が発生することはありません。

• バックグラウンド処理の優先度-このスライダバーは、プールが最適な
状態のときに実行されるバックグラウンド処理の優先度を決定しま
す。たとえば、Dynamic Volume Expansion（DVE）、Instant

Availability Format（IAF）、交換または追加したドライブへのデータ
の移行などがあります。
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設定 説明

予約済み容量（EF600

では「リザーブ容量」
）

予約済み容量：ドライブ数を定義して、ドライブ障害に備えてプールに確
保されている容量を特定できます。ドライブ障害が発生すると、予約済み
容量を使用して再構築されたデータが格納されます。プールのデータ再構
築プロセスでは、ボリュームグループで使用されるホットスペアドライブ
ではなく、予約済み容量が使用されます。

ドライブ数はスピンボックスで調整します。指定したドライブ数に応じ
て、スピンボックスの横にプールの予約済み容量が表示されます。

予約済み容量については、次の点に注意してください。

• 予約済み容量はプールの合計空き容量から差し引かれるため、確保す
る容量がボリュームの作成に使用できる空き容量に影響します。予約
済み容量に0を指定すると、プールのすべての空き容量がボリューム
の作成に使用されます。

• 予約済み容量を減らすと、プールボリュームに使用できる容量が増え
ます。

追加の最適化容量（EF600アレイのみ）：プールの作成時に、使用可能容
量とパフォーマンスおよびドライブの寿命とのバランスに基づいて、推奨
される最適化容量が決定されます。このバランスを調整するには、使用可
能容量を犠牲にしてパフォーマンスの向上とドライブ寿命の延長を図る場
合はスライダを右に、パフォーマンスとドライブ寿命を犠牲にして使用可
能容量を増やす場合は左に動かします。

SSDドライブでは、その容量の一部が未割り当ての場合に寿命が長くな
り、最大書き込みパフォーマンスが向上します。プールに関連付けられて
いるドライブの未割り当て容量は、プールの予約済み容量、空き容量（ボ
リュームで使用されていない容量）、および使用可能容量のうちの最適化
容量として確保された容量で構成されます。この最適化容量は使用可能容
量を減らすことで最小レベルの最適化容量を確保するため、ボリュームの
作成には使用できません。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

SSDキャッシュの設定を変更する

SSDキャッシュの名前を編集し、そのステータス、最大容量と現在の容量、ドライブセ
キュリティとData Assuranceのステータス、および関連付けられているボリュームとド
ライブを表示できます。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 編集するSSDキャッシュを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

SSDキャッシュ設定*ダイアログボックスが表示されます。
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3. SSDキャッシュ設定を確認するか、必要に応じて編集します。

フィールドの詳細

設定 説明

名前 SSDキャッシュの名前が表示されます。この名前は変更できます。SSDキ
ャッシュの名前は必ず指定する必要があります。

特性 SSDキャッシュのステータスが表示されます。ステータスは次のいずれか
です。

• 最適

• 不明です

• デグレード

• 失敗（重大なMELイベントが生成されます）

• 中断しました

容量 SSDキャッシュの現在の容量と使用可能な最大容量が表示されます。

SSDキャッシュの最大容量は、コントローラのプライマリキャッシュサイ
ズによって異なります。

• 1 GiB以下

• 1GiBから2GiB

• 2GiB ~ 4GiB

• 4 GiB超

セキュリティおよびDA SSDキャッシュのドライブセキュリティとData Assuranceのステータスが
表示されます。

• セキュリティ対応-- SSDキャッシュがセキュリティ対応ドライブだけ
で構成されているかどうかを示しますセキュリティ対応ドライブは自
己暗号化ドライブで、データを不正アクセスから保護できます。

• * Secure-enabled *- SSDキャッシュでセキュリティが有効になってい
るかどうかを示します。

• *DA Capable *-- SSDキャッシュがDA対応ドライブだけで構成されて
いるかどうかを示しますDA対応ドライブでは、ホストとストレージア
レイの間でデータをやり取りするときに発生する可能性があるエラー
をチェックして修正できます。

関連付けられているオ
ブジェクト

SSDキャッシュに関連付けられているボリュームとドライブが表示されま
す。
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4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

ボリュームグループの設定を変更します

名前やRAIDレベルなど、ボリュームグループの設定を編集できます。

作業を開始する前に

ボリュームグループにアクセスするアプリケーションが必要とするパフォーマンスを確保できるようにRAID

レベルを変更する場合は、次の前提条件を満たしていることを確認してください。

• ボリュームグループのステータスが最適である必要があります。

• ボリュームグループに、新しいRAIDレベルに変換するための十分な容量が必要です。

手順

1. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

2. 編集するボリュームグループを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

[ボリュームグループ設定]ダイアログボックスが表示されます。

3. 「* Settings *」（設定）タブを選択し、必要に応じてボリュームグループの設定を編集します。
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フィールドの詳細

設定 説明

名前 ユーザが指定したボリュームグループの名前を変更できます。ボリューム
グループの名前は必ず指定する必要があります。

RAIDレベル ドロップダウンメニューから新しいRAIDレベルを選択します。

• * RAID 0ストライピング*。ハイパフォーマンスを実現できますが、デ
ータの冗長性は確保されません。ボリュームグループ内の1本のドラ
イブで障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームで
障害が発生し、すべてのデータが失われます。ストライピングRAIDグ
ループは、2つ以上のドライブを1つの大容量論理ドライブにまとめま
す。

• * RAID 1ミラーリング*。ハイパフォーマンスと最高レベルのデータ可
用性を提供し、企業レベルまたは個人レベルの機密データの格納に適
しています。一方のドライブの内容をミラーペアのもう一方のドライ
ブに自動的にミラーリングすることで、データを保護します。単一の
ドライブ障害からの保護を提供します。

• * RAID 10ストライピング/ミラーリング*。RAID 0（ストライピング）
とRAID 1（ミラーリング）を組み合わせたもので、ドライブを4本以
上選択した場合に実現されます。RAID 10は、高いパフォーマンスと
フォールトトレランスが必要な、データベースなどの大量のトランザ
クションを処理するアプリケーションに適しています。

• * RAID 5 *。標準的なI/Oサイズが小さく読み取り処理の割合が高いマ
ルチユーザ環境（データベースやファイルシステムストレージなど）
に最適です。

• * RAID 6 *。RAID 5を超える冗長性が求められるが高い書き込みパフ
ォーマンスは必要がない環境に最適です。

RAID 3をボリュームグループに割り当てるには、コマンドラインイン
ターフェイスを使用する必要があります。

RAIDレベルの変更はキャンセルできません。変更中もデータは引き続
き使用できます。
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設定 説明

最適化容量（EF600ア
レイのみ）

ボリュームグループの作成時に、使用可能容量とパフォーマンスおよびド
ライブの寿命とのバランスに基づいて、推奨される最適化容量が決定され
ます。このバランスを調整するには、使用可能容量を犠牲にしてパフォー
マンスの向上とドライブ寿命の延長を図る場合はスライダを右に、パフォ
ーマンスとドライブ寿命を犠牲にして使用可能容量を増やす場合は左に動
かします。

SSDドライブでは、その容量の一部が未割り当ての場合に寿命が長くな
り、最大書き込みパフォーマンスが向上します。ボリュームグループに関
連付けられているドライブの未割り当て容量は、グループの空き容量（ボ
リュームで使用されていない容量）と、使用可能容量のうちの最適化容量
として確保された容量で構成されます。この最適化容量は使用可能容量を
減らすことで最小レベルの最適化容量を確保するため、ボリュームの作成
には使用できません。

4. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

RAIDレベルの変更によって容量が減ったり、ボリュームの冗長性が失われたり、シェルフ/ドロワー損失
の保護が失われた場合は、確認ダイアログボックスが表示されます。続行するには*はい*を選択し、続行
しない場合は*いいえ*をクリックします。

結果

ボリュームグループのRAIDレベルを変更すると、ボリュームグループを構成するすべてのボリュームのRAID

レベルがSystem Managerによって変更されます。処理の実行中は、パフォーマンスが若干低下することがあ
ります。

SSDキャッシュの統計を表示します

SSDキャッシュについて、読み取り、書き込み、キャッシュヒット、キャッシュ割り当
ての割合、 キャッシュ使用率です。

このタスクについて

[NOTE]

====

この機能はEF600ストレージシステムでは使用できません。

====

詳細統計のサブセットである一般統計は、* View SSD Cache Statistics *（

SSDキャッシュ統計の表示*）ダイアログボックスに表示されます。SSDキャッシュの詳細統計は、

すべてのSSD統計を「.csv」ファイルにエクスポートした場合にのみ表示できます。

統計を確認および解釈する際には、複数の統計を組み合わせることで見えてくる情報もあることに

注意してください。

.手順
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. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 統計を表示するSSDキャッシュを選択し、メニューをクリックします。More [SSD Cache

statistics（SSDキャッシュ統計の表示）]

+

View SSD Cache Statistics *（SSDキャッシュ統計の表示

*）ダイアログボックスが表示され、選択したSSDキャッシュの公称統計が表示されます。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

読み取り

 a|

SSDキャッシュが有効なボリュームに対するホストの読み取りの合計数が表示されます。書き込みに

対する読み取りの比率が大きいほど、キャッシュ処理が向上します。

 a|

書き込み

 a|

SSDキャッシュが有効なボリュームに対するホストの書き込みの合計数。書き込みに対する読み取り

の比率が大きいほど、キャッシュ処理が向上します。

 a|

キャッシュヒット

 a|

キャッシュヒット数が表示されます。

 a|

キャッシュヒット率

 a|

キャッシュヒット率が表示されます。この値は、「キャッシュヒット数/（読み取り数+書き込み数

）」の式で算出されます。効果的なSSDキャッシュ処理には、キャッシュヒットの割合が50%より高

いことが必要です。
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 a|

キャッシュ割り当て率

 a|

割り当てられているSSDキャッシュストレージの割合が表示されます。この値は、このコントローラ

で使用できるSSDキャッシュストレージの割合で表したもので、割り当てられているバイト数/使用

可能なバイト数から導き出されます。

 a|

キャッシュ使用率

 a|

有効なボリュームのデータが格納されているSSDキャッシュストレージの割合が表示されます。この

値は、割り当てられているSSDキャッシュストレージの割合で表したものです。この値はSSDキャッ

シュの利用率または密度を表し、割り当てられたバイト数を使用可能なバイト数で割った値です。

 a|

すべてエクスポート（Export All）

 a|

SSDキャッシュのすべての統計をCSV形式にエクスポートします。エクスポートされたファイルには

、SSDキャッシュの使用可能なすべての統計（一般統計と詳細統計の両方）が含まれます。

|===

====

. 「*キャンセル*」をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。

[[IDb5c466b30e584f3b6bdbd94eee646b21]]

= ボリュームの冗長性をチェックします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

テクニカルサポートから指示があった場合やRecovery

Guruに記載されている場合は、プールまたはボリュームグループ内のボリュームの冗長性をチェッ
クし、そのボリュームのデータに整合性があるかどうかを確認できます。冗長性データは、プール
またはボリュームグループ内のいずれかのドライブで障害が発生した場合に、交換用ドライブに迅

速に情報を再構築するために使用されます。
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.作業を開始する前に

* プールまたはボリュームグループのステータスが最適である必要があります。

* プールまたはボリュームグループで実行中の変更処理がないことを確認する必要があります。

* RAID 0にはデータの冗長性がないため、RAID 0以外のすべての

RAIDレベルで冗長性をチェックできます。（プールはRAID 6としてのみ構成されます）。

[NOTE]

====

ボリュームの冗長性チェックは、Recovery

Guruに記載されている場合にかぎり、テクニカルサポートの指示に従って実行してください。

====

.このタスクについて

このチェックは、一度に1つのプールまたはボリュームグループでのみ実行できます。ボリュームの

冗長性チェックでは、次の処理が実行されます。

* RAID 3ボリューム、RAID 5ボリューム、またはRAID

6ボリューム内のデータブロックがスキャンされ、各ブロックの冗長性情報がチェックされます。（

RAID

3をボリュームグループに割り当てるには、コマンドラインインターフェイスを使用する必要があり

ます）。

* RAID 1のミラーリングされたドライブ上のデータブロックが比較されます。

*

コントローラファームウェアがデータに整合性がないと判断した場合は、冗長性エラーが返されま

す。

[NOTE]

====

同じプールまたはボリュームグループですぐに冗長性チェックを実行すると、原因
でエラーが発生する場合があります。この問題を回避するには、同じプールまたはボリュームグル

ープで別の冗長性チェックを実行する前に、1~2分待ってください。

====

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. メニューから[一般的でないタスク]を選択します。[ボリュームの冗長性をチェック]。

+

[*冗長性のチェック*]ダイアログボックスが表示されます。

. チェックするボリュームを選択してから'check'と入力して

'この操作を実行することを確認します

. [*チェック（Check）]をクリックする。

+

ボリュームの冗長性チェック処理が開始されます。プールまたはボリュームグループ内のボリュー
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ムが、ダイアログボックスの表の一番上から順番にスキャンされます。各ボリュームがスキャンさ

れるたびに、次の操作が実行されます。

+

** ボリュームテーブルでボリュームが選択されます。

** 冗長性チェックのステータスがStatus列に表示されます。

**

メディアエラーまたはパリティエラーが発生するとチェックが停止され、エラーが報告されます。

+

.冗長性チェックのステータスの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| ステータス | 説明

 a|

保留中です

 a|

これはスキャン対象の最初のボリュームです。冗長性チェックを開始するには、Start（開始）を

クリックしていません。

または

プールまたはボリュームグループ内の他のボリュームで冗長性チェック処理が実行されています。

 a|

チェック中です

 a|

ボリュームは冗長性チェック中です。

 a|

合格

 a|

ボリュームは冗長性チェックにパスしました。冗長性情報に不整合は見つかりませんでした。

 a|

失敗しました

 a|

ボリュームは冗長性チェックに失敗しました。冗長性情報に不整合が見つかりました。
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 a|

メディアエラー

 a|

ドライブメディアが故障しており、読み取り不能です。Recovery

Guruに表示される手順に従います。

 a|

パリティエラー

 a|

データの一部でパリティが想定される値ではありません。パリティエラーは深刻な問題を招く可能

性があり、原因 によってデータが永久に失われる可能性があります。

|===

====

. プールまたはボリュームグループ内の最後のボリュームをチェックした後、「* Done

*」をクリックします。

[[IDd57a217893b8b211675c2076a2be17e0]]

= プールまたはボリュームグループを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールまたはボリュームグループを削除して未割り当て容量を増やし、アプリケーションのストレ

ージニーズを満たすように再構成することができます。

.作業を開始する前に

*

プールまたはボリュームグループに含まれるすべてのボリューム上のデータをバックアップしてお

く必要があります。

* すべての入出力（I/O）を停止しておく必要があります。

* ボリュームのファイルシステムをアンマウントする必要があります。

* プールまたはボリュームグループのミラー関係を削除しておく必要があります。
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*

プールまたはボリュームグループに対して実行中のボリュームコピー処理を停止しておく必要があ

ります。

*

プールまたはボリュームグループが非同期ミラーリング処理の対象になっていないことを確認する

必要があります。

*

ボリュームグループのドライブに永続的予約が設定されていないことを確認する必要があります。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. リストからプールまたはボリュームグループを1つ選択します。

+

プールまたはボリュームグループは一度に1つだけ選択できます。リストを下にスクロールして、他

のプールまたはボリュームグループを確認します。

. [メニュー]、[一般的でないタスク]、[削除]の順に選択し、確認します

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* プールまたはボリュームグループ内のすべてのデータを削除します。

* プールまたはボリュームグループに関連付けられているすべてのドライブを削除します。

*

関連付けられているドライブの割り当てを解除し、新規または既存のプールやボリュームグループ

で再利用できるようにします。

[[ID8ad5e0d00ad82ed03062146cb8e244cd]]

= ボリュームグループの空き容量を統合します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

選択したボリュームグループ上の既存の空きエクステントを統合するには、空き容量の統合オプシ
ョンを使用します。この操作を実行すると、追加ボリュームを作成する際にボリュームグループ内

の空き容量を最大限使用できるようになります。

.作業を開始する前に
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* ボリュームグループに少なくとも1つの空き容量領域が含まれている必要があります。

* ボリュームグループ内のすべてのボリュームがオンラインで、ステータスが最適

lである必要があります。

*

ボリュームのセグメントサイズの変更など、実行中のボリューム変更処理がないことを確認してく

ださい。

.このタスクについて
この処理は開始後にキャンセルすることはできません。統合処理の実行中もデータには引き続きア

クセスできます。

次のいずれかの方法を使用して、*空き容量の統合*ダイアログボックスを起動できます。

* ボリュームグループに対して

1つ以上の空き容量領域が検出されると、通知領域のホームページに「*統合の空き容量*」の推奨事

項が表示されます。[*Consoildate free

capacity*]リンクをクリックして、ダイアログボックスを起動します。

* 次のタスクで説明するように、[Pools & Volume Groups]ページから[Consoildate Free

Capacity]ダイアログボックスを起動することもできます。

.空き容量領域についての詳細はこちらをご覧ください

[%collapsible]

====

空き容量領域は、ボリュームを削除した場合や、ボリュームの作成時に使用可能なすべての空き容

量を使用しなかった場合に発生する空き容量です。1つ以上の空き容量領域があるボリュームグルー
プでボリュームを作成する場合、ボリュームの容量はそのボリュームグループ内で最も大きい空き

容量領域以内に制限されます。たとえば、ボリュームグループに合計15GiBの空き容量があり、最

も大きい空き容量領域が10GiBであるとすると、作成できるボリュームのサイズは最大10GiBです

。

ボリュームグループの空き容量を統合すると、書き込みパフォーマンスが向上します。ボリューム
グループの空き容量は、ホストがファイルを書き込み、変更、削除するうちに徐々に断片化されて

いきます。最終的に、使用可能な容量は1つの連続したブロックに存在するのではなく、小さなフラ
グメントに分断されてボリュームグループ全体に分散した状態になります。これにより、ホストは
新しいファイルを空きクラスタの使用可能な範囲に収まるフラグメントとして書き込む必要がある

ため、ファイルの断片化がさらに進みます。

選択したボリュームグループの空き容量を統合することで、ホストが新しいファイルを書き込む際
のファイルシステムのパフォーマンスが向上します。また、統合プロセスは、新しいファイルが以

降に断片化されないようにするのにも役立ちます。

====

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 統合する空き容量があるボリュームグループを選択し、メニューから「Uncommon Tasks

[ボリュームグループの空き容量を統合する]」を選択します。
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+

[*空き容量の統合*]ダイアログボックスが表示されます。

. この操作を実行するかどうかを確認するには'consolidateと入力します

. [*統合（Consolidate）]をクリックし

.結果

System

Managerがボリュームグループの空き容量領域の統合（デフラグ）を開始し、以降のストレージ設

定タスク用に1つの連続したブロックに統合します。

.完了後

[MENU]：[Home（ホーム）][View Operations in

Progress]（進行中の操作の表示）を選択して、[Consolidate Free

Capacity（空き容量の統合）]操作のこの処理には時間がかかることがあり、システムのパフォー

マンスに影響する可能性があります。

[[ID3c2599c47191dd271909416386e5a987]]

= ボリュームグループをエクスポート/インポートする

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームグループの移行では、ボリュームグループをエクスポートして、別のストレージアレイ

にインポートすることができます。

エクスポート/インポート機能は、SANtricity System

Managerユーザインターフェイスではサポートされていません。ボリュームグループを別のストレ

ージアレイにエクスポート/インポートするには、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用

する必要があります。

:leveloffset: -1

= ドライブを管理します

:leveloffset: +1
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[[ID2be135c8279cf0081f823284e85dec83]]

= プール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシュでのロケーターライトの点灯

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドライブを検索して、選択したプール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシュを構成するすべ

てのドライブを物理的に特定できます。選択したプール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシ

ュ内の各ドライブのLEDインジケータが点灯します。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 特定するプール、ボリュームグループ、または

SSDキャッシュを選択し、メニューをクリックします。More [ロケーターライトを点灯]。

+

選択したプール、ボリュームグループ、またはSSDキャッシュを構成するドライブのライトが点灯さ

れたことを示すダイアログボックスが表示されます。

. ドライブが正常に検出されたら、*電源をオフにする*をクリックします。

[[ID6de6e535077f1ddc316c953b065092f0]]

= プールまたはSSDキャッシュから容量を削除する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドライブを削除することで、既存のプールまたはSSDキャッシュの容量を減らすことができます。ド

ライブを削除したあと、プールまたはSSDキャッシュの各ボリューム内のデータは残りのドライブに
再配置されます。削除されたドライブは割り当てが解除され、その容量はストレージアレイの合計

空き容量に加算されます。

.このタスクについて

容量を削除する際のガイドラインを次に示します。

* SSDキャッシュ内の最後のドライブを削除するには、まず

SSDキャッシュを削除する必要があります。
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* プール内のドライブの数を11本より少なくすることはできません。

* 一度に削除できるドライブは最大12本です。

12本を超えるドライブを削除する必要がある場合は、手順 を繰り返します。

* 削除したドライブのデータがプールまたは

SSDキャッシュ内の残りのドライブに再配置される際に、プールまたはSSDキャッシュにそのデータ

を十分に格納できる空き容量がない場合、ドライブは削除できません。

.パフォーマンスへの影響

[%collapsible]

====

* プールまたは

SSDキャッシュからドライブを削除すると、ボリュームのパフォーマンスが低下する可能性がありま

す。

* プールまたは

SSDキャッシュから容量を削除しても、予約済み容量は消費されません。ただし、プールまたはSSD

キャッシュに残っているドライブの数に基づいて、予約済み容量が減少する可能性があります。

====

.セキュリティ対応ドライブへの影響について説明します

[%collapsible]

====

*

セキュリティ対応でない最後のドライブを削除すると、プール内に残るのはすべてセキュリティ対
応のドライブになります。この場合、プールのセキュリティを有効にするオプションが表示されま

す。

* Data Assurance（DA

）対応でない最後のドライブを削除すると、プール内に残るのはすべてDA対応のドライブになりま

す。

このプールに作成する新しいボリュームはすべてDA対応になります。既存のボリュームをDA対応に

する場合は、ボリュームを削除してから再作成する必要があります。

====

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. プールまたはSSDキャッシュを選択し、メニューをクリックします。More [容量の削除]

+

[容量の削除*]ダイアログボックスが表示されます。

. リストから1つ以上のドライブを選択します。

+

リストからドライブを選択または選択解除すると、[*Total capacity

selected*]フィールドが更新されます。このフィールドには、選択したドライブを削除後のプー

ルまたはSSDキャッシュの合計容量が表示されます。
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. [*削除]をクリックし、ドライブを削除することを確認します。

.結果

プールまたはSSDキャッシュの新しく削減された容量は、プールおよびボリュームグループビューに

反映されます。

[[IDf479ee0fa7f594af8da1dab01713734a]]

= プールまたはボリュームグループのセキュリティを有効にします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールまたはボリュームグループのドライブセキュリティを有効にして、プールまたはボリューム
グループに含まれているドライブ上のデータへの不正アクセスを防止できます。ドライブの読み取

りおよび書き込みアクセスは、セキュリティキーが設定されたコントローラからのみ可能です。

.作業を開始する前に

* ドライブセキュリティ機能を有効にする必要があります。

* セキュリティキーを作成する必要があります。

* プールまたはボリュームグループの状態が最適lである必要があります。

*

プールまたはボリュームグループ内のすべてのドライブがセキュリティ対応である必要があります

。

.このタスクについて
ドライブセキュリティを使用する場合は、セキュリティ対応のプールまたはボリュームグループを
選択します。プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないド
ライブの両方を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキ

ュリティ対応である必要があります。

一度有効にしたセキュリティを解除するには、プールまたはボリュームグループを削除してからド

ライブを消去する必要があります。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. セキュリティを有効にするプールまたはボリュームグループを選択し、[メニュー

:その他のセキュリティの有効化]をクリックします。

+
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[*セキュリティの有効化の確認*]ダイアログボックスが表示されます。

. 選択したプールまたはボリュームグループのセキュリティを有効にすることを確認し、*有効

*をクリックします。

[[IDdbe56a76bbc361e8370e519afbde7fc8]]

= ホットスペアを割り当てます

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループでは、データ保護を強化するために、ホットスペアをスタンバイドライブと
して割り当てることができます。これらのボリュームグループのいずれかでドライブに障害が発生

すると、障害が発生したドライブのデータがホットスペアに再構築されます。

.作業を開始する前に

* RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループを作成する必要があります。（ホットスペアはプールには使用できません。

プールでは、データ保護用に各ドライブ内のスペア容量を使用します）。

* 次の条件を満たすドライブが使用可能な必要があります。

+

** 未割り当てで最適ステータス

** ボリュームグループ内のドライブと同じメディアタイプ（SSDなど）

** ボリュームグループ内のドライブと同じインターフェイスタイプ（SASなど）

** ボリュームグループ内のドライブの使用済み容量以上の容量。

.このタスクについて
このタスクでは、ハードウェアページからホットスペアを手動で割り当てる方法について説明しま

す。推奨される適用範囲は、ドライブセットごとに2つのホットスペアです。

[CAUTION]

====

ホットスペアは初期セットアップウィザードから割り当てることもできます。ホットスペアがすで

に割り当てられているかどうかは、ハードウェアページのピンクのドライブベイで確認できます。

====

.手順
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. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

. ホットスペアとして使用する未割り当てのドライブ（グレー表示）を選択します。

+

ドライブのコンテキストメニューが開きます。

. [ホットスペアの割り当て]を選択します。

+

ドライブがセキュリティ有効の場合は、* Secure Erase Drive *（ドライブのSecure Erase

*）ダイアログボックスが開きます。セキュリティ有効ドライブをホットスペアとして使用するには

、最初にSecure

Erase処理を実行してすべてのデータを削除し、そのセキュリティ属性をリセットする必要があり

ます。

+

[CAUTION]

====

*データ損失の可能性*--正しいドライブを選択していることを確認してくださいSecure

Erase操作の完了後は、データを回復できません。

====

+

ドライブが*セキュア有効になっていない場合は、*ホットスペアドライブの割り当ての確認*ダイア

ログボックスが開きます。

. ダイアログボックス内のテキストを確認し、処理を確定します。

+

ドライブはハードウェアページにピンク色で表示され、ホットスペアになったことが示されます。

.結果

RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループ内のドライブに障害が発生した場合、コントローラは冗長性データを使用し

て、障害が発生したドライブからホットスペアへデータを自動的に再構築します。

[[ID75445234fef77e5ce0db3cb68a066997]]

= ドライブを論理的に交換します

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

ドライブに障害が発生した場合や、何らかの理由でドライブを交換する場合、ストレージアレイに
未割り当てのドライブがあれば、障害が発生したドライブを未割り当てのドライブに論理的に交換

することができます。未割り当てのドライブがない場合は、ドライブを物理的に交換します。

.このタスクについて
ドライブを未割り当てのドライブに論理的に交換すると、未割り当てのドライブが割り当てられ、
関連付けられているプールまたはボリュームグループの永続的なメンバーとなります。次のタイプ

のドライブを交換するには、論理的交換オプションを使用します。

* 障害ドライブ

* 不明なドライブです

* 寿命に近付いていることがRecovery Guruによって通知されたSSDドライブ

* ドライブ障害の兆候があることがRecovery Guruによって通知されたハードドライブ

*

割り当てられたドライブ（プール内ではなく、ボリュームグループ内のドライブでのみ使用可能）

交換用ドライブには次の特性が必要です。

* 最適状態です

* 未割り当て状態

* 交換するドライブと属性（メディアタイプ、インターフェイスタイプなど）が同じ

* FDE機能が同じ（推奨、必須ではない）

* DA機能が同じ（推奨、必須ではない）

.手順

. 「 * ハードウェア * 」を選択します。

. 図にコントローラが表示されている場合は、*シェルフの前面を表示*をクリックします。

+

図の表示が切り替わり、コントローラではなくドライブが表示されます。

. 論理的に交換するドライブをクリックします。

+

ドライブのコンテキストメニューが表示されます。

. 論理的に置換*をクリックします。

. *オプション：*交換後にドライブを使用停止する

*チェックボックスをオンにして、元のドライブを交換後に使用停止にします。

+

このチェックボックスは、元の割り当てドライブが障害状態でも不明状態でもない場合にのみ有効

になります。

. [交換用ドライブの選択*]テーブルで、使用する交換用ドライブを選択します。
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+

この表には、交換対象のドライブと互換性があるドライブのみが表示されます。可能であれば、シ

ェルフ損失の保護およびドロワー損失の保護が維持されるドライブを選択してください。

. [*置換*]をクリックします。

+

元のドライブが障害状態または不明な場合、データはパリティ情報を使用して交換用ドライブで再
構築されます。この再構築は自動的に開始されます。ドライブの障害インジケータライトが消灯し
、プールまたはボリュームグループ内のドライブのアクティビティインジケータライトが点滅を開

始します。

+

元のドライブが障害状態でも不明状態でもない場合は、元のドライブのデータが交換用ドライブに
コピーされます。このコピー処理は自動的に開始されます。コピー処理が完了すると、元のドライ

ブは未割り当て状態、またはチェックボックスを選択した場合は失敗状態に移行します。

:leveloffset: -1

= リザーブ容量を管理します

:leveloffset: +1

[[ID373c6ed497cb9e491e3a25e3859b3929]]

= リザーブ容量を増やします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージオブジェクトに対するコピーサービス処理に使用される物理的に割り当てられている容

量であるリザーブ容量を増やすことができます。Snapshot処理の場合は、通常はベースボリューム

の40%、非同期ミラーリング処理の場合は、通常はベースボリュームの20%です。一般には、ストレ
ージオブジェクトのリザーブ容量がフルに近付いているという警告が表示されたときに、リザーブ

容量を拡張します。

.作業を開始する前に

*

プールまたはボリュームグループ内のボリュームのステータスが最適で、変更処理の実行中でない

ことを確認してください。
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* プールまたはボリュームグループに容量の拡張に使用する空き容量が必要です。

+

プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合は、未割り当て容量を未使用ドライブの形

式でプールまたはボリュームグループに追加できます。

.このタスクについて

次のストレージオブジェクトの場合、リザーブ容量は8GiB単位でのみ拡張できます。

* Snapshotグループ

* Snapshotボリューム

* 整合性グループメンバーボリューム

* ミラーペアボリューム

プライマリボリュームで多数の変更が見込まれる場合や、特定のコピーサービス処理のライフサイ

クルが非常に長くなる場合は、リザーブ容量の割合を高くします。

[NOTE]

====

読み取り専用のSnapshotボリュームのリザーブ容量は増やすことはできません。リザーブ容量が必

要なのは、読み取り/書き込みのSnapshotボリュームだけです。

====

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブを選択します。

. リザーブ容量を増やすストレージオブジェクトを選択し、*容量の拡張*をクリックします。

+

予約済み容量の拡張*ダイアログボックスが表示されます。

. スピンボックスを使用して容量の割合を調整します。

+

選択したストレージオブジェクトが含まれているプールまたはボリュームグループに空き容量が存
在せず、ストレージアレイに未割り当ての容量がある場合は、新しいプールまたはボリュームグル
ープを作成できます。その後、そのプールまたはボリュームグループ上の新しい空き容量を使用し

てこの処理を再試行できます。

. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ストレージオブジェクトのリザーブ容量を拡張します。

* 新たに追加したリザーブ容量を表示します。
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[[IDa6a2ae336251081cf43b85348adc5ec2]]

= リザーブ容量を削減します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

容量の削減オプションを使用して、Snapshotグループ、Snapshotボリューム、整合性グループメ
ンバーボリュームの各ストレージオブジェクトのリザーブ容量を削減します。リザーブ容量は、増

やしたときの分量ずつしか減らすことができません。

.作業を開始する前に

* ストレージオブジェクトに複数のリザーブ容量ボリュームが含まれている必要があります。

* ストレージオブジェクトがミラーペアのボリュームでないことを確認する必要があります。

* ストレージオブジェクトがSnapshotボリュームの場合は、Snapshot

ボリュームの状態がDisabledである必要があります。

* ストレージオブジェクトがSnapshotグループの場合は、関連付けられた

Snapshotイメージが含まれていないことを確認する必要があります。

.このタスクについて

次のガイドラインを確認してください。

* リザーブ容量ボリュームは、追加したときと逆の順序でのみ削除できます。

* 読み取り専用の

Snapshotボリュームについては、関連付けられたリザーブ容量がないため、リザーブ容量を削減す

ることはできません。リザーブ容量が必要なのは、読み取り/書き込みのSnapshotボリュームだけ

です。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブをクリックします。

. リザーブ容量を削減するストレージオブジェクトを選択し、*容量の削減*をクリックします。

+

予約済み容量の削減*ダイアログボックスが表示されます。

. リザーブ容量を削減する容量を選択し、*削減*をクリックします。
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.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ストレージオブジェクトの容量を更新します。

* ストレージオブジェクトの更新後の新しいリザーブ容量を表示します。

* Snapshotボリュームの容量を削減すると、System Managerは

Snapshotボリュームの状態を自動的に無効に移行します。無効の場合、Snapshotボリュームは現

在Snapshotイメージに関連付けられておらず、したがってI/O処理用にホストに割り当てることは

できません

[[ID734cac8f239ab9af39fb1f00414d43f6]]

= Snapshotグループのリザーブ容量の設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotグループの設定では、グループ名、自動削除設定、許可されるSnapshotイメージの最大

数、System

Managerがリザーブ容量のアラート通知を送信する割合、またはリザーブ容量が最大使用率に達し

たときに使用するポリシーを変更できます。

.作業を開始する前に

Snapshotグループの作成時に、グループに含まれるすべてのSnapshotイメージのデータを格納す

るためのリザーブ容量が作成されます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブをクリックします。

. 編集するSnapshotグループを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

[* Snapshot Group Settings *（スナップショットグループ設定*）

]ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotグループの設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===
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| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotグループの設定*

 a|

名前

 a|

Snapshotグループの名前。Snapshotグループの名前は必ず指定する必要があります。

 a|

自動削除

 a|

グループ内のSnapshotイメージの総数をユーザ定義の最大数以下に抑えるための設定。このオプシ

ョンを有効にすると、グループで許可されているSnapshotイメージの最大数に準拠するために、S

ystem Managerは新しいSnapshotが作成されるたびに最も古い

Snapshotイメージを自動的に削除します。

 a|

Snapshotイメージの上限

 a|

Snapshotグループに許可されるSnapshotイメージの最大数。ユーザが設定できます。

 a|

Snapshotスケジュール

 a|

「はい」の場合は、Snapshotを自動的に作成するスケジュールが設定されます。

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|
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このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り少なくなったときにSys

tem Managerからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshotグループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクト

を削除したりできます。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択できます。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*- System Managerは

Snapshotグループ内の最も古いSnapshotイメージを自動的にパージし、そのSnapshotイメージ

のリザーブ容量を解放してグループ内で再利用します。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否*--

リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると、System

Managerはリザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求

をすべて拒否します。

 a|

*関連付けられたオブジェクト*

 a|

ベースボリューム

 a|

グループで使用されるベースボリュームの名前。ベースボリュームは、Snapshotイメージの作成元
のボリュームです。シックボリュームの場合もシンボリュームの場合もあり、通常はホストに割り
当てられています。ベースボリュームはボリュームグループまたはディスクプールのどちらかに配

置できます。

 a|

Snapshotイメージ

 a|

このグループから作成されたイメージの数。Snapshot
イメージは、ボリュームのデータを特定の時点でキャプチャした論理コピーです。リストアポイン

トと同様に、 Snapshot

イメージを使用して既知の正常なデータセットにロールバックできます。ホストはSnapshotイメー
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ジにアクセスできますが、直接読み取ったり書き込んだりすることはできません。

|===

====

. [保存]をクリックして'スナップショット・グループの設定に変更を適用します

[[ID41d9653c40f387a701967dc34d063005]]

= Snapshotボリュームのリザーブ容量の設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotボリュームの設定を変更して、Snapshotボリュームのリザーブ容量が残り少なくなった

ときにシステムからアラート通知を送信する割合を調整できます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブをクリックします。

. 編集するSnapshotボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

Snapshot Volume Reserved Capacity Settings *ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、メンバーボリュームのリザーブ容量が残り少なくなったときにシ

ステムからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshotボリュームのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとシステムからアラートが送信さ

れるため、前もってリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

55



|===

====

. 保存*をクリックして、スナップショットボリュームの予約容量設定に変更を適用します。

[[ID3fb62a4fa4efed414af5338f2960ca43]]

= 整合性グループのメンバーボリュームのリザーブ容量設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

整合性グループのメンバーボリュームの設定を変更して、メンバーボリュームのリザーブ容量が残

り少なくなったときにSystem

Managerからアラート通知を送信する割合を調整したり、リザーブ容量が最大定義に達したときに

使用するポリシーを変更したりできます 割合。

.このタスクについて
個々のメンバーボリュームのリザーブ容量設定を変更すると、整合性グループに関連付けられてい

るすべてのメンバーボリュームのリザーブ容量設定も変更されます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブをクリックします。

. 編集する整合性グループのメンバーボリュームを選択し、*表示/設定の編集

*をクリックします。

+

Member Volume Reserved Capacity Settings *（メンバーボリュームのリザーブ容量設定

*）ダイアログボックスが表示されます。

. メンバーボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|
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アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、メンバーボリュームのリザーブ容量が残り少なくなったときにSys

tem Managerからアラート通知を送信する割合を調整します。

メンバーボリュームのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクト

を削除したりできます。

NOTE: 1

つのメンバーボリュームのアラート設定を変更すると、同じ整合性グループに属する_ALL_MEMBER

_VOLUMESのアラート設定が変更されます。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択できます。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*- System Manager

は整合性グループの最も古いSnapshotイメージを自動的にパージします。これにより、メンバーの

リザーブ容量が解放され、グループ内で再利用できます。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否*--

リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると、System

Managerはリザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求

をすべて拒否します。

|===

====

. [保存（Save）]をクリックして、変更を適用します。

.結果

System

Managerはメンバーボリュームのリザーブ容量設定だけでなく、整合性グループ内のすべてのメン

バーボリュームのリザーブ容量設定を変更します。

[[ID9895797332c289e47a4fb28f0db836ab]]

= ミラーペアボリュームのリザーブ容量の設定を変更する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ミラーペアボリュームの設定を変更して、ミラーペアボリュームのリザーブ容量が残り少なくなっ

たときにSystem Managerからアラート通知を送信する割合を調整できます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブを選択します。

. 編集するミラーペアボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

ミラーペアボリュームのリザーブ容量設定*ダイアログボックスが表示されます。

. ミラーペアボリュームのリザーブ容量設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、ミラーペアのリザーブ容量が残り少なくなったときにSystem

Managerからアラート通知を送信する割合を調整します。

ミラーペアのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとSystem

Managerからアラートが送信されるため、前もってリザーブ容量を増やすことができます。

NOTE:

1つのミラーペアのアラート設定を変更すると、同じミラー整合性グループに属するすべてのミラー

ペアのアラート設定が変更されます。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択できます。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*–System
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Managerによって整合性グループの最も古いSnapshotイメージが自動的にパージされ、メンバー

のリザーブ容量が解放されてグループ内で再利用されます。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否する

*–リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると、System

Managerはリザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求

をすべて拒否します。

|===

====

. [保存（Save）]をクリックして、変更を適用します。

.結果

System

Managerはメンバーボリュームのリザーブ容量設定だけでなく、整合性グループ内のすべてのメン

バーボリュームのリザーブ容量設定を変更します。

[[ID86275ab2dad92ad54c2a64ef52b5e4ef]]

= 保留中のSnapshotイメージをキャンセルします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

保留中のSnapshotイメージを完了前にキャンセルすることができます。Snapshotは非同期的に作

成され、作成が完了するまでSnapshotのステータスは「保留中」になります。同期処理が完了した

時点でSnapshotイメージが作成されます。

.このタスクについて

Snapshotイメージが保留状態になるのは、次の条件が同時に発生する場合です。

* SnapshotグループのベースボリュームまたはこのSnapshotイメージを含む整合性グループの

1個以上のメンバーボリュームが非同期ミラーグループのメンバーである。

* 現在、1個または複数のボリュームが非同期ミラーリングの同期処理中である。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブをクリックします。

. 保留中のSnapshotイメージをキャンセルするSnapshotグループを選択し、メニューの

[一般的でないタスク][保留中のSnapshotイメージのキャンセル]をクリックします。
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. 「* Yes」をクリックして、保留中のSnapshotイメージをキャンセルすることを確認します。

[[ID9a9a9d197ede8bcc2868868dcb3f4710]]

= Snapshotグループを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotグループの削除は、グループのデータを完全に削除してシステムから削除する場合に実行

します。Snapshotグループを削除すると、リザーブ容量が解放され、プールやボリュームグループ

で再利用できるようになります。

.このタスクについて

Snapshotグループを削除すると、グループ内のSnapshotイメージもすべて削除されます。

.手順

. 選択メニュー：Storage（Pool & Volume Groups）

. 予約容量*タブをクリックします。

. 削除するSnapshotグループを選択し、メニューから「一般的でないタスク」「

Snapshotグループの削除」をクリックします。

+

[* Confirm Delete Snapshot Group*（スナップショットグループの削除の確認）

]ダイアログボックスが表示されます。

. 確認のため'delete]と入力します

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* Snapshotグループに関連付けられているSnapshotイメージをすべて削除します。

* Snapshotグループのイメージに関連付けられているSnapshotボリュームを無効化します。

* Snapshotグループ用のリザーブ容量を削除します。

:leveloffset: -1
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:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[ID42c878bb72fbf2e4e534ad0fd02a4e42]]

= ホットスペアドライブとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホットスペアは、RAID 1、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループで、スタンバイドライブとして機能します。問題なく動作するドライブです
が、データは格納されていません。ボリュームグループ内のドライブで障害が発生すると、障害が

発生したドライブのデータがホットスペアに自動的に再構築されます。

ストレージアレイのドライブで障害が発生した場合、障害が発生したドライブからホットスペアド

ライブに自動的に切り替わります。物理的にドライブを交換する必要はありません。ドライブ障害
の発生時にホットスペアドライブが使用可能であれば、冗長性データを使用して障害が発生したド

ライブからホットスペアドライブにデータが再構築されます。

ホットスペアドライブは、特定のボリュームグループ専用ではありません。容量が同じかそれより
も小さいストレージアレイ内で障害が発生したどのドライブにも、ホットスペアドライブを使用で

きます。ホットスペアドライブのメディアタイプ（HDDまたはSSD）は、保護対象のドライブと同じ

である必要があります。

[NOTE]

====

ホットスペアドライブはプールではサポートされません。プールでは、ホットスペアドライブの代

わりに、プールを構成する各ドライブ内の予約済み容量を使用します。

====

[[ID691dfc95f25a2ecbbacf20eede724ed2]]

= ボリュームグループとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

ボリュームグループは、同じ特性を持つボリュームのコンテナです。ボリュームグループごとに容

量とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグループを使用して、ホストにアクセス可能な1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはボリュームグループまたはプール

から作成します）。

[[ID460625084596ef56386400f99a0d83d3]]

= プールとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールは、論理的にグループ化された一連のドライブです。プールを使用して、ホストにアクセス

可能な 1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはプールまたはボリュームグループ

から作成します）。

プールを使用すると、管理者が各ホストの使用状況を監視して、ストレージスペースが不足する可
能性があるタイミングを判断する必要がなくなり、従来のようなディスクサイズの変更に伴うシス
テム停止もありません。プールの容量が不足してきたらシステムを停止せずにプールにドライブを

追加することができ、ホストには透過的に容量が拡張されます。

プールを使用すると、データは自動的に再分散されてバランスが維持されます。パリティ情報とス
ペア容量がプール全体に分散されるため、プール内のすべてのドライブを障害が発生したドライブ
の再構築に使用できます。このアプローチでは専用のホットスペアドライブは使用されません。代
わりに、予約済み（スペア）容量がプール全体で確保されます。ドライブ障害が発生すると、他の
ドライブのセグメントが読み取られてデータが再作成されます。その後、新しいドライブが選択さ

れて障害が発生したドライブにあった各セグメントが書き込まれるため、ドライブ間のデータ分散

は維持されます。

[[ID2b6fdaa9bb9901d8250b283a1250143f]]

= リザーブ容量とは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

リザーブ容量は物理的に割り当てられた容量で、Snapshotイメージ、整合性グループメンバーボリ
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ューム、ミラーペアボリュームなどのコピーサービスオブジェクトのデータの格納に使用されます

。

コピーサービス処理に関連付けられているリザーブ容量ボリュームは、プールまたはボリュームグ

ループに配置されます。リザーブ容量は、プールまたはボリュームグループから作成します。

[[ID0b329407d2ad0b8caf7fcbd23e96b474]]

= FDE / FIPSセキュリティとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

FDE /

FIPSセキュリティとは、一意の暗号化キーを使用して書き込み時にデータを暗号化し、読み取り時
に復号化するセキュリティ対応ドライブを指します。セキュリティ対応ドライブは、ストレージア

レイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへの不正アクセスを防止します。

セキュリティ対応ドライブには、Full Disk Encryption（FDE

）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。FIPSドライブは認定テストをパスし

たドライブです。

[NOTE]

====

FIPSのサポートが必要なボリュームには、FIPSドライブのみを使用します。ボリュームグループま

たはプールにFIPSドライブとFDEドライブが混在している場合、すべてのドライブがFDEドライブ

として扱われます。また、FIPSドライブのみを含むボリュームグループまたはプールでは、FDEド

ライブを追加したりスペアとして使用したりすることはできません。

====

[[ID72d85279eb242d8b402a2485b0507935]]

= 冗長性チェックとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

冗長性チェックでは、プールまたはボリュームグループ内のボリューム上のデータに整合性がある
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かどうかが判別されます。冗長性データは、プールまたはボリュームグループ内のいずれかのドラ

イブで障害が発生した場合に、交換用ドライブに迅速に情報を再構築するために使用されます。

このチェックは、一度に1つのプールまたはボリュームグループでのみ実行できます。ボリュームの

冗長性チェックでは、次の処理が実行されます。

* RAID 3ボリューム、RAID 5ボリューム、またはRAID

6ボリューム内のデータブロックがスキャンされ、各ブロックの冗長性情報がチェックされます。（

RAID

3をボリュームグループに割り当てるには、コマンドラインインターフェイスを使用する必要があり

ます）。

* RAID 1のミラーリングされたドライブ上のデータブロックが比較されます。

*

データに整合性がないことがコントローラファームウェアで確認された場合は、冗長性エラーが返

されます。

[NOTE]

====

同じプールまたはボリュームグループですぐに冗長性チェックを実行すると、原因
でエラーが発生する場合があります。この問題を回避するには、同じプールまたはボリュームグル

ープで別の冗長性チェックを実行する前に、1~2分待ってください。

====

[[ID596733416b11abc027a08dcaddbbaf83]]

= プールとボリュームグループの違いは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールはボリュームグループに似ていますが、次の点が異なります。

*

プール内のデータは、同じ一連のドライブに格納されるボリュームグループ内のデータとは異なり

、プール内のすべてのドライブにランダムに格納されます。

* プールの方がドライブ障害時のパフォーマンスの低下と再構築にかかる時間が少なくなります。

*

プールには予約済み容量が組み込まれているため、専用のホットスペアドライブは必要ありません

。

* プールでは多数のドライブをグループ化できます。

* プールにはRAIDレベルを指定する必要はありません。
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[[IDb0910051e404ab9e65c7555d162053c9]]

= プールを手動で設定するのはどのような場合ですか？

:allow-uri-read:
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールを手動で設定する理由を、次の例に示します。

*

ストレージアレイ上に複数のアプリケーションがあり、それらのアプリケーションと同じドライブ

リソースの競合が発生しないようにする場合は、1つ以上のアプリケーション用に小規模なプールを

手動で作成することを検討してください。

+

データを分散するための多数のボリュームを含む大規模なプールにワークロードを割り当てるので

はなく、1~2個のボリュームだけを割り当てることができます。特定のアプリケーションのワークロ
ード専用の個別のプールを手動で作成すると、ストレージアレイの処理をより迅速に実行でき、競

合が軽減されます。

+

プールを手動で作成するには、「* Storage *」を選択し、「* Pools & Volume

Groups」を選択します。[すべての容量*]タブで、[メニュー：[プール]の作成]をクリックします

。

* 同じドライブタイプのプールが複数ある場合は、System

Managerでプールに使用するドライブを自動的に推奨できないことを示すメッセージが表示されま

す。ただし、既存のプールに手動でドライブを追加することはできます。

+

既存のプールにドライブを手動で追加するには、[* Pools & Volume

Groups]ページでプールを選択し、[Add Capacity]をクリックします。

[[ID0a9c17debc8736968acefa981f03da95]]

= 容量アラートが重要なのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

容量アラートは、プールにドライブを追加するタイミングを示します。ストレージアレイの処理を
正常に実行するには、プールに十分な空き容量が必要です。プールの空き容量が指定した割合を超

えたときにアラートを送信するようにSystem

Managerを設定すると、容量不足による処理の中断を回避できます。

プールの作成時にこの割合を設定するには、* Pool auto-configuration *オプションまたは*

Create pool

*オプションを使用します。自動オプションを選択すると、アラート通知を受信するタイミングはデ
フォルト設定によって自動的に決まります。プールを手動で作成する場合は、アラート通知の設定
を指定します。必要に応じて、デフォルトの設定をそのまま使用することもできます。これらの設

定は、後で「Settings [Alerts]」（設定[Alerts]）メニューで調整できます。

[NOTE]

====

プールの空き容量が指定した割合に達すると、アラート設定に指定した方法でアラート通知が送信

されます。

====

[[ID1573de317d696ebe0fbcfc4d94317d78]]

= 予約済み容量を増やせない場合、どのような理由が考えられますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

使用可能なすべての容量でボリュームを作成した場合は、予約済み容量を増やせないことがありま

す。

予約済み容量は、ドライブ障害に備えてプール内に確保されている容量（ドライブ数）です。プー

ルが作成されると、System

Managerはプール内のドライブ数に応じて自動的にデフォルトの予約済み容量を確保します。使用
可能なすべての容量でボリュームを作成している場合は、ドライブを追加するかボリュームを削除

してプールに容量を追加しないと、予約済み容量を増やすことはできません。

予約済み容量を変更するには、「* Storage」を選択し、次に「* Pools & Volume

Groups」タイルを選択します。編集するプールを選択します。[設定の表示/編集]をクリックし、

[*設定*]タブを選択します。
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[NOTE]

====

予約済み容量はプール内の複数のドライブに分散されますが、予約するときはドライブ数で指定し

ます。

====

[[ID50495ce564d1607ed88c6079668e35b4]]

= プールから削除できるドライブの数に制限はありますか。

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

System Managerでは、プールから削除できるドライブ数が制限されています。

* プール内のドライブの数を11本より少なくすることはできません。

*

削除対象のドライブに含まれるデータがプール内の残りのドライブに再配置される場合、そのデー

タを十分に格納できる空き容量がプール内にない場合は、そのドライブは削除できません。

* 一度に削除できるドライブは最大60本です。

60本を超えるドライブを選択した場合、ドライブの削除オプションは無効になります。60本を超え

るドライブを取り外す必要がある場合は、ドライブの取り外し処理を繰り返します。

[[IDd0b51364a4d48a0ac4e904812d62724c]]

= ドライブでサポートされているメディアタイプを教えてください。

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

サポートされているメディアタイプは、ハードディスクドライブ（HDD）とソリッドステートディス

ク（SSD）です。

[[ID414738e9a6fae6ff735dad0cb5c76f75]]

= 一部のドライブが表示されないのはなぜですか？
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:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/
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[role="lead"]

容量の追加*ダイアログで、既存のプールまたはボリュームグループの容量を追加できるドライブが

すべて表示されるわけではありません。

ドライブを追加できない理由は次のとおりです。

*

未割り当てで、セキュリティ有効でないドライブを指定する必要があります。すでに別のプールや
ボリュームグループに含まれているドライブ、またはホットスペアとして設定されているドライブ
は使用できません。未割り当てだが、セキュリティ有効なドライブは、手動で消去すると使用可能

になります。

* 最適な状態でないドライブは使用できません。

* 容量が小さすぎるドライブは使用できません。

*

プールまたはボリュームグループ内でドライブのメディアタイプが一致している必要があります。

ハードディスクドライブ（HDD）とソリッドステートディスク（SSD）を混在させることはできませ

ん。

*

プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがすべてセキュリティ対応の場合は、セ

キュリティ対応でないドライブは表示されません。

* プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがすべて連邦情報処理標準（

FIPS）ドライブの場合、非FIPSドライブは表示されません。

* プールまたはボリュームグループに含まれているドライブがすべてData Assurance（

DA）対応で、プールまたはボリュームグループにDA有効ボリュームが1つ以上ある場合は、DA非対
応のドライブは使用できないためプールまたはボリュームグループに追加できません。ただし、プ

ールまたはボリュームグループにDA有効ボリュームがない場合は、DA非対応のドライブをプールま

たはボリュームグループに追加できます。DA対応と非対応のドライブが混在している場合は、DA対

応ボリュームを作成できないことに注意してください。

[NOTE]

====

ストレージアレイの容量は、新しいドライブを追加するか、プールまたはボリュームグループを削

除することで増やすことができます。

====

[[ID95527d277afdc6db148dc97785ce805c]]

= シェルフ/ドロワー損失の保護を維持するにはどうすればよいですか？
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[role="lead"]

プールまたはボリュームグループのシェルフ/ドロワー損失の保護を維持するには、次の表の基準を

使用します。

[cols="3*"]

|===

| レベル | シェルフ/ドロワー損失の保護の基準 | 必要なシェルフ/ドロワーの最小数

 a|

プール

 a|

シェルフの場合、プールに同じシェルフのドライブが3本以上含まれない。

ドロワーの場合、プールに各ドロワーから同数のドライブが含まれている。

 a|

シェルフの場合は6

ドロワーの場合は5

 a|

RAID 6

 a|

ボリュームグループに同じシェルフまたはドロワーのドライブが3本以上含まれない。

 a|

3.

 a|

RAID 3またはRAID 5

 a|

ボリュームグループ内のドライブがすべて別々のシェルフまたはドロワーに配置されている。

 a|

3.

 a|
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RAID 1

 a|

ミラーペア内のドライブがそれぞれ別のシェルフまたはドロワーに配置されている。

 a|

2.

 a|

RAID 0

 a|

シェルフ/ドロワー損失の保護は実現できない。

 a|

該当なし

|===

[NOTE]

====

プールまたはボリュームグループですでにドライブに障害が発生している場合は、シェルフ/ドロワ
ー損失の保護は維持されません。この状況で、ドライブシェルフまたはドロワーへのアクセス、さ
らにその結果プールまたはボリュームグループ内の別のドライブへのアクセスを失うと、データが

失われます。

====

[[IDd198905872d014540639be0a8c361253]]

= アプリケーションに最適なRAIDレベルはどれですか？

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームグループのパフォーマンスを最大限に高めるには、適切なRAIDレベルを選択する必要が

あります。適切なRAIDレベルを特定するには、ボリュームグループにアクセスしているアプリケー

ションでの読み取りと書き込みの割合を把握します。これらの割合を取得するには、[パフォーマン

ス]ページを使用します。

== RAIDレベルとアプリケーションパフォーマンス

RAIDには、_levels
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_という一連の構成が採用されており、ユーザデータと冗長性データのドライブに対する書き込み/

読み出し方法が決定されます。RAIDレベルごとにパフォーマンス機能が異なります。読み取り比率

が高いアプリケーションの場合、RAID 5ボリュームまたはRAID

6ボリュームを使用するとパフォーマンスが向上します。これは、RAID 5とRAID

6の読み取りパフォーマンスが優れているためです。

読み取り比率が低い（書き込み中心の）アプリケーションの場合、RAID 5ボリュームまたはRAID

6ボリュームでは同様のパフォーマンスを実現できません。パフォーマンスの低下は、コントローラ

がデータと冗長性データをRAID 5ボリュームグループまたはRAID

6ボリュームグループのドライブに書き込む方法に起因します。

次の情報に基づいてRAIDレベルを選択します。

* RAID 0 *

* * 概要 *

+

** 冗長性なし、ストライピングモード。

* *どのように機能するか*

+

** RAID 0は、ボリュームグループ内のすべてのドライブにデータをストライピングします。

* *データ保護機能*

+

** 高可用性が求められる場合、RAID 0は推奨されません。RAID

0は重要度の低いデータに適しています。

** ボリュームグループ内の

1本のドライブで障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームで障害が発生し、すべ

てのデータが失われます。

* *必要なドライブ数*

+

** RAIDレベル0には少なくとも1本のドライブが必要です。

** RAID 0ボリュームグループには30本を超えるドライブを含めることができます。

** ストレージアレイのすべてのドライブを含むボリュームグループを作成できます。

* RAID 1またはRAID 10 *

* * 概要 *

+
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** ストライピング/ミラーモード。

* *どのように機能するか*

+

** RAID 1では、ディスクミラーリングを使用して、

2本のディスクに同時にデータが書き込まれます。

** RAID

10は、ドライブストライピングを使用して、複数のミラーリングされたドライブペアにデータをス

トライピングします。

* *データ保護機能*

+

** RAID 1とRAID 10は、ハイパフォーマンスと最高のデータ可用性を提供します。

** RAID 1とRAID

10は、ドライブミラーリングを使用して、あるドライブから別のドライブにまったく同じコピーを

作成します。

**

ドライブペアの一方のドライブで障害が発生した場合、ストレージアレイはデータやサービスを失

うことなくもう一方のドライブに即座に切り替えることができます。

**

単一ドライブ障害が発生すると、関連付けられているボリュームはデグレード状態になります。ミ

ラードライブがデータへのアクセスを許可します。

**

ボリュームグループ内のドライブペアで障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュー

ムで障害が発生し、データが失われる可能性があります。

* *必要なドライブ数*

+

** RAID 1には、ユーザデータ用に1本、ミラーデータ用に1本、合計

2本以上のドライブが必要です。

** 4本以上のドライブを選択すると、ボリュームグループ全体でRAID

10が自動的に設定されます。ユーザデータ用にドライブが2本、ミラーデータ用にドライブが2本で

す。

**

ボリュームグループのドライブ数は偶数でなければなりません。ドライブ数が偶数ではなく、残り

の未割り当てドライブが残っている場合は、メニュー：ストレージ[プールとボリュームグループ]

を選択してボリュームグループにドライブを追加し、処理を再試行します。

** RAID 1とRAID 10のボリュームグループは、

30本を超えるドライブで構成できます。ストレージアレイのすべてのドライブを含むボリュームグ

ループを作成できます。
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* RAID 5 *

* * 概要 *

+

** 高I/Oモード。

* *どのように機能するか*

+

** ユーザデータと冗長性情報（パリティ）が複数のドライブにストライピングされます。

** 冗長性情報を格納するために、ドライブ1本分の容量が使用されます。

* *データ保護機能*

+

** RAID 5ボリュームグループで

1本のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームがデグレード状態にな

ります。冗長な情報があるので、データには引き続きアクセスできます。

** RAID

5ボリュームグループで複数のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュー

ムに障害が発生し、すべてのデータが失われます。

* *必要なドライブ数*

+

** ボリュームグループには最低3本のドライブが必要です。

** 通常、ボリュームグループのドライブ数は最大30本に制限されます。

* RAID 6 *

* * 概要 *

+

** 高I/Oモード。

* *どのように機能するか*

+

** ユーザデータと冗長性情報（デュアルパリティ）が複数のドライブにストライピングされます。

** 冗長性情報を格納するために、ドライブ2本分の容量が使用されます。

* *データ保護機能*

+

** RAID 6ボリュームグループで1本または
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2本のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームがデグレード状態にな

りますが、冗長性情報があるためデータには引き続きアクセスできます。

** RAID 6ボリュームグループで

3本以上のドライブに障害が発生すると、関連付けられているすべてのボリュームに障害が発生し、

すべてのデータが失われます。

* *必要なドライブ数*

+

** ボリュームグループには最低5本のドライブが必要です。

** 通常、ボリュームグループのドライブ数は最大30本に制限されます。

[NOTE]

====

プールのRAIDレベルは変更できません。System Managerはプールを自動的にRAID

6として構成します。

====

== RAIDレベルとデータ保護

RAID 1、RAID 5、およびRAID

6は、フォールトトレランス用に冗長性データをドライブメディアに書き込みます。冗長性データに
は、データのコピー（ミラー）、またはデータから導出されたエラー修正コードがあります。ドラ
イブで障害が発生した場合は、冗長性データを使用して交換用ドライブに迅速に情報を再構築でき

ます。

単一のボリュームグループ全体で単一のRAIDレベルを設定します。そのボリュームグループの冗長
性データは、すべてボリュームグループ内に格納されます。ボリュームグループの容量は、メンバ
ードライブのアグリゲート容量から冗長性データ用に確保された容量を引いた値です。冗長性を確

保するために必要な容量は、使用するRAIDレベルによって異なります。

[[IDcbf3b064fd525139d73717b6779c55fe]]

= Data Assuranceとは何ですか？
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]
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Data Assurance（DA）はT10 Protection Information（PI）標準を実装しています。

I/Oパスでデータが転送される際に発生する可能性のあるエラーをチェックして修正することで、デ

ータの整合性が向上します。

Data Assurance機能の一般的な用途として、コントローラとドライブ間の

I/Oパスがチェックされます。System Managerでは、

DA機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。

この機能を有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラ
ーチェック用のコードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれ

らのCRCコードを使用して、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性

があるデータはディスクに書き込まれず、ホストにも返されません。DA機能を使用する場合は、新

しいボリュームを作成するときにDAに対応したプールまたはボリュームグループを選択します（プ

ールとボリュームグループの候補の表で「DA」の横の「はい」を探します）。

これらのDA対応ボリュームは、必ずDAに対応したI/Oインターフェイスを使用しているホストに割

り当ててください。DAに対応したI/Oインターフェイスには、ファイバチャネル、SAS、iSCSI

over TCP/IP、NVMe/FC、NVMe/IB、 NVMe/RoCEとiSER over InfiniBand（iSCSI

Extensions for RDMA/IB）：SRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

[[ID012db96a870424a14519af05a7a2b21c]]

= セキュリティ対応（ドライブセキュリティ）とは何ですか？

:allow-uri-read:
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ドライブセキュリティは、セキュリティ有効ドライブをストレージアレイから取り外したときに、

そのドライブ上のデータへの不正アクセスを防止する機能です。対応するドライブには、Full

Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）ドライブがあります。

[[ID3ad5fb5687e22c070730876857642e76]]

= リザーブ容量を増やすときは、どのような点に注意する必要がありますか？
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[role="lead"]

一般に、リザーブ容量がフルに近付いているという警告が表示されたときに、容量を拡張します。
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リザーブ容量は8GiB単位でのみ拡張できます。

*

必要に応じて拡張できるように、プールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

+

プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合は、未割り当て容量を未使用ドライブの形

式でプールまたはボリュームグループに追加できます。

*

プールまたはボリュームグループ内のボリュームのステータスが最適で、変更処理の実行中でない

ことを確認してください。

* プールまたはボリュームグループに容量の拡張に使用する空き容量が必要です。

* 読み取り専用の

Snapshotボリュームのリザーブ容量は増やすことはできません。リザーブ容量が必要なのは、読み

取り/書き込みのSnapshotボリュームだけです。

Snapshot処理の場合、リザーブ容量は通常ベースボリュームの40%です。非同期ミラーリング処理

のリザーブ容量は、一般にベースボリュームの20%です。ベースボリュームで多くの変更が見込まれ
る場合や、ストレージオブジェクトのコピーサービス処理の使用期間が非常に長くなることが想定

される場合は、これよりも割合を増やしてください。

[[IDf0087015d56e859e694ff93fce888e5d]]

= 削減する量を選択できないのはなぜですか？
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リザーブ容量は、増やしたときの分量ずつしか減らすことができません。メンバーボリュームのリ

ザーブ容量は、追加したときと逆の順序でのみ削除できます。

次のいずれかの条件に該当する場合は、ストレージオブジェクトのリザーブ容量を削減できません

。

* ストレージオブジェクトがミラーペアのボリュームである。

* ストレージオブジェクトにリザーブ容量用のボリュームが

1つしかない。ストレージオブジェクトには、リザーブ容量用のボリュームが少なくとも2つ含まれ

ている必要があります。

* ストレージオブジェクトが無効になっているSnapshotボリュームである。

* ストレージオブジェクトに関連付けられているSnapshotイメージが含まれている。
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リザーブ容量のボリュームは、追加したときと逆の順序でのみ削除できます。

読み取り専用のSnapshotボリュームについては、関連付けられたリザーブ容量がないため、リザー

ブ容量を削減することはできません。リザーブ容量が必要なのは、読み取り/書き込みのSnapshot

ボリュームだけです。

[[IDeb621249d18d6003f5cb1bda173661ec]]

= メンバーボリュームごとにリザーブ容量が必要なのはなぜですか？
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Snapshot整合性グループの各メンバーボリュームには、参照先の整合性グループSnapshotイメー
ジに影響を与えずに、ホストアプリケーションによる変更をベースボリュームに保存するための独

自のリザーブ容量が必要です。リザーブ容量を使用すると、読み取り/書き込み用のメンバーボリュ
ームに含まれているデータのコピーに、ホストアプリケーションが書き込みアクセスすることがで

きます。

整合性グループのSnapshotイメージにホストから直接読み取りや書き込みを行うことはできません

。Snapshotイメージには、ベースボリュームから取得されたデータのみが保存されます。

読み取り/書き込み用の整合性グループSnapshotボリュームの作成中に、System

Managerは整合性グループのメンバーボリュームごとにリザーブ容量を作成します。このリザーブ

容量によって、ホストアプリケーションは、整合性グループのSnapshotイメージに含まれているデ

ータのコピーに書き込みアクセスすることができます。

[[IDb23b1c795fddbfe4494234564c9f8478]]

= SSDキャッシュのすべての統計情報を表示するにはどうすればよいですか？また、何が
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SSDキャッシュについては、一般統計と詳細統計を表示できます。一般統計は詳細統計のサブセット

です。詳細統計は'すべてのSSD統計を.csvファイルにエクスポートした場合にのみ表示できます統
計を確認および解釈する際には、複数の統計を組み合わせることで見えてくる情報もあることに注

意してください。
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== 一般統計

SSDキャッシュの統計を表示するには、次のメニューを選択します。Storage [Pools & Volume

Groups]統計を表示するSSDキャッシュを選択し、メニューを選択します。More [View

Statistics]公称統計はView SSD Cache Statistics（

SSDキャッシュ統計の表示）ダイアログに表示されます。

[NOTE]

====

この機能はEF600ストレージシステムでは使用できません。

====

次に、詳細統計のサブセットである、一般統計の一覧を示します。

[cols="2*"]

|===

| 一般統計 | 説明

 a|

読み取り/書き込み

 a|

SSDキャッシュが有効なvolumes.Compareに対するホストの読み取りと書き込みの合計数。読み取

りと書き込みの相対値です。効率的なSSDキャッシュ処理には、読み取り数が書き込み数より多いこ

とが必要です。書き込みに対する読み取りの比率が大きいほど、キャッシュ処理が向上します。

 a|

キャッシュヒット

 a|

キャッシュヒットの数。

 a|

キャッシュヒット率（%）

 a|

キャッシュヒット数を読み取りと書き込みの合計数で割った値。効果的なSSDキャッシュ処理には、

キャッシュヒットの割合が50%より高いことが必要です。この値が小さい場合は、次のような状況が

考えられます。

* 書き込みに対する読み取りの比率が小さすぎる

* 読み取りが繰り返されない
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* キャッシュ容量が小さすぎる

 a|

キャッシュ割り当て率（%）

 a|

割り当てられているSSDキャッシュストレージの量。このコントローラで使用可能なSSDキャッシュ
ストレージの割合として表されます。割り当てられたバイト数を使用可能なバイト数で割った値で

す。

キャッシュ割り当ての割合は、通常は100%と表示されます。この数値が100%未満の場合は、キャッ

シュがウォームアップされていないか、アクセスされているすべてのデータよりもSSDキャッシュ容

量が大きいことを意味します。後者の場合、SSDキャッシュ容量を小さくしても同レベルのパフォー

マンスが得られる可能性があります。この値は、キャッシュされたデータがSSDキャッシュに配置さ

れたことを示しているわけではなく、SSDキャッシュにデータを配置可能となる前の準備手順にすぎ

ません。

 a|

キャッシュ使用率（%）

 a|

有効なボリュームのデータが格納されているSSDキャッシュストレージの量。割り当てられているS

SDキャッシュストレージの割合として表されます。この値はSSDキャッシュの利用率または密度を

表し、ユーザデータのバイト数を割り当てられているバイト数で割った値です。

キャッシュ使用率の割合は、通常は100%より小さく、多くの場合はるかに小さくなります。この数

値は、SSDキャッシュ容量のうち、キャッシュデータが書き込まれている割合を示します。SSDキャ
ッシュの各割り当て単位はサブブロックと呼ばれる小さい単位に分割され、それぞれ独立して使用

されるため、この値は100%より小さくなります。この値が大きいほど一般には有効ですが、小さい

数値でもパフォーマンスが大幅に向上する可能性があります。

|===

== 詳細統計

詳細統計は、一般統計とその他の統計で構成されます。これらの追加統計は一般統計と一緒に保存

されますが、一般統計とは異なり、* SSDキャッシュ統計の表示

*ダイアログには表示されません。詳細統計は'.csvファイルに統計をエクスポートした後にのみ表

示できます

「.csv」ファイルを表示するときに、詳細統計が一般統計の後にリストされていることに注目して

ください。

79



[cols="2*"]

|===

| 詳細統計 | 説明

 a|

読み取りブロック

 a|

ホスト読み取りのブロック数。

 a|

書き込みブロック

 a|

ホスト書き込みのブロック数。

 a|

完全ヒットブロック

 a|

キャッシュヒットのブロック数。

この値は、SSDキャッシュから完全に読み込まれたブロックの数を示します。SSDキャッシュがパフ

ォーマンスの向上に効果があるのは、フルキャッシュヒットである処理に対してのみです。

 a|

部分ヒット

 a|

すべてのブロックではなく、少なくとも1つのブロックがSSDキャッシュ内にあったホスト読み取り

の数。部分ヒットはSSDキャッシュ*ミス*で、読み取りはベースボリュームから行われています。

 a|

部分ヒット-ブロック

 a|

部分ヒットのブロック数。

部分キャッシュヒットと部分キャッシュヒットブロックは、SSDキャッシュ内にデータの一部しかな

い処理の結果として発生します。この場合、キャッシュされているハードディスクドライブ（HDD）

ボリュームからデータを取得する必要があります。このタイプのヒットの場合、SSDキャッシュから
得られるパフォーマンス上のメリットはありません。部分キャッシュヒットブロック数が完全キャ

ッシュヒットブロック数より多い場合は、別のI/O特性タイプ（ファイルシステム、データベース、

80



またはWebサーバ）を使用するとパフォーマンスが向上する可能性があります。SSDキャッシュのウ
ォームアップ中は、キャッシュヒットに比べて、部分ヒットとミスの数が増えることが予想されま

す。

 a|

ミス

 a|

SSDキャッシュ内にブロックがなかったホスト読み取りの数。SSDキャッシュミスは、ベースボリュ

ームから読み取りが行われた場合に発生します。SSDキャッシュのウォームアップ中は、キャッシュ

ヒットに比べて、部分ヒットとミスの数が増えることが予想されます。

 a|

ミス-ブロック

 a|

ミスしたブロックの数。

 a|

取り込み処理（ホスト読み取り）

 a|

ベースボリュームからSSDキャッシュへデータがコピーされたホスト読み取りの数。

 a|

取り込み処理（ホスト読み取り）-ブロック

 a|

取り込み処理（ホスト読み取り）のブロック数。

 a|

取り込み処理（ホスト書き込み）

 a|

ベースボリュームからSSDキャッシュへデータがコピーされたホスト書き込みの数。

書き込みI/O処理によってキャッシュが一杯にならないキャッシュ設定では、取り込み処理（ホスト

書き込み）の数が0になることがあります。

 a|
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取り込み処理（ホスト書き込み）-ブロック

 a|

取り込み処理（ホスト書き込み）のブロック数。

 a|

無効化処理

 a|

データが無効化された、またはSSDキャッシュから削除された回数。キャッシュの無効化処理は、各

ホスト書き込み要求、Forced Unit Access（

FUA）によるホスト読み取り要求、確認要求、およびその他一部の状況で実行されます。

 a|

リサイクル処理

 a|

別のベースボリュームや論理ブロックアドレス（LBA）範囲にSSDキャッシュブロックが再利用され

た回数。

効果的なキャッシュでは、再利用の回数は、読み取り処理と書き込み処理の合計数よりも少なくす

る必要があります。リサイクル処理の回数が読み取りと書き込みの合計数に近づいている場合、SSD
キャッシュがスラッシングしています。キャッシュ容量を増やす必要があります。または、ワーク

ロードがSSDキャッシュの使用に適していません。

 a|

使用可能なバイト数

 a|

SSDキャッシュ内でこのコントローラによって使用可能なバイト数。

 a|

割り当てバイト数

 a|

このコントローラによってSSDキャッシュから割り当てられたバイト数。SSDキャッシュから割り当

てられたバイトは、空の場合と、ベースボリュームのデータが含まれている場合があります。

 a|

ユーザデータバイト数

 a|

SSDキャッシュ内の、ベースボリュームのデータを含む割り当て済みバイト数。
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使用可能なバイト数、割り当て済みバイト数、およびユーザデータのバイト数を使用して、キャッ

シュ割り当ての割合とキャッシュ利用率の割合が計算されます。

|===

[[IDf82d88ed887404de4096d76de5f91ae2]]

= プールの最適化容量とは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SSDドライブでは、その容量の一部が未割り当ての場合に寿命が長くなり、最大書き込みパフォーマ

ンスが向上します。

プールに関連付けられているドライブの未割り当て容量は、プールの予約済み容量、空き容量（ボ
リュームで使用されていない容量）、および使用可能容量のうちの最適化容量として確保された容
量で構成されます。この最適化容量は使用可能容量を減らすことで最小レベルの最適化容量を確保

するため、ボリュームの作成には使用できません。

プールの作成時に、パフォーマンス、ドライブの寿命、使用可能容量のバランスに基づいて、推奨

される最適化容量が決定されます。プール設定*ダイアログにある追加の最適化容量スライダを使用
して、プールの最適化容量を調整できます。スライダを動かすことで、使用可能容量を犠牲にして
パフォーマンスの向上とドライブ寿命の延長を図るか、またはパフォーマンスとドライブ寿命を犠

牲にして使用可能容量を増やすことができます。

[NOTE]

====

追加の最適化容量のスライダはEF600ストレージシステムに対してのみ使用できます。

====

[[ID293933b8a544da60ac74351522aada37]]

= ボリュームグループの最適化容量とは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

SSDドライブでは、その容量の一部が未割り当ての場合に寿命が長くなり、最大書き込みパフォーマ

ンスが向上します。

ボリュームグループに関連付けられているドライブの未割り当て容量は、ボリュームグループの空
き容量（ボリュームで使用されていない容量）と、使用可能容量のうちの最適化容量として確保さ
れた容量で構成されます。この最適化容量は使用可能容量を減らすことで最小レベルの最適化容量

を確保するため、ボリュームの作成には使用できません。

ボリュームグループの作成時に、パフォーマンス、ドライブの寿命、使用可能容量のバランスに基

づいて、推奨される最適化容量が決定されます。ボリュームグループ設定*ダイアログの最適化容量
の追加スライダを使用して、ボリュームグループの最適化容量を調整できます。スライダを動かす
ことで、使用可能容量を犠牲にしてパフォーマンスの向上とドライブ寿命の延長を図るか、または

パフォーマンスとドライブ寿命を犠牲にして使用可能容量を増やすことができます。

[NOTE]

====

追加の最適化容量のスライダはEF600ストレージシステムに対してのみ使用できます。

====

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= 個のボリューム

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1

[[IDab4faea0ba3bd000a81a7edf7da7c29d]]

= ストレージアレイ内のボリューム

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

ボリュームは、ストレージアレイ上のストレージスペースを管理および編成するデータコンテナで
す。ボリュームは、ストレージアレイで使用可能なストレージ容量から作成されます。ボリューム
を使用すると、システムのリソースを簡単に編成して使用することができます。この概念は、コン

ピュータ上のフォルダ/ディレクトリを使用してファイルを整理し、すばやく簡単にアクセスできる

ようにすることに似ています。

ボリュームは、ホストから認識できる唯一のデータレイヤです。SAN環境では、論理ユニット番号（

LUN）にマッピングされたボリュームをホストから認識できます。LUNは、FC、iSCSI、SASなど、

ストレージアレイでサポートされている1つ以上のホストアクセスプロトコルを使用してアクセス可

能なユーザデータを保持します。

== プールおよびボリュームグループから作成できるボリュームタイプ

ボリュームは、プールまたはボリュームグループから容量を取得します。ストレージアレイ上のプ

ールまたはボリュームグループから次のタイプのボリュームを作成できます。

* *プールから*--プールからは、フルプロビジョニング（シック）ボリューム

__またはシンプロビジョニング（シン）ボリューム_としてボリュームを作成できます。_

+

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

* *ボリュームグループから*--ボリュームグループからボリュームを作成できるのは

_完全にプロビジョニングされた（シック）ボリューム_のみです。

シックボリュームとシンボリュームは、次に示す方法でストレージアレイから容量を取得します。

* シックボリュームの容量は、ボリュームの作成時に割り当てられます。

* シンボリュームの容量は、ボリュームへの書き込みの際にデータとして割り当てられます。

シンプロビジョニングを使用すると、無駄な容量の割り当てを回避し、ストレージの初期コストを
削減できます。ただし、シックボリュームが作成されるとすべてのストレージが一度に割り当てら

れるため、完全なプロビジョニングのメリットとしてはレイテンシの低下が挙げられます。

[NOTE]

====

EF600ストレージシステムでは、シンプロビジョニングがサポートされていません。
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====

== ボリュームの特性

プールまたはボリュームグループ内の各ボリュームには、格納されるデータのタイプに基づいて独

自の特性があります。たとえば、次のような特性があります。

* *セグメントサイズ*-セグメントは、あるドライブに格納されるデータの量（

KiB）です。この量に達すると、ストライプ（RAIDグループ）内の次のドライブへと進みます。セ
グメントサイズは、ボリュームグループの容量と同じかそれよりも小さくなります。プールのセグ

メントサイズは固定で、変更することはできません。

* *容量*-
プールまたはボリュームグループの空き容量からボリュームを作成します。ボリュームを作成する
には、プールまたはボリュームグループがすでに存在している必要があります。また、ボリューム

を作成するための十分な空き容量がプールまたはボリュームグループに必要です。

* *コントローラ所有権*--すべてのストレージアレイは'1台または

2台のコントローラを持つことができますシングルコントローラアレイでは、ボリュームのワークロ

ードが1台のコントローラで管理されます。デュアル・コントローラ・アレイでは'ボリュームを「

所有」する優先コントローラ（AまたはB）がボリュームに割り当てられますデュアルコントローラ
構成では、自動ロードバランシング機能を使用してボリューム所有権が自動的に調整され、コント

ローラ間でワークロードが移動する際の負荷の不均衡が解消されます。自動ロードバランシングはI

/Oワークロードを自動的に分散する機能を提供し、ホストからの受信I/Oトラフィックは動的に管

理されて両方のコントローラに分散されます。

* *ボリューム割り当て*--
ボリュームの作成時または後で、ホストにボリュームへのアクセス権を与えることができます。す

べてのホストアクセスは、論理ユニット番号（LUN）を使用して管理されます。ホストは、ボリュー

ムに割り当てられているLUNを検出します。ボリュームを複数のホストに割り当てる場合は、クラス
タリングソフトウェアを使用して、すべてのホストからボリュームを使用できるようにしてくださ

い。

+

ホストタイプでは、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限がある場合があります。特定の

ホストで使用するボリュームを作成するときは、この制限に注意してください。

* *わかりやすい名前*--
ボリュームに任意の名前を付けることができますが、わかりやすい名前にすることをお勧めします

。

ボリュームの作成時には、各ボリュームに容量が割り当てられ、名前、セグメントサイズ（ボリュ
ームグループの場合のみ）、コントローラ所有権、およびボリュームとホストの割り当てが指定さ

れます。ボリュームデータは、必要に応じてコントローラ間で自動的に負荷分散されます。

[[ID89ebd6ffbb49011b8bd5b654002eea01]]

= ボリュームに関する用語

:allow-uri-read:
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:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージアレイに関連するボリュームの用語を次に示します。

== すべてのボリュームタイプ

[cols="2*"]

|===

| 期間 | 説明

 a|

割り当て容量

 a|

割り当て容量は、ボリュームの作成やコピーサービス処理に使用します。

割り当て容量とレポート容量はシックボリュームでは同じですが、シンボリュームでは異なります
。シックボリュームの場合、物理的に割り当てられたスペースはホストに報告されるスペースと同
じになります。シンボリュームの場合、ホストに報告される容量がレポート容量で、データの書き

込み用に現在割り当てられているドライブスペースが割り当て容量となります。

 a|

アプリケーション

 a|

アプリケーションとは、SQL Serverや

Exchangeなどのソフトウェアです。アプリケーションごとに、サポートするワークロードを1つ以
上定義します。一部のアプリケーションについては、ストレージを最適化する推奨されるボリュー

ム構成がSystem Managerから自動的に提示されます。ボリューム構成には、

I/Oタイプ、セグメントサイズ、コントローラ所有権、読み取りと書き込みのキャッシュなどの特性

が含まれます。

 a|

容量

 a|

容量は、ボリュームに格納できるデータの量です。
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 a|

コントローラ所有権

 a|

コントローラ所有権は、ボリュームを所有するプライマリコントローラを定義します。ボリューム

は'ボリュームを所有する優先コントローラ（AまたはB）を持つことができますボリューム所有権は
、自動ロードバランシング機能を使用して自動的に調整され、コントローラ間でワークロードが移

動する際の負荷の不均衡が解消されます。自動ロードバランシングはI/Oワークロードを自動的に分

散する機能を提供し、ホストからの受信I/Oトラフィックは動的に管理されて両方のコントローラに

分散されます。

 a|

動的キャッシュ読み取りプリフェッチ

 a|

動的キャッシュ読み取りプリフェッチでは、コントローラは、ドライブからキャッシュにデータブ
ロックを読み取っているときに、連続する追加のデータブロックをキャッシュにコピーすることが
できます。このキャッシングにより、以降のデータ要求にキャッシュから対応できる可能性が高ま

ります。動的キャッシュ読み取りプリフェッチは、シーケンシャルI/Oを使用するマルチメディアア
プリケーションで重要ですデータがキャッシュにプリフェッチされる速度と量は、ホスト読み取り

の速度と要求サイズに基づいて自動で調整されます。ランダムアクセスの場合、原因
データがキャッシュにプリフェッチされることはありません。この機能は、読み取りキャッシュが

無効になっている場合は適用されません。

動的キャッシュ読み取りプリフェッチはシンボリュームに対しては常に無効で、変更することはで

きません。

 a|

空き容量領域

 a|

空き容量領域は、ボリュームを削除した場合や、ボリュームの作成時に使用可能なすべての空き容

量を使用しなかった場合に発生する空き容量です。1つ以上の空き容量領域があるボリュームグルー
プでボリュームを作成する場合、ボリュームの容量はそのボリュームグループ内で最も大きい空き

容量領域以内に制限されます。たとえば、ボリュームグループに合計15GiBの空き容量があり、最

も大きい空き容量領域が10GiBであるとすると、作成できるボリュームのサイズは最大10GiBです

。

空き容量を統合すると、追加ボリュームを作成する際にボリュームグループ内の空き容量を最大限

使用できるようになります。

 a|

ホスト

 a|

ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを送信するサーバです。
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 a|

ホストクラスタ

 a|

ホストクラスタはホストのグループです。ホストクラスタを作成すると、同じボリュームを複数の

ホストに簡単に割り当てることができます。

 a|

ホットスペアドライブ

 a|

ホットスペアドライブはボリュームグループでのみサポートされます。ホットスペアドライブには

データは格納されておらず、RAID 1、RAID 3、RAID 5、またはRAID

6のボリュームグループに含まれるボリュームで障害が発生した場合のスタンバイとして機能します

。ホットスペアドライブを使用すると、ストレージアレイの冗長性が向上します。

 a|

LUN

 a|

Logical Unit Number（

LUN；論理ユニット番号）は、ホストがボリュームへのアクセスに使用する番号で、アドレススペー

スに割り当てられます。ボリュームは、LUNの形式でホストに容量として提示されます。

各ホストには独自のLUNアドレススペースがあります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用

して、異なるボリュームにアクセスできます。

 a|

メディアスキャン

 a|

メディアスキャンは、ドライブに対する通常の読み取り/書き込みの際に、ドライブメディアのエラ
ーが検出される前に検出する機能です。メディアスキャンはバックグラウンド処理として実行され

、定義されたユーザボリューム内のすべてのデータと冗長性情報をスキャンします。

 a|

ネームスペース

 a|

ネームスペースは、ブロックアクセス用にフォーマットされたNVMストレージです。SCSIの論理ユ

ニットに相当し、ストレージアレイではボリュームに関連します。
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 a|

プール

 a|

プールは、論理的にグループ化された一連のドライブです。プールを使用して、ホストにアクセス

可能な 1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはプールまたはボリュームグループ

から作成します）。

 a|

プールまたはボリュームグループの容量

 a|

プール、ボリューム、またはボリュームグループの容量は、ストレージアレイ内の容量のうち、プ
ールまたはボリュームグループに割り当てられている容量です。この容量は、ボリュームの作成、
およびコピーサービス処理とストレージオブジェクトのさまざまな容量ニーズに対応するために使

用されます。

 a|

読み取りキャッシュ

 a|

読み取りキャッシュは、ドライブから読み取られたデータを格納するバッファです。読み取り処理
の対象となるデータが以前の処理ですでにキャッシュに格納されていれば、ドライブにアクセスす

る必要はありません。読み取りキャッシュのデータは、フラッシュされるまで保持されます。

 a|

レポート容量

 a|

レポート容量は、ホストに報告され、ホストからアクセスできる容量です。

レポート容量と割り当て容量はシックボリュームでは同じですが、シンボリュームでは異なります
。シックボリュームの場合、物理的に割り当てられたスペースはホストに報告されるスペースと同
じになります。シンボリュームの場合、ホストに報告される容量がレポート容量で、データの書き

込み用に現在割り当てられているドライブスペースが割り当て容量となります。

 a|

セグメントサイズ

 a|

セグメントは、あるドライブに格納されるデータの量（KiB）です。この量に達すると、ストライプ
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（RAIDグループ）内の次のドライブへと進みます。セグメントサイズは、ボリュームグループの容
量と同じかそれよりも小さくなります。プールのセグメントサイズは固定で、変更することはでき

ません。

 a|

ストライピング

 a|

ストライピングは、ストレージアレイにデータを格納する方法の1つです。データフローを一定のサ

イズのブロック（「ブロックサイズ」）に分割し、このブロックを各ドライブに1つずつ順に書き込
みます。このデータ格納方法は、複数の物理ドライブにデータを分散して格納する場合に使用され

ます。ストライピングはRAID 0と同義で、パリティを使用せずに

RAIDグループ内のすべてのドライブにデータを分散します。

 a|

ボリューム

 a|

ボリュームは、アプリケーション、データベース、およびファイルシステムがデータを格納するコ
ンテナです。ホストがストレージアレイのストレージにアクセスするために作成される論理コンポ

ーネントです。

 a|

ボリュームの割り当て

 a|

ボリューム割り当てとは、ホストLUNのボリュームへの割り当てです。

 a|

ボリューム名

 a|

ボリューム名は、ボリュームの作成時に割り当てられる文字列です。デフォルトの名前をそのまま
使用することも、ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定することもできます

。

 a|

ボリュームグループ

 a|

ボリュームグループは、同じ特性を持つボリュームのコンテナです。ボリュームグループごとに容

量とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグループを使用して、ホストにアクセス可能な1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはボリュームグループまたはプール
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から作成します）。

 a|

ワークロード

 a|

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーショ

ンごとに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションにつ

いては、特性が似たボリュームで構成されるように System Manager
によってワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポートする

アプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL

Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリューム

を作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

 a|

書き込みキャッシュ

 a|

書き込みキャッシュは、ドライブにまだ書き込まれていないホストからのデータを格納するバッフ
ァです。書き込みキャッシュ内のデータは、ドライブに書き込まれるまで保持されます。書き込み

キャッシュにより、I/Oパフォーマンスを向上させることができます。

 a|

ミラーリングありの書き込みキャッシュ

 a|

ミラーリングありの書き込みキャッシュでは、一方のコントローラのキャッシュメモリに書き込ま
れたデータがもう一方のコントローラのキャッシュメモリにも書き込まれます。そのため、一方の
コントローラで障害が発生した場合、もう一方のコントローラで未処理の書き込み処理をすべて完

了できます。書き込みキャッシュのミラーリングは、書き込みキャッシュが有効で、2台のコントロ
ーラが配置されている場合にのみ使用できます。ミラーリングありの書き込みキャッシュは、ボリ

ュームの作成時にデフォルトで設定されます。

 a|

バッテリなしの書き込みキャッシュ

 a|

バッテリなしの書き込みキャッシュでは、バッテリがない、障害が発生している、完全に放電され
ている、フル充電されていないなどの状況でも書き込みキャッシュが継続されます。バッテリなし

の書き込みキャッシュを選択すると電源の喪失時にデータが失われる可能性があるため、一般には
推奨されません。通常、書き込みキャッシュは、バッテリが充電されるか障害が発生したバッテリ

が交換されるまで、コントローラによって一時的にオフにされます。
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|===

== シンボリュームに固有の用語

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

[NOTE]

====

シンボリュームはEF600ストレージシステムでは使用できません。

====

[cols="2*"]

|===

| 期間 | 説明

 a|

割り当て容量の制限

 a|

割り当て容量の制限は、シンボリュームの拡張時に割り当てることができる物理容量の上限です。

 a|

書き込み済み容量

 a|

書き込み済み容量は、シンボリュームに割り当てられたリザーブ容量のうちの書き込み済みの容量

です。

 a|

警告しきい値

 a|

警告しきい値アラートは、シンボリュームの割り当て容量がしきい値に達したときに発行されるよ

うに設定できます（警告しきい値）。

|===
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[[ID4ed9dac3b01a54dc12ace4d0a21d66c7]]

= ボリュームを作成するためのワークフロー

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SANtricity System Managerでは、次の手順でボリュームを作成します。

image::../media/sam1130-flw-volumes-create.gif[sam1130

Flwボリュームが作成されます]

[[ID213b2a3c87327f45e2d532144a1f6d97]]

= ボリュームのデータ整合性と データ セキュリティ

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームでData Assurance（

DA）機能とドライブセキュリティ機能を有効にして使用することができます。System

Managerでは、これらの機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。

== Data Assurance

Data Assurance（DA）はT10 Protection Information（PI）標準を実装しています。

I/Oパスでデータが転送される際に発生する可能性のあるエラーをチェックして修正することで、デ

ータの整合性が向上します。Data

Assurance機能の一般的な用途として、コントローラとドライブ間のI/Oパスがチェックされます

。System Managerでは、DA機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。

この機能を有効にすると、ボリューム内の各データブロックに巡回冗長検査（CRC）と呼ばれるエラ
ーチェック用のコードが付加されます。データブロックが移動されると、ストレージアレイはこれ

らのCRCコードを使用して、転送中にエラーが発生したかどうかを判断します。破損している可能性

があるデータはディスクに書き込まれず、ホストにも返されません。DA機能を使用する場合は、新

しいボリュームを作成するときにDAに対応したプールまたはボリュームグループを選択します（プ

ールとボリュームグループの候補の表で「DA」の横の「はい」を探します）。

これらのDA対応ボリュームは、必ずDAに対応したI/Oインターフェイスを使用しているホストに割
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り当ててください。DAに対応したI/Oインターフェイスには、ファイバチャネル、SAS、iSCSI

over TCP/IP、NVMe/FC、NVMe/IB、 NVMe/RoCEとiSER over InfiniBand（iSCSI

Extensions for RDMA/IB）：SRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

== ドライブセキュリティ

ドライブセキュリティは、セキュリティ有効ドライブをストレージアレイから取り外したときに、

そのドライブ上のデータへの不正アクセスを防止する機能です。対応するドライブには、Full

Disk Encryption（FDE）ドライブと連邦情報処理標準（FIPS）140-2レベル

2に準拠したドライブ（FIPSドライブ）があります。

=== ドライブレベルでのドライブセキュリティの動作

セキュリティ対応ドライブであるFDEまたはFIPSでは、書き込み時にデータが暗号化され、読み取
り時に復号化されます。この暗号化と復号化は、パフォーマンスやユーザのワークフローには影響
しません。ドライブごとに固有の暗号化キーがあり、このキーをドライブから転送することはでき

ません。

=== ボリュームレベルでのドライブセキュリティの動作

セキュリティ対応ドライブからプールまたはボリュームグループを作成する場合、そのプールまた
はボリュームグループに対してドライブセキュリティを有効にすることもできます。ドライブセキ
ュリティを有効にすると、ドライブとそれに関連付けられているボリュームグループおよびプール

がsecure-

_enabled_になります。プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対
応でないドライブの両方を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドラ

イブがセキュリティ対応である必要があります。

=== ドライブセキュリティを実装する方法

ドライブセキュリティを実装するには、次の手順を実行します。

. ストレージアレイにセキュリティ対応のFDEドライブまたはFIPSドライブを取り付けます（

FIPSのサポートが必要なドライブには、FIPSドライブのみを使用します。ボリュームグループまた

はプールにFIPSドライブとFDEドライブが混在している場合、すべてのドライブがFDEドライブと

して扱われます。また、FIPSドライブのみを含むボリュームグループまたはプールでは、FDEドラ

イブを追加したりスペアとして使用したりすることはできません）。

. セキュリティキーを作成します。セキュリティキーは、読み取り

/書き込みアクセス用にコントローラとドライブで共有される文字列です。コントローラの永続的メ
モリから内部キーを作成するか、キー管理サーバから外部キーを作成することができます。外部キ
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ー管理の場合、キー管理サーバとの間に認証を確立する必要があります。

. プールおよびボリュームグループに対してドライブセキュリティを有効にします。

+

** プールまたはボリュームグループを作成します（受験者テーブルの「Secure Capable

*」列で「* Yes」を検索してください）。

** 新しいボリュームを作成するときにプールまたはボリュームグループを選択します（Pool and

volume group Candidatesテーブルで、「* SecureCapable *」の横の「* Yes」

*を探します）。

ドライブセキュリティ機能を使用する場合、セキュリティ有効ドライブとストレージアレイのコン
トローラで共有されるセキュリティキーを作成します。ドライブの電源をオフにしてオンにするた
びに、コントローラによってセキュリティキーが適用されるまでセキュリティ有効ドライブはセキ

ュリティロック状態になります。

[[ID9bbbcff1cb3b9b7ff6961756b924f957]]

= SSDキャッシュとボリューム

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

読み取り専用のパフォーマンスを向上させるために、SSDキャッシュにボリュームを追加することが

できます。SSDキャッシュは、ストレージアレイ内で論理的にグループ化した一連のソリッドステー

トディスク（SSD）ドライブで構成されます。

[NOTE]

====

この機能はEF600ストレージシステムでは使用できません。

====

== 個のボリューム

SSDキャッシュとの間のデータの移動には、単純なボリュームI/Oのメカニズムが使用されます。デ

ータがキャッシュされてSSDに格納されると、そのデータの以降の読み取りはSSDキャッシュに対し

て実行されるため、HDDボリュームにアクセスする必要はありません。

SSDキャッシュはセカンダリキャッシュであり、コントローラの動的ランダムアクセスメモリ（DRA

M）にあるプライマリキャッシュと組み合わせて使用されます。
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* プライマリキャッシュでは、データはホスト読み取り後にDRAMに格納されます。

* SSDキャッシュでは、データはボリュームからコピーされて2つの内部

RAIDボリューム（コントローラごとに1つ）に格納されます。RAIDボリュームはSSDキャッシュの

作成時に自動的に作成されます。

内部RAIDボリュームは、内部的なキャッシュ処理に使用されます。ユーザがアクセスすることはで
きず、ユーザインターフェイスにも表示されません。ただし、ストレージアレイで許可されるボリ

ュームの総数には、これら2つのボリュームも含まれます。

[NOTE]

====

コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシ

ングによる転送の対象外となります。

====

== ドライブセキュリティ

ドライブセキュリティを使用している（セキュリティ有効）ボリュームでSSDキャッシュを使用する

場合は、そのボリュームとSSDキャッシュのドライブセキュリティ機能が同じである必要があります

。同じでない場合、ボリュームはセキュリティ有効になりません。

[[ID26e219d712cbf0aa8f134400333133dd]]

= アプリケーション固有のワークロード

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーショ

ンごとに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションにつ

いては、特性が似たボリュームで構成されるように System Manager
によってワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポートする

アプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL

Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリューム

を作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

System Managerでボリュームを作成する際には、ワークロードの用途について回答

から質問するように求められます。たとえば、Microsoft
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Exchange用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メールボックスに必要と

される平均容量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定します。System

Managerでは、この情報に基づいてボリュームの構成を最適化します。この構成は、必要に応じて

編集することもできます。必要に応じて、ボリューム作成のこの手順をスキップできます。

== ワークロードのタイプ

アプリケーション固有とその他の2種類のワークロードを作成できます。

* *アプリケーション固有

*。アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合、アプリケーション

ワークロードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの競合が最小限になる

ように最適化されたボリューム構成が提示されることがあります。I/Oタイプ、セグメントサイズ、

コントローラ所有権、読み取り/書き込みキャッシュなどのボリューム特性が自動的に推奨され、次

のアプリケーションタイプ用に作成されるワークロードに合わせて最適化されます。

+

** Microsoft®SQL Server™

** Microsoft®Exchange Server™

** ビデオ監視アプリケーション

** VMware ESXi™（仮想マシンファイルシステムで使用するボリューム用）

+

「*ボリュームの追加/編集」ダイアログボックスを使用して、推奨されるボリューム構成を確認し

、システムで推奨されるボリュームや特性を編集、追加、削除できます。

* *その他

*（または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション）。特定のアプリケーションに関
連付けられていないワークロードを作成する場合や、ストレージアレイで使用する予定のアプリケ

ーションに対する最適化がSystem

Managerに組み込まれていない場合は、その他のワークロードを選択し、ボリューム構成を手動で

指定する必要があります。ボリューム構成は、*ボリュームの追加/編集*ダイアログボックスを使用

して手動で指定する必要があります。

== アプリケーションとワークロードの表示

アプリケーション固有のワークロードに関連する情報を表示する方法は2つあります。

* 「*ボリューム」タイルの「*アプリケーションとワークロード

*」タブを選択すると、ストレージアレイのボリュームをワークロード別にグループ化し、ワークロ

ードが関連付けられているアプリケーションタイプを表示できます。

* パフォーマンス*タイルで*アプリケーションとワークロード
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*タブを選択すると、論理オブジェクトのパフォーマンス指標（レイテンシ、IOPS、MB）を表示で
きます。オブジェクトはアプリケーションおよび関連付けられているワークロード別にグループ化
されます。このパフォーマンスデータを定期的に収集することで、ベースラインとなる数値を設定

して傾向を分析することができ、I/Oパフォーマンスに関する問題の調査に役立ちます。

[[IDcd9bf50253f5a41b8867330c1f5fde4c]]

= ボリュームで実行できる操作
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:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームに対しては、容量の拡張、削除、コピー、初期化、再配置など、さまざまな処理を実行

できます。 所有権の変更、キャッシュ設定の変更、メディアスキャン設定の変更

== 容量を拡張

ボリュームの容量は次の2つの方法で拡張できます。

* プールまたはボリュームグループの使用可能な空き容量を使用します。

+

ボリュームに容量を追加するには、メニューからStorage（Pool and Volume Groups）> Add

Capacity（容量の追加）を選択します。

*

ボリュームのプールまたはボリュームグループに未割り当て容量（未使用ドライブ）を追加します

。このオプションは、プールまたはボリュームグループに空き容量がない場合に使用します。

+

プールまたはボリュームグループに未割り当て容量を追加するには、メニューからStorage（Pool

and Volume Groups）> Add Capacity（容量の追加）を選択します。

+

プールまたはボリュームグループに使用可能な空き容量がない場合、ボリュームの容量を拡張する
ことはできません。先にプールまたはボリュームグループのサイズを拡張するか、未使用のボリュ

ームを削除する必要があります。

ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要が
あります。方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。詳細については、ホスト
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オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

== 削除

ボリュームを削除する一般的な状況としては、作成したボリュームのパラメータや容量に誤りがあ
った場合、ストレージ構成のニーズを満たさなくなった場合、バックアップやアプリケーションの

テストに必要なくなったSnapshotイメージがある場合などがあります。ボリュームを削除すると、

プールまたはボリュームグループの空き容量が増えます。

ボリュームを削除すると、それらのボリューム上のすべてのデータが失われます。また、関連付け

られているSnapshotイメージ、スケジュール、Snapshotボリュームも削除され、ミラーリング関

係も削除されます。

== コピー

ボリュームをコピーする場合は、ソースボリュームとターゲットボリュームの2つの個別のボリュー
ムのポイントインタイムコピーを同じストレージアレイに作成します。ボリュームをコピーするに

は、メニューから「Storage [Volumes]> Copy Services > Copy volume」を選択します。

== 初期化します

ボリュームを初期化すると、ボリュームからすべてのデータが消去されます。ボリュームは、最初
に作成されるときに自動的に初期化されます。ただし、一定の障害状況からリカバリするために、

ボリュームを手動で初期化するようRecovery

Guruから指示される場合があります。ボリュームを初期化しても、ボリュームのWWN、ホストの割

り当て、割り当て済み容量、およびリザーブ容量の設定は保持されます。Data Assurance（

DA）設定とセキュリティ設定も同じままです。

ボリュームを初期化するには、メニューからStorage [Volumes]> More > Initialize

volumesを選択します。

== 再配置

ボリュームの再配置は、ボリュームを優先コントローラ所有者に戻すために実行します。通常、ホ
ストとストレージアレイの間のデータパスに問題が発生した場合、マルチパスドライバがボリュー

ムを優先コントローラ所有者から移動します。

ほとんどのホストマルチパスドライバは、優先コントローラ所有者へのパスで各ボリュームへのア
クセスを試みます。ただし、この優先パスが使用できなくなると、ホストのマルチパスドライバは

代替パスにフェイルオーバーします。このフェイルオーバー原因
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によって、ボリューム所有権が代替コントローラに変更される可能性があります。フェイルオーバ
ーの原因となった状況を解決すると、一部のホストではボリュームの所有権が優先コントローラ所

有者に自動的に戻りますが、場合によっては手動でのボリュームの再配置が必要になります。

ボリュームを再配置するには、メニューを選択します。Storage [Volumes]>[More]>

redistribute volumes ]

== ボリューム所有権を変更します

ボリュームの所有権を変更すると、ボリュームの優先コントローラ所有権が変更されます。ボリュ

ームの優先コントローラ所有者は、メニューの下に表示されます。Storage [Volumes]

、[View/Edit Settings]、[Advanced]タブ

ボリュームの所有権を変更するには、メニューから次のいずれかを選択します。Storage

[Volumes]、[More（その他）]、[Change ownership（所有権の変更）]。

=== ミラーリングとボリューム所有権

ミラーペアのプライマリボリュームがコントローラAに所有されている場合、セカンダリボリューム

もリモートストレージアレイのコントローラAに所有されます。プライマリボリュームの所有者を変
更すると、両方のボリュームが同じコントローラで所有されるようにセカンダリボリュームの所有
者も自動的に変更されます。プライマリ側で現在の所有権が変更されると、セカンダリ側の対応す

る所有権も自動的に変更されます。

ミラー整合性グループにローカルのセカンダリボリュームが含まれている場合にコントローラ所有
権を変更すると、セカンダリボリュームは最初の書き込み処理時に自動的に元のコントローラ所有

者に転送されます。所有権の変更*オプションを使用してセカンダリボリュームのコントローラ所有

権を変更することはできません。

=== ボリュームとボリュームの所有権をコピーします

ボリュームのコピー処理中は、同じコントローラがソースボリュームとターゲットボリュームの両
方を所有している必要があります。ボリュームのコピー処理の開始時に、両方のボリュームの優先
コントローラが同じでないことがあります。そのため、ターゲットボリュームの所有権が自動的に
ソースボリュームの優先コントローラに転送されます。ボリュームのコピーが完了または停止する

と、ターゲットボリュームの所有権は元の優先コントローラにリストアされます。

ボリュームのコピー処理中にソースボリュームの所有権が変更された場合、ターゲットボリューム

の所有権も変更されます。特定のオペレーティングシステム環境では、I/Oパスを使用する前に、マ

ルチパスホストドライバの再設定が必要になる場合があります。（一部のマルチパスドライバではI

/Oパスを認識するために編集が必要です。詳細については、ドライバのマニュアルを参照してくだ

さい）。

101



== キャッシュ設定を変更します

キャッシュメモリは、ドライブメディアよりも速くアクセスできる、コントローラ上の一時的な揮

発性ストレージ（RAM）領域です。キャッシュメモリを使用すると、次の理由により、全体的なI/O

パフォーマンスを向上させることができます。

*

読み取り用にホストから要求されたデータが以前の処理からすでにキャッシュに格納されている可

能性があるため、ドライブへのアクセスが不要になります。

*

書き込みデータは最初にキャッシュに書き込まれるため、データがドライブに書き込まれるのを待

つことなくアプリケーションが処理を続行できます。

メニューを選択します。Storage [Volumes]、[More（その他）]、[Change cache

settings]（キャッシュ設定の変更）。次のキャッシュ設定を変更します。

* *読み取りキャッシュと書き込みキャッシュ*--読み取りキャッシュは

'ドライブから読み取られたデータを格納するバッファです読み取り処理の対象となるデータが以前
の処理ですでにキャッシュに格納されていれば、ドライブにアクセスする必要はありません。読み

取りキャッシュのデータは、フラッシュされるまで保持されます。

+

書き込みキャッシュは、ドライブにまだ書き込まれていないホストからのデータを格納するバッフ
ァです。書き込みキャッシュ内のデータは、ドライブに書き込まれるまで保持されます。書き込み

キャッシュにより、I/Oパフォーマンスを向上させることができます。

* *ミラーリングありの書き込みキャッシュ*--ミラーリングありの書き込みキャッシュは

'一方のコントローラのキャッシュ・メモリに書き込まれたデータがもう一方のコントローラのキャ
ッシュ・メモリにも書き込まれたときに発生しますそのため、一方のコントローラで障害が発生し
た場合、もう一方のコントローラで未処理の書き込み処理をすべて完了できます。書き込みキャッ

シュのミラーリングは、書き込みキャッシュが有効で、2台のコントローラが配置されている場合に
のみ使用できます。ミラーリングありの書き込みキャッシュは、ボリュームの作成時にデフォルト

で設定されます。

* *バッテリなしの書き込みキャッシュ*--
バッテリなしの書き込みキャッシュ設定により、バッテリがない、故障している、完全に放電され
ている、またはフル充電されていない場合でも書き込みキャッシュを続行できます。バッテリなし
の書き込みキャッシュを選択すると電源の喪失時にデータが失われる可能性があるため、一般には
推奨されません。通常、書き込みキャッシュは、バッテリが充電されるか障害が発生したバッテリ

が交換されるまで、コントローラによって一時的にオフにされます。

+

この設定は、書き込みキャッシュを有効にしている場合にのみ使用できます。この設定はシンボリ

ュームに対しては使用できません。

* *動的キャッシュ読み取りプリフェッチ*--動的キャッシュ読み取りプリフェッチにより

'コントローラは'ドライブからキャッシュにデータ・ブロックを読み取っているときに'追加のシー
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ケンシャル・データ・ブロックをキャッシュにコピーすることができますこのキャッシングにより
、以降のデータ要求にキャッシュから対応できる可能性が高まります。動的キャッシュ読み取りプ

リフェッチは、シーケンシャルI/Oを使用するマルチメディアアプリケーションで重要ですデータが
キャッシュにプリフェッチされる速度と量は、ホスト読み取りの速度と要求サイズに基づいて自動

で調整されます。ランダムアクセスの場合、原因
データがキャッシュにプリフェッチされることはありません。この機能は、読み取りキャッシュが

無効になっている場合は適用されません。

+

動的キャッシュ読み取りプリフェッチはシンボリュームに対しては常に無効で、変更することはで

きません。

== メディアスキャン設定の変更

メディアスキャンは、アプリケーションで頻繁に読み取られないディスクブロック上のメディアエ
ラーを検出して修復します。このスキャンにより、プールまたはボリュームグループ内の他のドラ
イブで障害が発生しても、障害ドライブのデータが冗長性情報とプールまたはボリュームグループ

内の他のドライブのデータを使用して再構築されるため、データが失われることはありません。

メディアスキャンは、スキャンする容量とスキャン期間に基づいて一定の速度で継続的に実行され
ます。優先度の高いバックグラウンドタスク（再構築など）によってバックグラウンドスキャンが

一時的に中断されることはありますが、その場合も同じ速度で再開されます。

メディアスキャンの実行期間を有効にして設定するには、メニューを選択します。Storage

[Volumes]、[More]、[Change media scan settings]の順に選択します。

ボリュームは、ストレージアレイとそのボリュームでメディアスキャンオプションが有効になって
いる場合にのみスキャンされます。そのボリュームで冗長性チェックも有効になっている場合、ボ
リュームに冗長性情報があるかぎり、ボリューム内の冗長性情報とデータの整合性がチェックされ
ます。メディアスキャンでの冗長性チェックは、ボリュームの作成時にデフォルトで有効になりま

す。

スキャン中に回復不能なメディアエラーが発生した場合、可能であれば、冗長性情報を使用してデ

ータが修復されます。たとえば、最適なRAID 5ボリューム、または最適なRAID

6ボリュームまたは1本のドライブのみで障害が発生したRAID

6ボリュームには、冗長性情報が存在します。冗長性情報を使用して回復不能なエラーを修復できな
い場合は、読み取り不能セクターログにデータブロックが追加されます。イベントログには、修正

可能なメディアエラーと修正不可能なメディアエラーの両方が記録されます。

冗長性チェックでデータと冗長性情報の間に不整合が検出された場合は、イベントログに報告され

ます。

[[ID2725245a776f4424e230b2d518b187c6]]
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= ボリュームの容量
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ストレージアレイ内のドライブは、データに対して物理ストレージ容量を提供します。データの格
納を開始する前に、プールまたはボリュームグループと呼ばれる論理コンポーネントに割り当て容
量を設定する必要があります。これらのストレージオブジェクトを使用して、ストレージアレイの

データを設定、格納、メンテナンス、および保持できます。

== 容量を使用したボリュームの作成と拡張

プールまたはボリュームグループ内の未割り当て容量または空き容量からボリュームを作成できま

す。

*

未割り当て容量からボリュームを作成する場合は、プールまたはボリュームグループとボリューム

を同時に作成できます。

*

空き容量からボリュームを作成する場合は、既存のプールまたはボリュームグループに追加のボリ

ュームを作成します。

ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要が
あります。方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。詳細については、ホスト

オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

== シックボリュームとシンボリュームの容量タイプ

シックボリュームまたはシンボリュームのどちらかを作成できます。レポート容量と割り当て容量

はシックボリュームでは同じですが、シンボリュームでは異なります。

*

シックボリュームの場合、ボリュームのレポート容量は割り当て済みの物理ストレージ容量と同じ
になります。物理ストレージ容量全体が存在している必要があります。物理的に割り当てられるス

ペースは、ホストに報告されるスペースと同じです。

+

通常は、シックボリュームのレポート容量を、ボリュームが拡張すると予想される最大容量に設定
します。シックボリュームは、予測可能な高パフォーマンスをアプリケーションに提供します。こ

れは主に、すべてのユーザ容量が作成時に予約され、割り当てられているためです。
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*

シンボリュームの場合、ホストに報告される容量がレポート容量で、データの書き込み用に現在割

り当てられているドライブスペースが割り当て容量となります。

+

レポート容量は、ストレージアレイ上の割り当て容量よりも大きくなる場合があります。現在使用

可能な資産に関係なく、シンボリュームの拡張に合わせてサイズを設定できます。

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

== シックボリュームの容量制限

シックボリュームの最小容量は1MiBであり、最大容量はプールまたはボリュームグループ内のドラ

イブの数と容量で決まります。

シックボリュームのレポート容量を拡張する際は、次のガイドラインに注意してください。

* 小数点以下3桁まで指定できます（例：65.375GiB）。

* ボリュームグループで使用可能な最大値以下の容量を指定してください。

+

ボリュームを作成する場合は、セグメントサイズの動的（DSS）変更のための追加容量が事前に割り

当てられます。DSS変更は、ボリュームのセグメントサイズを変更できるソフトウェアの機能です。

* 一部のホストオペレーティングシステムでは、

2TiBを超えるボリュームがサポートされます（最大レポート容量はホストオペレーティングシステ
ムで決定されます）。実際には、一部のホストオペレーティングシステムでサポートされるのは最

大128TiBのボリュームです。詳細については、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを

参照してください。

== シンボリュームの容量制限

レポート容量が多く、割り当て容量が比較的少ないシンボリュームを作成できます。これは、スト
レージの利用率や効率性に効果的です。シンボリュームを使用すると、アプリケーションの実行を
中断することなく、アプリケーションのニーズの変化に応じて割り当て容量を拡張できるため、ス

トレージ管理が簡易化され、ストレージ利用率が向上します。
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シンボリュームには、レポート容量と割り当て容量に加えて、書き込み済み容量も含まれています
。書き込み済み容量は、シンボリュームに割り当てられたリザーブ容量のうちの書き込み済みの容

量です。

次の表に、シンボリュームの容量制限を示します。

[cols="3*"]

|===

| 容量のタイプ | 最小サイズ | 最大サイズ

 a|

報告済み

 a|

32MiB

 a|

256TiB です

 a|

割り当て済み

 a|

4MiB

 a|

64TiB

|===

シンボリュームの場合、最大レポート容量の256TiBに達していると容量を拡張できません。シンボ
リュームのリザーブ容量が最大レポート容量よりも大きいサイズに設定されていることを確認して

ください。

割り当て容量は、割り当て容量の制限に基づいてSystem

Managerで自動的に拡張されます。割り当て容量の制限により、シンボリュームの自動拡張をレポ
ート容量までに制限できます。書き込まれるデータの量が割り当て容量に近付いたときは、割り当

て容量の制限を変更することができます。

割り当て容量の制限を変更するには、メニューを選択します。Storage [Volumes]> Thin

Volume Monitoringタブ> Change Limit]

System

Managerでは、シンボリュームの作成時にフル容量を割り当てないため、プールの空き容量が不足
する可能性があります。スペース不足の場合は、シンボリュームについてだけでなく、プールの容

量を必要とする他の処理（SnapshotイメージやSnapshotボリュームなど）についてもプールへの
書き込みがブロックされる可能性があります。ただし、プールからの読み取り処理は引き続き実行

できます。この状況が発生すると、アラートしきい値の警告が表示されます。
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[[ID2e16296582964569bad1f911712426fd]]

= シンボリュームの監視
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シンボリュームのスペースを監視して適切なアラートを生成し、容量不足が発生するのを回避でき

ます。

シンプロビジョニング環境では、基盤となる物理ストレージよりも多くの論理スペースを割り当て

ることができます。メニューから「Storage [Volumes]> Thin Volume

Monitoring]タブを選択すると、シンボリュームが割り当て容量の上限に達するまでの増加量を監

視できます。

Thin Monitoringビューを使用して、次の操作を実行できます。

* シンボリュームで自動的に拡張可能な割り当て容量を制限する制限を定義します。

*

シンボリュームが最大割り当て容量の制限に近づいたときにホームページの通知領域にアラート（

警告しきい値超過）が送信される割合を設定します。

シンボリュームの容量を拡張するには、レポート容量を拡張してください。

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

[NOTE]

====

シンボリュームはEF600ストレージシステムでは使用できません。

====

[[ID7084074e199cc62d998110c76c1e169a]]

= シックボリュームとシンボリュームの比較
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シックボリュームは常にフルプロビジョニングされます。つまり、ボリューム作成時にすべての容
量が割り当てられます。シンボリュームは常にシンプロビジョニングされます。つまり、ボリュー

ムにデータが書き込まれるときに容量が割り当てられます。

シックボリュームは、プールまたはボリュームグループから作成できます。シンボリュームはプー

ルからのみ作成でき、ボリュームグループからは作成できません。

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

[NOTE]

====

シンボリュームはEF600ストレージシステムでは使用できません。

====

[cols="1a,3a"]

|===

| ボリュームタイプ | 説明

 a|

シックボリューム

 a|

*

シックボリュームでは、将来のストレージニーズを見越して、大容量のストレージスペースが事前

に確保されます。

*

シックボリュームは、ボリューム作成時に物理ストレージ上で事前に割り当てられたボリュームサ

イズ全体を使用して作成されます。つまり、100GiBのボリュームを作成すると、ドライブ上で割り

当てられた100GiBの容量が実際に消費されます。ただし、スペースが使用されず、ストレージ容量

の利用率が低下する可能性があります。

* シックボリュームを作成する場合は、

1つのボリュームに容量を過剰に割り当てないようにしてください。1つのボリュームに容量を過剰

に割り当てると、システム内の物理ストレージをすぐに使い果たしてしまう可能性があります。

* コピーサービス（Snapshotイメージ、

Snapshotボリューム、ボリュームコピー、非同期ミラーリング）用のストレージ容量も必要なため
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、シックボリュームにすべての容量を割り当ててしまわないように注意してください。スペースが
不足すると、プールまたはボリュームグループへの書き込みがブロックされる可能性があります。

この状況が発生すると、空き容量アラートしきい値の警告が表示されます。

 a|

シンボリューム

 a|

*

シックボリュームとは異なり、シンボリュームに必要なスペースは作成時には割り当てられず、必

要に応じてあとから提供されます。

*

シンボリュームのサイズは過剰に割り当てることができます。つまり、ボリュームのサイズよりも

大きいLUNサイズを割り当てることができます。その後、LUNのサイズを拡張することなく、つまり
ユーザを切断することなく、必要に応じてボリュームを拡張できます（必要に応じてドライブを追

加できます）。

* シンプロビジョニングブロックのスペース再生（UNMAP）では、ホストからSCSI

UNMAPコマンドを実行し、ストレージアレイ上のシンプロビジョニングされたボリュームのブロッ
クを再生できます。シンプロビジョニングをサポートするストレージアレイでは、再生されたスペ
ースを、同じストレージアレイ内の他のシンプロビジョニングされたボリュームの割り当て要求に
使用できます。これにより、ディスクスペースの消費状況が改善され、リソースがより効率的に使

用されます。

|===

== シンボリュームの制限事項

シンボリュームでは、次の例外を除いて、シックボリュームと同じ処理がすべてサポートされます

。

* シンボリュームのセグメントサイズは変更できません。

* シンボリュームでは読み取り前冗長性チェックを有効にできません。

* シンボリュームはコピーボリューム処理のターゲットボリュームとして使用できません。

* Snapshot処理ではシンボリュームを使用できません。

*

シンボリュームの割り当て容量の制限と警告しきい値は、非同期ミラーペアのプライマリ側だけで
変更できます。プライマリ側でこれらのパラメータを変更すると、自動的にセカンダリ側に反映さ

れます。

[[ID03b535def4500cf6bd0ffab77b4555f1]]

= ボリュームコピー機能
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ボリュームコピー機能を使用すると、ソースボリュームとターゲットボリュームの2つのボリューム
を同じストレージアレイ上に作成して、ボリュームのポイントインタイムコピーを作成できます。
ターゲットボリュームのデータがソースボリュームのデータと同じになるように、ソースボリュー

ムからターゲットボリュームに1バイトずつデータがコピーされます。

== データをコピーすることでアクセスを向上

ボリュームのストレージ要件が変わった場合、ボリュームコピー機能を使用して、小容量のドライ
ブを使用するプールまたはボリュームグループから大容量のドライブを使用するプールまたはボリ
ュームグループにデータをコピーできます。たとえば、ボリュームコピー機能を使用して次のこと

が可能です。

* 大容量ドライブにデータを移動

* データ転送速度が速いドライブに変更します。

* パフォーマンスを向上させるために、新しいテクノロジを使用するドライブに変更を加える。

* シンボリュームをシックボリュームに変更する。

== シンボリュームをシックボリュームに変更する

シンボリュームをシックボリュームに変更する場合は、ボリュームコピー処理を使用してシンボリ

ュームのコピーを作成します。ボリュームコピー処理のターゲットは常にシックボリュームです。

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

== データをバックアップする

ボリュームコピー機能を使用すると、ボリュームのデータを同じストレージアレイの別のボリュー
ムにコピーすることでボリュームをバックアップできます。ターゲットボリュームをソースボリュ
ームのバックアップとして使用して、システムテストを実施したり、テープドライブなどの別のデ
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バイスにバックアップしたりできます。

== Snapshotボリュームのデータをベースボリュームにリストアします

ベースボリュームのデータを関連付けられたSnapshotボリュームのデータからリストアする必要が

ある場合は、ボリュームコピー機能を使用してSnapshotボリュームからベースボリュームにデータ

をコピーできます。Snapshotボリューム上にデータのボリュームコピーを作成し、そのデータをベ

ースボリュームにコピーできます。

== ソースボリュームとターゲットボリューム

次の表に、ボリュームコピー機能でソースボリュームとターゲットボリュームに使用できるボリュ

ームのタイプを示します。

[cols="4*"]

|===

| ボリュームタイプ | オフラインボリュームコピーのソースボリュームを指定します |

オンラインボリュームコピーのソースボリューム |

オンラインおよびオフラインのターゲットボリューム

 a|

プール内のシックボリューム

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

ボリュームグループ内のシックボリューム

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

はい。
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 a|

シンボリューム

 a|

はい。

 a|

はい。

 a|

いいえ

 a|

Snapshotボリューム

 a|

○1.

 a|

いいえ

 a|

いいえ

 a|

Snapshotベースボリューム

 a|

はい。

 a|

いいえ

 a|

いいえ

 a|

リモートミラープライマリボリューム

 a|

○2.

 a|

いいえ

 a|

はい。

|===

[[ID0fd4a7cc8c156fac99623c25ebbf49bc]]
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= ボリュームコピー処理のタイプ
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オフラインの_ボリュームコピー操作または_オンラインの_ボリュームコピー操作のいずれかを実行
できます。オフライン処理では、ソースボリュームからデータを読み取ってターゲットボリューム

にコピーします。オンライン処理では、Snapshotボリュームをソースとして使用して、そのデータ

をターゲットボリュームにコピーします。

データの整合性を確保するために、どちらのタイプのボリュームコピー処理でも、ターゲットボリ

ュームに対するすべてのI/Oアクティビティが中断されます。これは、手順

が完了するまでターゲットボリューム上のデータが整合性のない状態になるためです。

オフラインおよびオンラインのボリュームコピー処理について以下で説明します。

== オフラインのボリュームコピー処理です

オフラインのボリュームコピー関係は、ソースボリュームとターゲットボリューム間の関係です。
オフラインコピーは、ソースボリュームからデータを読み取り、そのデータをターゲットボリュー
ムにコピーします。コピーの実行中は、ソースボリュームに対するすべての更新が一時停止されま
す。ソースボリュームに対するすべての更新を一時停止するのは、時間の経過による不整合がター

ゲットボリュームで発生しないようにするためです。

|===

2+| オフラインコピー処理に関する重要なポイント

 a|

読み取り要求と書き込み要求

 a|

*

ボリュームコピー処理のステータスが実行中または保留の場合、オフラインコピーに参加している

ソースボリュームは読み取り専用のI/Oアクティビティに使用できます。

* 書き込み要求はオフラインコピーが完了したあとで許可されます。

*

書き込み禁止のエラーメッセージが表示されないようにするために、ステータスが実行中のボリュ

ームコピー処理に参加しているソースボリュームにはアクセスしないでください。

 a|
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ジャーナリングファイルシステム

 a|

*

ソースボリュームがジャーナリングファイルシステムでフォーマットされている場合は、ソースボ

リュームに対する読み取り要求の問題
処理がストレージアレイコントローラから拒否されてエラーメッセージが表示されることがありま

す。

* ジャーナリングファイルシステムのドライバは、読み取り要求の問題
処理を試行する前に書き込み要求を発行します。コントローラは書き込み要求を拒否します。書き
込み要求が拒否されたために、読み取り要求が発行されない可能性があります。この状況により、
ソースボリュームが書き込み禁止であることを示すエラーメッセージが表示される場合があります

。

* この問題
が実行されないようにするために、ボリュームコピー処理のステータスが実行中のときは、オフラ

インコピーに参加しているソースボリュームにはアクセスしないでください。

|===

== オンラインのボリュームコピー処理です

オンラインのボリュームコピー関係は、Snapshotボリュームとターゲットボリューム間の関係です
。ソースボリュームがオンラインになっていて、データの書き込みに使用できる場合は、ボリュー

ムコピー処理を開始できます。そのためには、ボリュームのSnapshotを作成し、そのSnapshotを

コピーの実際のソースボリュームとして使用します。

ソースボリュームに対してボリュームコピー処理を開始すると、System

ManagerはベースボリュームのSnapshotイメージおよびベースボリュームとターゲットボリュー

ムのSnapshotイメージ間のコピー関係を作成します。Snapshotイメージをソースボリュームとし
て使用すると、ストレージアレイでは、コピーの実行中も引き続きソースボリュームへの書き込み

を行うことができます。

オンラインコピー処理中は、copy-on-write手順
が原因でパフォーマンスが低下します。オンラインコピーが完了すると、ベースボリュームのパフ

ォーマンスが元に戻ります。

|===

2+| オンラインコピー処理に関する重要なポイント

 a|

どのような種類のボリュームを使用できますか？

 a|

*

ポイントインタイムイメージの作成対象となるボリュームはベースボリュームとも呼ばれます。こ
のボリュームには、ストレージアレイ上の標準ボリュームまたはシンボリュームを使用する必要が

あります。
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*

ターゲットボリュームには、ボリュームグループ内の標準ボリュームまたはプール内の標準ボリュ

ームを使用できます。ターゲットボリュームに、シンボリュームやSnapshotグループ内のベースボ

リュームを使用することはできません。

*

オンラインのボリュームコピー機能を使用すると、シンボリュームから同じストレージアレイにあ
るプール内の標準ボリュームにデータをコピーできます。ただし、ボリュームコピー機能を使用し

て標準ボリュームからシンボリュームにデータをコピーすることはできません。

 a|

ベースボリュームのパフォーマンス

 a|

* コピー元として使用するSnapshotボリュームがアクティブな場合は、copy-on-

write処理が原因でベースボリュームのパフォーマンスが低下します。コピーが完了すると、Snap

shotは無効になり、ベースボリュームのパフォーマンスが元に戻ります。Snapshotは無効ですが

、リザーブ容量ボリュームとコピー関係はそのまま残ります。

 a|

作成されるボリュームのタイプ

 a|

* Snapshotボリュームとリザーブ容量ボリュームは、オンラインコピー処理中に作成されます。

*

Snapshotボリュームは、データを格納する実際のボリュームではなく、特定の時点でボリュームに

格納されていたデータへの参照です。

* 作成されるSnapshotごとに、その

Snapshotのデータを保持するためのリザーブ容量ボリュームが作成されます。リザーブ容量ボリュ

ームは、Snapshotイメージの管理にのみ使用されます。

 a|

リザーブ容量ボリューム

 a|

*

ソースボリューム上のデータブロックが変更される前に、変更対象のブロックの内容が保管用のリ

ザーブ容量ボリュームにコピーされます。

*

リザーブ容量ボリュームにはそのデータブロック内の元のデータのコピーが格納されるため、デー

タブロックに対する以降の変更はソースボリュームにのみ書き込まれます。

* リザーブ容量ボリュームに格納されるのは
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Snapshotの作成時刻以降に変更されたデータブロックだけであるため、オンラインコピー処理で使

用されるディスクスペースは完全な物理コピーよりも少なくなります。

|===

:leveloffset: -1

= 方法
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あらゆる種類のアプリケーションのワークロードを作成できます。

.このタスクについて
ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーショ

ンごとに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションにつ

いては、特性が似たボリュームで構成されるように System Manager
によってワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポートする

アプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL

Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリューム

を作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

次のアプリケーションタイプにかぎり、System

Managerから最適化されたボリューム構成が提示されます。

* Microsoft®SQL Server™
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* Microsoft®Exchange Server™

* ビデオ監視

* VMware ESXi™（仮想マシンファイルシステムで使用するボリューム用）

次のガイドラインに注意してください。

* アプリケーション固有のワークロードを使用する場合_は、アプリケーションワークロードの

I/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの競合が最小限になるように最適化さ

れたボリューム構成を推奨します。推奨されるボリューム構成を確認し、* Add/Edit Volumes

*ダイアログボックスを使用して、システムが推奨するボリュームおよび特性を編集、追加、または

削除できます。

* _他のアプリケーションタイプを使用している場合_* Add / Edit Volumes

*（ボリュームの追加/編集）ダイアログボックスを使用して、ボリューム構成を手動で指定します

。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. メニューを選択します。Create [Workload]。

+

[アプリケーションワークロードの作成*]ダイアログボックスが表示されます。

.

ドロップダウンリストを使用してワークロードを作成するアプリケーションのタイプを選択し、ワ

ークロード名を入力します。

. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

.完了後
ワークロードを作成したら、そのワークロードにストレージ容量を追加できます。アプリケーショ

ン用に1つ以上のボリュームを作成し、各ボリュームに特定の量の容量を割り当てるには、*

Create Volume *オプションを使用します。

[[IDa3e07c294d33b77c7d490a1d0d9de268]]

= ボリュームを作成します
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ボリュームを作成してアプリケーション固有のワークロードにストレージ容量を追加し、作成した
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ボリュームが特定のホストまたはホストクラスタに認識されるように設定します。また、ボリュー

ム作成手順では、作成する各ボリュームに特定の量の容量を割り当てることもできます。

.このタスクについて
ほとんどのアプリケーションタイプでは、ユーザが定義したボリューム構成がデフォルトで適用さ
れます。一部のアプリケーションタイプでは、ボリュームの作成時にスマートな構成が適用されま

す。たとえば、Microsoft

Exchangeアプリケーション用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メール
ボックスに必要とされる平均容量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定

します。System

Managerでは、この情報に基づいてボリュームの構成を最適化します。この構成は、必要に応じて

編集することもできます。

[NOTE]

====

ボリュームをミラーリングする場合は、最初にミラーリングするボリュームを作成してから、Stor

age（ボリューム）> Copy Services > Mirror a volume

sibus非同期）オプションを使用します。

====

ボリュームを作成するプロセスは複数の手順で構成される手順 です。

== 手順1：ボリュームのホストを選択します

ボリュームを作成してアプリケーション固有のワークロードにストレージ容量を追加し、作成した
ボリュームが特定のホストまたはホストクラスタに認識されるように設定します。また、ボリュー

ム作成手順では、作成する各ボリュームに特定の量の容量を割り当てることもできます。

.作業を開始する前に

* 有効なホストまたはホストクラスタが、*Hosts*タイルの下にあります。

* ホストに対してホストポート識別子が定義されている。

* DA対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続で

DAがサポートされている必要があります。ストレージアレイのコントローラで DA

をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA

対応ボリュームのデータにアクセスできません。

.このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

*

ホストのオペレーティングシステムによって、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限があ
る場合があります。特定のホストで使用するボリュームを作成するときは、この制限に注意してく

ださい。

* 割り当てることができる割り当ては、ストレージアレイのボリュームごとに1つです。
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* 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

* あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（

LUN）を複数回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

[NOTE]

====

ホストクラスタにボリュームを割り当てる場合、そのホストクラスタ内のいずれかのホストに対し

てすでに確立されている割り当てと競合していると、割り当ては失敗します。

====

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. メニューから[ボリュームの作成]を選択します。

+

Create Volumes（ボリュームの作成）*ダイアログボックスが表示されます。

.

ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタをドロップダウンリストから選択するか、ホ

ストまたはホストクラスタをあとで割り当てるように選択します。

. 選択したホストまたはホストクラスタのボリューム作成手順を続行するには、* Next

*をクリックしてに進みます <<手順2：ボリュームのワークロードを選択する>>。

+

[ワークロードの選択*]ダイアログボックスが表示されます。

== 手順2：ボリュームのワークロードを選択する

Microsoft SQL Server、Microsoft Exchange、ビデオ監視アプリケーション、

VMwareなど、特定のアプリケーション用のワークロードを選択してストレージアレイの構成をカス

タマイズします。このストレージアレイで使用するアプリケーションがリストにない場合は、「Oth

er application」を選択します。

.このタスクについて

このタスクでは、既存のワークロード用のボリュームを作成する方法について説明します。

* アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合

_アプリケーションワークロードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの

競合が最小限になるように最適化されたボリューム構成が提示されることがあります。「*ボリュー

ムの追加/編集」ダイアログボックスを使用して、推奨されるボリューム構成を確認し、システムで

推奨されるボリュームや特性を編集、追加、削除できます。

* _"other"_applications (または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション

)を使用してボリュームを作成する場合は、* Add/Edit Volumes

*ダイアログボックスを使用して、ボリューム構成を手動で指定します。
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.手順

. 次のいずれかを実行します。

+

** 既存のワークロード用のボリュームを作成する場合は、「

*既存のワークロード用のボリュームを作成する」オプションを選択します。

**

サポート対象のアプリケーションまたは「その他」のアプリケーションに対して新しいワークロー

ドを定義するには、「新しいワークロードを作成」オプションを選択します。

+

***

ドロップダウンリストから、新しいワークロードを作成するアプリケーションの名前を選択します

。

+

このストレージアレイで使用するアプリケーションが表示されていない場合は、「Other」エント

リのいずれかを選択します。

*** 作成するワークロードの名前を入力します。

. 「 * 次へ * 」をクリックします。

.

ワークロードがサポート対象のアプリケーションタイプに関連付けられている場合は、要求された

情報を入力します。それ以外の場合は、に進みます <<手順3：ボリュームを追加または編集する

>>。

== 手順3：ボリュームを追加または編集する

選択したアプリケーションまたはワークロードに基づいて、推奨されるボリューム構成がSystem

Managerから提示されることがあります。このボリューム構成は、ワークロードがサポートするア
プリケーションのタイプに基づいて最適化されています。推奨されるボリューム構成をそのまま使
用することも、必要に応じて編集することもできます。「その他」のアプリケーションのいずれか

を選択した場合は、作成するボリュームと特性を手動で指定する必要があります。

.作業を開始する前に

* プールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

* Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続で

DAがサポートされている必要があります。

+

.DA対応のプールまたはボリュームグループを選択しています

[%collapsible]

120



====

DA対応ボリュームを作成する場合は、DAに対応したプールまたはボリュームグループを選択します

（プールとボリュームグループの候補テーブルで「DA」の横にある「* Yes」を探します）。

System Managerでは、DA機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。DA
保護は、データがコントローラ経由でドライブに転送される際に発生する可能性があるエラーをチ

ェックして修正します。新しいボリュームに DA
対応のプールまたはボリュームグループを選択すると、エラーがある場合には検出されて修正され

ます。

ストレージアレイのコントローラで DA

をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA

対応ボリュームのデータにアクセスできません。

NOTE: iSCSI over TCP/IPやSRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

====

*

セキュリティ有効ボリュームを作成するには、ストレージアレイのセキュリティキーを作成する必

要があります。

+

.セキュリティ対応のプールまたはボリュームグループを選択しています

[%collapsible]

====

セキュリティ有効ボリュームを作成する場合は、セキュリティ対応のプールまたはボリュームグル
ープを選択します（プールとボリュームグループの候補テーブルで、「セキュリティ対応」の横に

ある「はい」*を探します）。

System

Managerでは、ドライブセキュリティ機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供され
ます。セキュリティ対応ドライブを使用すると、ストレージアレイから物理的に取り外されたドラ
イブ上のデータへの不正アクセスを防止できます。セキュリティ有効ドライブでは、一意の暗号化

キー_を使用して、書き込み時にデータが暗号化され、読み取り時に復号化されます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方
を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応

である必要があります。

====

.このタスクについて

ボリュームはプールまたはボリュームグループから作成します。Add/Edit Volumes

*ダイアログボックスには、ストレージアレイ上の使用可能なすべてのプールとボリュームグループ
が表示されます。対象となる各プールおよびボリュームグループについて、使用可能なドライブの

数と合計空き容量が表示されます。
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アプリケーション固有のワークロードがある場合、候補となる各プールまたはボリュームグループ

に、推奨されるボリューム構成に基づいて提示される容量が表示され、残りの空き容量が GiB
単位で表示されます。それ以外のワークロードの場合、プールまたはボリュームグループにボリュ

ームを追加してレポート容量を指定した時点で容量が提示されます。

.手順

.

他のワークロードとアプリケーション固有のワークロードのどちらを選択したかに基づいて、次の

いずれかの操作を実行します。

+

** *その他*：1つ以上のボリュームの作成に使用する各プールまたはボリュームグループで

'新しいボリュームの追加をクリックします

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

ボリューム名

 a|

ボリュームには、作成時にSystem

Managerによってデフォルトの名前が割り当てられます。デフォルトの名前をそのまま使用するこ

とも、ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定することもできます。

 a|

レポート容量

 a|

新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB

）を定義します。シックボリューム*の場合、最小容量は1MiBであり、最大容量はプールまたはボ

リュームグループ内のドライブの数と容量で決まります。

コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリューム、ボリュームコピー、およびリモート

ミラー）用のストレージ容量も必要であることに注意してください。そのため、

標準ボリュームにすべての容量を割り当てないでください。

プールの容量は 4GiB 単位で割り当てられます。4GiB
の倍数でない容量を割り当てた場合、その容量は使用できません。全容量を使用できるようにする

ため、 4GiB
単位で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量を使用するにはボリュー

ムの容量を増やすしかありません。

122



 a|

セグメントサイズ（ Segment Size ）

 a|

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリュームグループのボリューム
についてのみ表示されます。セグメントサイズを変更することでパフォーマンスを最適化すること

ができます。

*許容される変更後のセグメントサイズ*-許容される変更後のセグメントサイズがSystem

Managerで判別されます。現在のセグメントサイズの変更後のサイズとして適切でないものは、ド
ロップダウンリストに表示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメントサ

イズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが 32KiB

であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB または 64KiB が許容されます。

* SSDキャッシュが有効なボリューム*-

SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができます。4K

iB のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロックの

I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB

以下の場合など）場合のみにしてください。SSD
キャッシュが有効なボリュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメ

ントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがあります。

*セグメントサイズの変更にかかる時間*-

ボリュームのセグメントサイズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

*** ホストからの I/O 負荷

*** ボリュームの修正の優先順位

*** ボリュームグループ内のドライブの数

*** ドライブチャネルの数

*** ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O

パフォーマンスに影響しますが、データの可用性は維持されます。

 a|

セキュリティ対応

 a|

*「Secure

Capable」の横には、プールまたはボリュームグループに属するドライブがセキュア対応である場

合のみ「Secure Capable」と表示されます。

ドライブセキュリティは、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへの不
正アクセスを防止します。このオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効になっていて、ス
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トレージアレイのセキュリティキーが設定されている場合にのみ使用できます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方
を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応

である必要があります。

 a|

ダ

 a|

* 「 DA 」の横には、プールまたはボリュームグループのドライブで Data Assurance （ DA

）がサポートされている場合にのみ「 Yes 」と表示されます。

DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。DA
を使用すると、データがコントローラ経由でドライブに転送される際にストレージアレイがエラー

の有無をチェックできます。新しいボリュームに DA

を使用すると、すべてのエラーが検出されます。

|===

====

** *アプリケーション固有のワークロード*--

選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を受け入れるには、[次へ]をクリックし

ます。選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を変更、追加、または削除するに

は、[ボリュームの編集]をクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

ボリューム名

 a|

ボリュームには、作成時にSystem

Managerによってデフォルトの名前が割り当てられます。デフォルトの名前をそのまま使用するこ

とも、ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定することもできます。

 a|

レポート容量

 a|

新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB
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）を定義します。シックボリューム*の場合、最小容量は1MiBであり、最大容量はプールまたはボ

リュームグループ内のドライブの数と容量で決まります。

コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリューム、ボリュームコピー、およびリモート

ミラー）用のストレージ容量も必要であることに注意してください。そのため、

標準ボリュームにすべての容量を割り当てないでください。

プールの容量は 4GiB 単位で割り当てられます。4GiB
の倍数でない容量を割り当てた場合、その容量は使用できません。全容量を使用できるようにする

ため、 4GiB
単位で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量を使用するにはボリュー

ムの容量を増やすしかありません。

 a|

ボリュームタイプ

 a|

アプリケーション固有のワークロード用に作成されたボリュームのタイプを示します。

 a|

セグメントサイズ（ Segment Size ）

 a|

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリュームグループのボリューム
についてのみ表示されます。セグメントサイズを変更することでパフォーマンスを最適化すること

ができます。

*許容される変更後のセグメントサイズ*-許容される変更後のセグメントサイズがSystem

Managerで判別されます。現在のセグメントサイズの変更後のサイズとして適切でないものは、ド
ロップダウンリストに表示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメントサ

イズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが 32KiB

であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB または 64KiB が許容されます。

* SSDキャッシュが有効なボリューム*-

SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができます。4K

iB のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロックの

I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB

以下の場合など）場合のみにしてください。SSD
キャッシュが有効なボリュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメ

ントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがあります。

*セグメントサイズの変更にかかる時間*-

ボリュームのセグメントサイズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

*** ホストからの I/O 負荷
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*** ボリュームの修正の優先順位

*** ボリュームグループ内のドライブの数

*** ドライブチャネルの数

***

ストレージアレイコントローラの処理能力：ボリュームのセグメントサイズを変更すると、I/Oパフ

ォーマンスに影響しますが、データの可用性は維持されます。

 a|

セキュリティ対応

 a|

*「Secure

Capable」の横には、プールまたはボリュームグループに属するドライブがセキュア対応である場

合のみ「Secure Capable」と表示されます。

ドライブセキュリティを使用すると、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデ
ータへの不正アクセスを防止できます。このオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効にな

っていて、ストレージアレイのセキュリティキーが設定されている場合にのみ使用できます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方
を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応

である必要があります。

 a|

ダ

 a|

* 「 DA 」の横には、プールまたはボリュームグループのドライブで Data Assurance （ DA

）がサポートされている場合にのみ「 Yes 」と表示されます。

DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。DA
を使用すると、データがコントローラ経由でドライブに転送される際にストレージアレイがエラー

の有無をチェックできます。新しいボリュームに DA

を使用すると、すべてのエラーが検出されます。

|===

====

. 選択したアプリケーションのボリューム作成手順を続行するには、「

*次へ」をクリックし、に進みます <<手順4：ボリュームの構成を確認する>>。
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== 手順4：ボリュームの構成を確認する

作成するボリュームの概要を確認し、必要に応じて変更を加えます。

.手順

. 作成するボリュームを確認します。[戻る]をクリックして変更を行います。

. ボリューム構成に問題がなければ、「 * 完了 * 」をクリックします。

.結果

選択したプールとボリュームグループに新しいボリュームが作成され、All

Volumes（すべてのボリューム）テーブルに新しいボリュームが表示されます。

.完了後

*

アプリケーションがボリュームを使用できるように、アプリケーションホストのオペレーティング

システムに対して必要な変更を行います。

* ホスト・ベースの

hhot_add'ユーティリティまたはオペレーティング・システム固有のユーティリティ（サード・パ

ーティ・ベンダーから入手可能）を実行し'SMdevicesユーティリティを実行して'ボリューム名と

ホスト・ストレージ・アレイ名を関連付けます

+

hot addユーティリティと'smdevicesユーティリティは

'SMutilsパッケージの一部として含まれています「SMutils」パッケージは、ホストがストレー

ジアレイから認識する内容を検証するためのユーティリティの集合です。SANtricity

ソフトウェアのインストールに含まれています。

:leveloffset: -1

= ボリュームを管理します

:leveloffset: +1

[[IDeb9c4e2ab38ba85d289f4574d363fd35]]

= ボリュームの容量を拡張します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

プールまたはボリュームグループ内の使用可能な空き容量を使用して、ボリュームのレポート容量

（ホストに報告される容量）を拡張できます。

.作業を開始する前に

* ボリュームの関連付けられたプールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

* ボリュームが最適状態で、変更中の状態ではありません。

* シンボリュームのレポート容量が最大値の256TiBに達していない必要があります。

*

ボリュームでホットスペアドライブが使用されていない必要があります。（ボリュームグループ内

のボリュームにのみ適用されます）。

.このタスクについて
このプールまたはボリュームグループ内の他のボリュームで今後必要になる容量を考慮してくださ

い。Snapshotイメージ、Snapshotボリューム、またはリモートミラーを十分に作成できる空き容

量があることを確認してください。

[NOTE]

====

ボリュームの容量の拡張は、特定のオペレーティングシステムでのみサポートされています。サポ
ートされていないホストオペレーティングシステム上でボリューム容量を拡張すると、拡張した容

量は使用できなくなり、元のボリューム容量をリストアすることもできなくなります。

====

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. 容量を拡張するボリュームを選択し、 * 容量を拡張 * を選択します。

+

[*容量の増加の確認*]ダイアログボックスが表示されます。

. 続行するには、 * はい * を選択します。

+

[レポート容量の拡張*]ダイアログボックスが表示されます。

+

このダイアログボックスには、ボリュームの現在のレポート容量と、ボリュームの関連付けられた

プールまたはボリュームグループ内で使用可能な空き容量が表示されます。

. レポート容量の拡張に使用できるレポート容量を追加するには、 *

ボックスを使用します。メビバイト（ MiB ）、ギビバイト（ GiB ）、またはテビバイト（ TiB

）のいずれかで表示するように容量の値を変更できます。

. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

128



.結果

* System Managerは、選択に基づいてボリュームの容量を拡張します。

* メニューを選択します。Home [View Operations in

Progress]は、選択したボリュームで現在実行中の容量増加処理の進捗状況を表示します。この処

理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があります。

.完了後
ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要が
あります。方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。詳細については、ホスト

オペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

[[IDb0aa53df554f8e2b1cf1a13077062f56]]

= ボリュームの設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームの名前、ホストの割り当て、セグメントサイズ、変更の優先順位、キャッシュなど、ボ

リュームの設定を変更できます。 など。

.作業を開始する前に

変更するボリュームのステータスは「最適」である必要があります。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. 変更するボリュームを選択し、*表示/設定の編集*を選択します。

+

[*音量設定*]ダイアログボックスが表示されます。選択したボリュームの設定がこのダイアログボ

ックスに表示されます。

. ボリュームの名前とホストの割り当てを変更するには、* Basic *タブを選択します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明
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 a|

名前

 a|

ボリュームの名前が表示されます。現在の名前が適切でない場合はボリュームの名前を変更します

。

 a|

容量

 a|

選択したボリュームのレポート容量と割り当て容量が表示されます。

レポート容量と割り当て容量はシックボリュームでは同じですが、シンボリュームでは異なります
。シックボリュームの場合、物理的に割り当てられたスペースはホストに報告されるスペースと同
じになります。シンボリュームの場合、ホストに報告される容量がレポート容量で、データの書き

込み用に現在割り当てられているドライブスペースが割り当て容量となります。

 a|

プール/ボリュームグループ

 a|

プールまたはボリュームグループの名前とRAIDレベルが表示されます。プールまたはボリュームグ

ループがセキュリティ対応か、およびセキュリティ有効かを示します。

 a|

ホスト

 a|

ボリュームの割り当てが表示されます。I/O処理でボリュームにアクセスできるように、ボリューム
をホストまたはホストクラスタに割り当てます。これにより、ストレージアレイ内の特定のボリュ

ーム、または複数のボリュームへのアクセスがホストまたはホストクラスタに許可されます。

** *割り当て先*--

選択したボリュームにアクセスできるホストまたはホストクラスタを指定します

** * lun

*：ホストがボリュームへのアクセスに使用するアドレス・スペースに割り当てられる番号ボリュー

ムは、LUNの形式でホストに容量として提示されます。各ホストには独自のLUNアドレススペースが

あります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用して、異なるボリュームにアクセスできます

。

+

NOTE: NVMeインターフェイスの場合、この列には*ネームスペースID

*と表示されます。ネームスペースは、ブロックアクセス用にフォーマットされたNVMストレージで

す。SCSIの論理ユニットに相当し、ストレージアレイではボリュームに関連します。ネームスペー
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スIDは、NVMeコントローラのネームスペースの一意の識別子です。1~255の値を設定できます。SC

SIの論理ユニット番号（LUN）に相当します。

 a|

識別子

 a|

選択したボリュームの識別子が表示されます。

** * World-Wide Identifier（WWID）*-ボリュームの一意な16進数の識別子。

** * Extended Unique Identifier（EUI）*--ボリュームの識別子EUI-64。

** *サブシステム識別子(SSID)*--ボリュームのストレージアレイサブシステム識別子。

|===

====

. プールまたはボリュームグループ内のボリュームの追加設定を変更するには、*詳細

*タブを選択します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

アプリケーションとワークロードの情報

 a|

ボリュームの作成時に、アプリケーション固有のワークロードまたはその他のワークロードを作成
できます。該当する場合は、選択したボリュームのワークロード名、アプリケーションタイプ、お

よびボリュームタイプが表示されます。

ワークロード名は必要に応じて変更できます。

 a|

QoS設定

 a|

* Data Assuranceを永続的に無効にする*-この設定は、ボリュームがData Assurance（

DA）対応の場合にのみ表示されます。DAは、データがコントローラ経由でドライブに転送される際

に発生する可能性があるエラーをチェックして修正します。選択したボリュームのDAを完全に無効
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にする場合は、このオプションを使用します。DAは無効にすると再度有効にすることはできません

。

*読み取り前冗長性チェックを有効にする*--この設定は

'ボリュームがシックボリュームの場合にのみ表示されます読み取り前冗長性チェックは、読み取り
の実行時にボリュームのデータの整合性を確認する機能です。この機能を有効にしたボリュームで
は、コントローラファームウェアによってデータに整合性がないと判断されると読み取りエラーを

返します。

 a|

コントローラ所有権

 a|

ボリュームを所有するプライマリコントローラを定義します。

コントローラ所有権は非常に重要であり、慎重に計画する必要があります。コントローラ間で総I/O

数をできるだけ均等に分散する必要があります。

 a|

セグメントサイジング

 a|

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリュームグループのボリューム
についてのみ表示されます。セグメントサイズを変更することでパフォーマンスを最適化すること

ができます。

*許容される変更後のセグメントサイズ*-許容される変更後のセグメントサイズがSystem

Managerで判別されます。現在のセグメントサイズの変更後のサイズとして適切でないものは、ド
ロップダウンリストに表示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメントサ

イズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが 32KiB

であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB または 64KiB が許容されます。

* SSDキャッシュが有効なボリューム*-

SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができます。4K

iB のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロックの

I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB

以下の場合など）場合のみにしてください。SSD
キャッシュが有効なボリュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメ

ントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがあります。

*セグメントサイズの変更にかかる時間*-

ボリュームのセグメントサイズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

** ホストからの I/O 負荷

** ボリュームの修正の優先順位
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** ボリュームグループ内のドライブの数

** ドライブチャネルの数

** ストレージアレイコントローラの処理能力：ボリュームのセグメントサイズを変更すると、

I/Oパフォーマンスに影響しますが、データの可用性は維持されます。

 a|

修正の優先順位

 a|

変更優先度の設定が表示されます。これは、ボリュームグループ内のボリュームについてのみ表示

されます。

変更優先度は、ボリュームの変更処理にどの程度の処理時間を割り当てるかをシステムパフォーマ
ンスに対する相対的な優先度として定義したものです。修正の優先順位を上げると、システムパフ

ォーマンスが低下する場合があります。

優先度レベルを選択するには、スライダバーを動かします。

*修正の優先順位率*--
優先順位が最も低いとシステムのパフォーマンスは向上しますが、修正操作にかかる時間は長くな
ります。優先度を最も高くすると修正処理にかかる時間は短縮されますが、システムパフォーマン

スが低下する可能性があります。

 a|

キャッシュ

 a|

キャッシュ設定が表示されます。この設定を変更すると、ボリュームの全体的なI/Oパフォーマンス

を向上させることができます。

 a|

SSD キャッシュ

 a|

SSDキャッシュの設定が表示されます。互換性のあるボリュームでこの設定を有効にすると、読み取

り専用のパフォーマンスが向上します。ドライブセキュリティとData

Assuranceの設定が同じボリュームは互換性があります。

* SSDキャッシュ機能は、1つまたは複数のソリッドステートディスク（

SSD）を使用して読み取りキャッシュ*を実装します。SSDの読み取り時間が速くなるため、アプリ
ケーションパフォーマンスが向上します。読み取りキャッシュはストレージアレイ内にあるため、
ストレージアレイを使用するすべてのアプリケーションでキャッシュが共有されます。キャッシュ

するボリュームを選択すると、あとは動的に自動でキャッシングが実行されます。
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|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

.結果

選択内容に基づいて、System Managerがボリュームの設定を変更します。

.完了後

選択したボリュームで現在実行されている変更処理の進捗状況を表示するには、[MENU]：[View

Operations in Progress]を選択します。

[[ID176e2be940c2561b3325da7d18984bee]]

= ボリュームを初期化

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームは、最初に作成されるときに自動的に初期化されます。ただし、一定の障害状況からリ

カバリするために、ボリュームを手動で初期化するようRecovery

Guruから指示される場合があります。このオプションを使用する場合は、必ずテクニカルサポート

の指示に従ってください。初期化するボリュームは1つ以上選択できます。

.作業を開始する前に

* すべてのI/O処理を停止しておきます。

*

初期化するボリューム上のデバイスまたはファイルシステムをすべてアンマウントしておく必要が

あります。

* ボリュームは最適ステータスであり、ボリューム上で変更処理が実行されていません。

[NOTE]

====

この処理は開始後にキャンセルすることはできません。ボリュームのすべてのデータが消去されま

す。Recovery Guruの指示があった場合を除き、この処理は実行しないでください。この手順

を開始する前に、テクニカルサポートにお問い合わせください。

====

.このタスクについて

ボリュームを初期化しても、ボリュームのWWN、ホストの割り当て、割り当て済み容量、およびリザ

ーブ容量の設定は保持されます。Data Assurance（
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DA）設定とセキュリティ設定も同じままです。

次のタイプのボリュームは初期化できません：

* Snapshotボリュームのベースボリューム

* ミラー関係のプライマリボリューム

* ミラー関係のセカンダリボリューム

* ボリュームコピーのソースボリューム

* ボリュームコピーのターゲットボリューム

* すでに初期化が進行中のボリューム

このトピックは、プールまたはボリュームグループから作成された標準のボリュームのみに該当し

ます。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。More [Initialize volumes]。

+

[Initialize

Volumes]ダイアログ・ボックスが表示されますこのダイアログボックスには、ストレージアレイ上

のすべてのボリュームが表示されます。

. 初期化するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* 初期化されたボリュームからすべてのデータが消去されます。

*

ブロックインデックスがクリアされます。これにより、書き込み前のブロックはゼロで埋められて

いるかのように読み取られます（ボリュームは完全に空のように表示されます）。

メニューを選択します。Home [View Operations in

Progress]は、選択したボリュームに対して現在実行中の初期化処理の進捗状況を表示します。こ

の処理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があります。

[[ID8934975933e3449139d8c3a28e9c962a]]

= ボリュームを再配置する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームの再配置は、ボリュームを優先コントローラ所有者に戻すために実行します。通常、ホ
ストとストレージアレイの間のデータパスに問題が発生した場合、マルチパスドライバがボリュー

ムを優先コントローラ所有者から移動します。

.作業を開始する前に

* 再配置するボリュームが使用中でない必要があります。使用中の場合は

I/Oエラーが発生します。

*

再配置するボリュームを使用しているすべてのホストにマルチパスドライバがインストールされて

いる必要があります。インストールされていない場合はI/Oエラーが発生します。

+

ホストにマルチパスドライバがインストールされていないボリュームを再配置する場合は、再配置

処理の実行中に_VOLUMESへのI/Oアクティビティをすべて停止して、アプリケーションエラーを回

避する必要があります。

.このタスクについて
ほとんどのホストマルチパスドライバは、優先コントローラ所有者へのパスで各ボリュームへのア
クセスを試みます。ただし、この優先パスが使用できなくなると、ホストのマルチパスドライバは

代替パスにフェイルオーバーします。このフェイルオーバー原因
によって、ボリューム所有権が代替コントローラに変更される可能性があります。フェイルオーバ
ーの原因となった状況を解決すると、一部のホストではボリュームの所有権が優先コントローラ所

有者に自動的に戻りますが、場合によっては手動でのボリュームの再配置が必要になります。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. メニューを選択します。 More [redistribute volumes （ボリュームの再配置） ]

+

[*RedistributeVolumes]ダイアログ・ボックスが表示されますストレージアレイ上のボリュー
ムのうち、優先コントローラ所有者が現在の所有者と一致しないボリュームがすべてこのダイアロ

グボックスに表示されます。

. 再配置するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

.結果

選択したボリュームがSystem Managerによって優先コントローラ所有者に移動されるか、「*

redistribute Volumes unnecessary *」ダイアログボックスが表示されることがあります。

[[IDd072fa123d017b8b9f6d379c4f83e36f]]

= ボリュームのコントローラ所有権を変更する
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:allow-uri-read:
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームの優先コントローラ所有権を変更して、ホストアプリケーションのI/Oが新しいパス経由

で転送されるようにすることができます。

.作業を開始する前に
マルチパスドライバを使用しない場合は、現在ボリュームを使用しているホストアプリケーション

をすべてシャットダウンする必要があります。これにより、I/Oパスが変更された場合にアプリケー

ションエラーを回避できます。

.このタスクについて

プールまたはボリュームグループに含まれる1つ以上のボリュームのコントローラ所有権を変更する

ことができます。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。[More（その他）][Change

ownership（所有権の変更）]。

+

[ボリューム所有権の変更*]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、ス

トレージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

. [* Preferred

Owner]*ドロップダウン・リストを使用して、変更する各ボリュームの優先コントローラを変更し

、操作を確定します。

.結果

* System Manager

によってボリュームのコントローラ所有権が変更されます。ボリュームへのI/Oが、このI/Oパス経

由で転送されるようになります。

* マルチパスドライバが新しいパスを認識するように再設定されるまで、ボリュームで新しい

I/Oパスが使用されない場合があります。この処理にかかる時間は通常5分未満です。

[[IDc260c48f18ffccdb837a39d38fd6c48a]]

= ボリュームのキャッシュ設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:
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:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

読み取りキャッシュと書き込みキャッシュの設定を変更して、ボリュームの全体的なI/Oパフォーマ

ンスを調整することができます。

.このタスクについて

ボリュームのキャッシュ設定を変更する際は、次のガイドラインに注意してください。

* キャッシュ設定の変更*（Change Cache Settings

*）ダイアログボックスを開いた後、選択したキャッシュプロパティの横にアイコンが表示されるこ
とがあります。このアイコンは、コントローラがキャッシュ処理を一時的に停止したことを示して

います。

+

この処理は、新しいバッテリを充電しているとき、コントローラが削除されたとき、またはコント
ローラによってキャッシュサイズの不一致が検出された場合に発生します。この状況が解消される
と、ダイアログボックスで選択したキャッシュプロパティがアクティブになります。選択したキャ

ッシュプロパティがアクティブにならない場合は、テクニカルサポートにお問い合わせください。

*

キャッシュ設定は、単一のボリュームまたはストレージアレイ上の複数のボリュームに対して変更
できます。すべての標準ボリュームまたはすべてのシンボリュームに対して同時にキャッシュ設定

を変更することができます。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。 More [ キャッシュ設定の変更 ] 。

+

[キャッシュ設定の変更*]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスには、スト

レージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

. [*Basic*]タブを選択して、リード・キャッシュとライト・キャッシュの設定を変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| キャッシュ設定 | 説明

 a|

読み取りキャッシュ

138



 a|

読み取りキャッシュは、ドライブから読み取られたデータを格納するバッファです。読み取り処理
の対象となるデータが以前の処理ですでにキャッシュに格納されていれば、ドライブにアクセスす

る必要はありません。読み取りキャッシュのデータは、フラッシュされるまで保持されます。

 a|

書き込みキャッシュ

 a|

書き込みキャッシュは、ドライブにまだ書き込まれていないホストからのデータを格納するバッフ
ァです。書き込みキャッシュ内のデータは、ドライブに書き込まれるまで保持されます。書き込み

キャッシュにより、I/Oパフォーマンスを向上させることができます。

NOTE: キャッシュは、ボリュームに対して*書き込みキャッシュ

*が無効になったあとに自動的にフラッシュされます。

|===

====

. 「*詳細設定

*」タブを選択して、シックボリュームの詳細設定を変更します。アドバンストキャッシュ設定は、

シックボリュームに対してのみ使用できます。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| キャッシュ設定 | 説明

 a|

動的キャッシュ読み取りプリフェッチ

 a|

動的キャッシュ読み取りプリフェッチでは、コントローラは、ドライブからキャッシュにデータブ
ロックを読み取っているときに、連続する追加のデータブロックをキャッシュにコピーすることが
できます。このキャッシングにより、以降のデータ要求にキャッシュから対応できる可能性が高ま

ります。動的キャッシュ読み取りプリフェッチは、シーケンシャルI/Oを使用するマルチメディアア
プリケーションで重要ですデータがキャッシュにプリフェッチされる速度と量は、ホスト読み取り

の速度と要求サイズに基づいて自動で調整されます。ランダムアクセスの場合、原因
データがキャッシュにプリフェッチされることはありません。この機能は、読み取りキャッシュが

無効になっている場合は適用されません。

動的キャッシュ読み取りプリフェッチはシンボリュームに対しては常に無効で、変更することはで

きません。
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 a|

バッテリなしの書き込みキャッシュ

 a|

バッテリなしの書き込みキャッシュでは、バッテリがない、障害が発生している、完全に放電され
ている、フル充電されていないなどの状況でも書き込みキャッシュが継続されます。バッテリなし
の書き込みキャッシュを選択すると電源の喪失時にデータが失われる可能性があるため、一般には
推奨されません。通常、書き込みキャッシュは、バッテリが充電されるか障害が発生したバッテリ

が交換されるまで、コントローラによって一時的にオフにされます。

CAUTION: *データ損失の可能性*--
保護用のユニバーサル電源装置がない場合にこのオプションを選択すると、データが失われる可能

性があります。また、コントローラのバッテリがない場合に*バッテリなしの書き込みキャッシュ*

オプションを有効にすると、データが失われる可能性があります。

この設定は、書き込みキャッシュを有効にしている場合にのみ使用できます。この設定はシンボリ

ュームに対しては使用できません。

 a|

ミラーリングありの書き込みキャッシュ

 a|

ミラーリングありの書き込みキャッシュでは、一方のコントローラのキャッシュメモリに書き込ま
れたデータがもう一方のコントローラのキャッシュメモリにも書き込まれます。そのため、一方の
コントローラで障害が発生した場合、もう一方のコントローラで未処理の書き込み処理をすべて完

了できます。書き込みキャッシュのミラーリングは、書き込みキャッシュが有効で、2台のコントロ
ーラが配置されている場合にのみ使用できます。ミラーリングありの書き込みキャッシュは、ボリ

ュームの作成時にデフォルトで設定されます。

この設定は、書き込みキャッシュを有効にしている場合にのみ使用できます。この設定はシンボリ

ュームに対しては使用できません。

|===

====

. [保存（Save）]をクリックして、キャッシュ設定を変更します。

[[IDb9164edca68e20ba2d46486641f94d41]]

= ボリュームのメディアスキャン設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

メディアスキャンは、ボリューム内のすべてのデータと冗長性情報をスキャンするバックグラウン

ド処理です。このオプションは、1つ以上のボリュームのメディアスキャン設定を有効または無効に

したり、スキャン期間を変更したりする場合に使用します。

.作業を開始する前に

次の点を理解しておきます

*

メディアスキャンは、スキャンする容量とスキャン期間に基づいて一定の速度で継続的に実行され
ます。優先度の高いバックグラウンドタスク（再構築など）によってバックグラウンドスキャンが

一時的に中断されることはありますが、その場合も同じ速度で再開されます。

*

ボリュームは、ストレージアレイとそのボリュームでメディアスキャンオプションが有効になって
いる場合にのみスキャンされます。そのボリュームで冗長性チェックも有効になっている場合、ボ

リュームに冗長性情報があるかぎり、ボリューム内の冗長性情報とデータの整合性がチェックされ
ます。メディアスキャンでの冗長性チェックは、ボリュームの作成時にデフォルトで有効になりま

す。

*

スキャン中に回復不能なメディアエラーが発生した場合、可能であれば、冗長性情報を使用してデ

ータが修復されます。

+

たとえば、最適なRAID 5ボリューム、または最適なRAID 6ボリュームまたは

1本のドライブのみで障害が発生したRAID

6ボリュームには、冗長性情報が存在します。冗長性情報を使用して回復不能なエラーを修復できな
い場合は、読み取り不能セクターログにデータブロックが追加されます。イベントログには、修正

可能なメディアエラーと修正不可能なメディアエラーの両方が記録されます。

+

冗長性チェックでデータと冗長性情報の間に不整合が検出された場合は、イベントログに報告され

ます。

.このタスクについて
メディアスキャンは、アプリケーションで頻繁に読み取られないディスクブロック上のメディアエ
ラーを検出して修復します。これにより、ドライブ障害が発生しても、障害ドライブのデータが冗
長性情報とボリュームグループまたはプール内の他のドライブのデータを使用して再構築されるた

め、データが失われることはありません。

次の操作を実行できます。

* ストレージアレイ全体のバックグラウンドメディアスキャンを有効または無効にします

* ストレージアレイ全体のスキャン期間を変更します

* 1つ以上のボリュームのメディアスキャンを有効または無効にします

* 1つ以上のボリュームの冗長性チェックを有効または無効にします
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.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. 任意のボリュームを選択し、メニューを選択します。More [メディアスキャン設定の変更]。

+

[ドライブメディアスキャン設定の変更*]ダイアログボックスが表示されます。このダイアログボッ

クスには、ストレージアレイ上のすべてのボリュームが表示されます。

. メディアスキャンを有効にするには、*スキャン期間中にメディアをスキャンする

*チェックボックスをオンにします。

+

メディアスキャンを無効にすると、すべてのメディアスキャン設定が一時停止されます。

. メディアスキャンを実行する日数を指定します。

. メディアスキャンを実行する各ボリュームの[*メディアスキャン

*]チェックボックスをオンにします。

+

System

Managerでは、メディアスキャンの実行を選択した各ボリュームに対して冗長性チェックオプショ

ンが有効になります。冗長性チェックを実行しないボリュームが個々に存在する場合は、[**冗長性

チェック**]チェックボックスをオフにします。

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

.結果

選択内容に基づいて、System

Managerでバックグラウンドメディアスキャンに対する変更が適用されます。

[[ID4280c53280830280ef6124efd2636119]]

= ボリュームを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームを削除する一般的な状況としては、作成したボリュームのパラメータや容量に誤りがあ
った場合、ストレージ構成のニーズを満たさなくなった場合、バックアップやアプリケーションの

テストに必要なくなったSnapshotイメージがある場合などがあります。ボリュームを削除すると、

プールまたはボリュームグループの空き容量が増えます。削除するボリュームを1つ以上選択できま

す。
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.作業を開始する前に

削除するボリュームで、次の点を確認します。

* すべてのデータがバックアップされます。

* すべての入出力（I/O）が停止しています。

* デバイスとファイルシステムがアンマウントされている。

.このタスクについて

次のいずれかの条件に該当するボリュームは削除できません。

* ボリュームが初期化中である。

* ボリュームが再構築中である。

*

ボリュームが属するボリュームグループにコピーバック処理を実行中のドライブが含まれている。

*

ボリュームのステータスが失敗になった場合を除き、セグメントサイズの変更などの変更処理を実

行中です。

* ボリュームにいずれかのタイプの永続的予約が設定されている。

*

ボリュームがボリュームコピー処理のソースボリュームまたはターゲットボリュームで、処理のス

テータスが「保留」、「実行中」、または「失敗」である。

[CAUTION]

====

ボリュームを削除すると、それらのボリューム上のすべてのデータが失われます。

====

[NOTE]

====

ボリュームのサイズが一定（現在は128TB）を超えた場合、削除はバックグラウンドで実行されて

おり、解放されたスペースをすぐに使用できるとは限りません。

====

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

+

[ボリュームの削除*]ダイアログボックスが表示されます。

. 削除するボリュームを1つ以上選択し、処理を確定します。

. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

.結果
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System Managerは次の処理を実行します。

* 関連付けられているSnapshotイメージ、スケジュール、および

Snapshotボリュームを削除します。

* ミラーリング関係を削除します。

* プールまたはボリュームグループの空き容量を増やします。

:leveloffset: -1

= アプリケーションとワークロードの管理

:leveloffset: +1

[[ID663110997fdbe107f03800d49a5acfa9]]

= ワークロードに追加

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ワークロードに現在関連付けられていないボリュームについて、既存または新規のワークロードに1

つ以上のボリュームを追加することができます。

.このタスクについて

ボリュームをコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して作成した場合や別のストレージア

レイから移行（インポート/エクスポート）した場合、それらのボリュームはワークロードに関連付

けられません。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. [アプリケーションとワークロード]タブを選択します。

+

[アプリケーションとワークロード]ビューが表示されます。

. 「*ワークロードに追加*」を選択します。

+

[ワークロードの選択*]ダイアログボックスが表示されます。

. 次のいずれかを実行します。

144



+

** *既存のワークロードにボリュームを追加する*-

既存のワークロードにボリュームを追加する場合は、このオプションを選択します。

+

ドロップダウンリストを使用してワークロードを選択します。そのワークロードに関連付けられて

いるアプリケーションタイプが、追加するボリュームに割り当てられます。

** *新しいワークロードにボリュームを追加*--
アプリケーションタイプの新しいワークロードを定義して新しいワークロードにボリュームを追加

するには、このオプションを選択します。

. 「*次へ*」を選択して、ワークロードへの追加手順を続行します。

+

[ボリュームの選択*]ダイアログボックスが表示されます。

. ワークロードに追加するボリュームを選択します。

. 選択したワークロードに追加するボリュームを確認します。

. ワークロードの設定が完了したら、[完了]をクリックします。

[[ID7f86fe0d5968e012f6fb68423efecada]]

= ワークロードの設定を変更する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ワークロードの名前を変更し、関連付けられているアプリケーションタイプを確認できます。現在

の名前が適切でない場合はワークロードの名前を変更します。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. [アプリケーションとワークロード]タブを選択します。

+

[アプリケーションとワークロード]ビューが表示されます。

. 変更するワークロードを選択し、*表示/設定の編集*を選択します。

+

[*アプリケーションとワークロードの設定*]ダイアログボックスが表示されます。

. *オプション：*ユーザが指定したワークロードの名前を変更します。
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. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

:leveloffset: -1

= コピーサービスを使用する

:leveloffset: +1

[[ID3c59169278740c017f69f37ce721b426]]

= ボリュームをコピーする

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームのデータを同じストレージアレイ内の別のボリュームにコピーすることで、ソースボリ

ュームのポイントインタイムの物理的な複製（クローン）を作成できます。

.作業を開始する前に

* ソースボリュームとターゲットボリュームに対するすべての

I/Oアクティビティを停止する必要があります。

*

ソースボリュームとターゲットボリュームのすべてのファイルシステムをアンマウントする必要が

あります。

*

ターゲットボリュームを過去にボリュームコピー処理で使用したことがある場合、そのデータが不

要になったか、またはデータをバックアップしたことになります。

.このタスクについて

ソースボリュームは、ホストI/Oを受け入れてアプリケーションデータを格納するボリュームです。
ボリュームコピーが開始されると、ソースボリュームのデータがターゲットボリュームに丸ごとコ

ピーされます。

ターゲットボリュームは、ソースボリュームのデータのコピーを保持する標準のボリュームです。
ボリュームコピー処理が完了すると、ターゲットボリュームはソースボリュームと同じになります

。ターゲットボリュームにはソースボリュームと同じかそれ以上の容量が必要です。ただし、RAID

レベルは同じである必要はありません。
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.オンラインコピーとオフラインコピーについて

[%collapsible]

====

*オンラインコピー*

オンラインコピーは、ストレージアレイ内のボリュームのポイントインタイムコピーを作成します

。コピーの実行中も、そのボリュームへの書き込みを継続できます。そのためには、ボリュームのS

napshotを作成し、そのSnapshotをコピーの実際のソースボリュームとして使用します。ポイン
トインタイムイメージの作成対象となるボリュームはベースボリュームと呼ばれ、ストレージアレ

イ内の標準ボリュームまたはシンボリュームを使用できます。

*オフラインコピー*

オフラインコピーは、ソースボリュームからデータを読み取り、そのデータをターゲットボリュー
ムにコピーします。コピーの実行中は、ソースボリュームに対するすべての更新が一時停止されま
す。ソースボリュームに対するすべての更新を一時停止するのは、時間の経過による不整合がター
ゲットボリュームで発生しないようにするためです。オフラインボリュームコピーの関係は、ソー

スボリュームとターゲットボリューム間の関係です。

====

[NOTE]

====

ボリュームコピー処理はターゲットボリュームのデータを上書きし、ターゲットボリュームに関連

付けられているSnapshotボリュームがある場合はすべて使用停止にします。

====

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

.

ボリュームコピー処理のソースとして使用するボリュームを選択し、メニューからコピーサービス[

Copy Volume]を選択します。

+

[*ボリュームのコピー-ターゲットの選択*]ダイアログボックスが表示されます。

. データをコピーするターゲットボリュームを選択します。

+

このダイアログボックスの表には、ターゲットボリュームとして使用できるすべてのボリュームが

表示されます。

. スライダバーを使用して、ボリュームコピー処理のコピー優先度を設定します。

+

コピー優先度は、I/O要求の処理と比較して、ボリュームコピー処理を完了するためにどの程度のシ

ステムリソースが使用されるかを決定するものです。

+

.コピー優先度について

[%collapsible]
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====

コピー優先度は5段階で設定できます。

** 最低

** 低

** 中

** 高

** 最高

コピー優先度を最低速度に設定すると、I/Oアクティビティが優先され、ボリュームコピー処理にか
かる時間が長くなります。コピー優先度が最高のレートに設定されている場合は、ボリュームコピ

ー処理が優先されますが、ストレージアレイのI/Oアクティビティに影響する可能性があります。

====

.

オンラインコピーとオフラインコピーのどちらを作成するかを選択します。オンライン・コピーを

作成するには'[**コピー・オペレーション中にソース・ボリュームをオンラインにしておく**]チ

ェック・ボックスを選択します

. 次のいずれかを実行します。

+

** online_copy操作を実行するには、* Next *をクリックして、* Reserve Capacity

*ダイアログボックスに進みます。

** _offline_copy操作を実行するには'[*終了

*]をクリックしてオフライン・コピーを開始します

.

オンラインコピーの作成を選択した場合は、オンラインコピーのデータおよびその他の情報を保存

するために必要なリザーブ容量を設定し、[*Finish*]をクリックしてオンラインコピーを開始し

ます。

+

ボリューム候補の表には、指定したリザーブ容量をサポートする候補だけが表示されます。リザー
ブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量です。ホ

ストから直接読み取ることはできません。

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

+

** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%で、通常はこの容量で十分です。

**

ただし、リザーブ容量は元のデータに対する変更の数によって異なります。ストレージオブジェク

トがアクティブになっている時間が長いほど、リザーブ容量を大きくする必要があります。
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.結果

System

Managerにより、ソースボリュームのすべてのデータがターゲットボリュームにコピーされます。
ボリュームコピー処理の完了後、ターゲットボリュームはホストに対して自動的に読み取り専用に

なります。

.完了後

メニューHome（ホーム）[View Operations in

Progress]（進行中の操作の表示）を選択して、ボリュームコピー操作の進行状況を表示します。

この処理には時間がかかることがあり、システムのパフォーマンスに影響する可能性があります。

[[ID9933257b267f514f80f5337ff0bb93cb]]

= ボリュームコピー処理に対して実行します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

実行中のボリュームコピー処理の表示、ボリュームコピー処理の停止、優先度の変更、再コピー、

クリアを行うことができます。

== 手順

. メニューを選択します。ホーム[進行中の操作を表示]。

+

[*オペレーション実行中*（Operations in Progress *）

]ダイアログボックスが表示されます。

. 処理を実行するボリュームコピー処理を探し、* Actions

*列のリンクをクリックして、次のいずれかの操作を実行します。

+

特に、処理を停止する場合は、ダイアログに表示されているすべての警告テキストをお読みくださ

い。

+

[cols="2*"]

|===

| アクション | 説明
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 a|

停止します

 a|

ステータスが実行中、保留、または失敗であるボリュームコピー処理を停止できます。

ボリュームコピーが停止されると、マッピングされたすべてのホストがソースボリュームに書き込
みアクセスできるようになります。ソースボリュームにデータが書き込まれると、ターゲットボリ

ューム上のデータはソースボリューム上のデータと一致しなくなります。

 a|

優先度を変更します

 a|

ステータスが実行中であるボリュームコピー処理の優先度を変更して、ボリュームコピー処理が完

了するまでの速度を選択できます。

 a|

再コピー

 a|

停止したボリュームコピー処理を再開する場合や、ボリュームコピー処理が失敗または停止した場

合に、ボリュームを再コピーできます。ボリュームコピー処理が最初から開始されます。

再コピー操作では、ターゲットボリューム上の既存のデータが上書きされます。この操作は、ター

ゲットボリュームに関連付けられているSnapshotボリュームがある場合は失敗します。

 a|

クリア

 a|

ステータスが実行中、保留、または失敗であるボリュームコピー処理を削除できます。

[NOTE]

====

この操作は必ず、「*クリア*」を選択する前に実行してください。確認ダイアログはありません。

====

|===

:leveloffset: -1
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[[IDafd874ecf97eefb5f1fc2c857c6e0385]]

= シンボリュームの割り当て容量の制限を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

オンデマンドでスペースを割り当てることができるシンボリュームの場合、シンボリュームが自動
的に拡張できる割り当て容量を制限する制限を変更できます。また、シンボリュームが割り当て容
量の制限に近づいたときにホームページの通知領域にアラート（警告しきい値超過）が送信される

割合を変更することもできます。このアラート通知を有効にするか無効にするかを選択できます。

[NOTE]

====

SANtricity System

Managerには、シンボリュームを作成するオプションはありません。シンボリュームを作成する場

合は、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用します。

====

[NOTE]

====

この機能はEF600ストレージシステムでは使用できません。

====

.このタスクについて

割り当て容量は、割り当て容量の制限に基づいてSystem

Managerで自動的に拡張されます。割り当て容量の制限により、シンボリュームの自動拡張をレポ
ート容量までに制限できます。書き込まれるデータの量が割り当て容量に近付いたときは、割り当

て容量の制限を変更することができます。

シンボリュームの割り当て容量の制限と警告しきい値を変更する場合は、ボリュームのユーザデー

タとコピーサービスデータが消費するスペースを考慮してください。

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. [* Thin Volume Monitoring]タブを選択します。

+

シンボリュームの監視ビューが表示されます。

. 変更するシンボリュームを選択し、*制限の変更*を選択します。

+

[制限の変更*]ダイアログボックスが表示されます。選択したシンボリュームの割り当て容量の上限
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と警告しきい値の設定がこのダイアログボックスに表示されます。

. 必要に応じて、割り当て容量の制限と警告しきい値を変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

割り当て容量の制限を変更...

 a|

書き込みが失敗し、シンボリュームが追加のリソースを消費できなくなる容量のしきい値。このし

きい値は、ボリュームのレポート容量サイズの割合です。

 a|

アラートの送信しきい値

（警告しきい値）

 a|

シンボリュームが割り当て容量の上限に近付いたときにシステムでアラートを生成する場合は、こ
のチェックボックスをオンにします。アラートはホームページの通知領域に送信されます。このし

きい値は、ボリュームのレポート容量サイズの割合です。

警告しきい値のアラート通知を無効にするには、このチェックボックスをオフにします。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[ID789288b3d195ff1126be3497d71f0b41]]
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= ボリュームとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームは、アプリケーション、データベース、およびファイルシステムがデータを格納するコ
ンテナです。ホストがストレージアレイのストレージにアクセスするために作成される論理コンポ

ーネントです。

ボリュームは、プールまたはボリュームグループの使用可能な容量から作成します。ボリュームご

とに容量が定義されています。ボリュームが複数のドライブで構成される場合でも、ホスト側では1

つの論理コンポーネントとして認識され、

[[ID53170375e77406c6aa681eff5e31f33d]]

=

ボリュームグループにボリュームの作成に十分な空き容量があるにもかかわらず、容量の過剰割り

当てエラーが表示されるのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

選択したボリュームグループに1つ以上の空き容量領域がある可能性があります。空き容量領域は、
ボリュームを削除した場合や、ボリュームの作成時に使用可能なすべての空き容量を使用しなかっ

た場合に発生する空き容量です。

1つ以上の空き容量領域があるボリュームグループでボリュームを作成する場合、ボリュームの容量
はそのボリュームグループ内で最も大きい空き容量領域以内に制限されます。たとえば、ボリュー

ムグループに合計15GiBの空き容量があり、最も大きい空き容量領域が10GiBであるとすると、作

成できるボリュームのサイズは最大10GiBです。

ボリュームグループに空き容量領域がある場合は、ボリュームグループのグラフに既存の空き容量
領域の数を示すリンクが表示されます。リンクを選択すると、各領域の容量を示すポップアップが

表示されます。

空き容量を統合すると、追加ボリュームを作成する際にボリュームグループ内の空き容量を最大限
使用できるようになります。次のいずれかの方法を使用して、選択したボリュームグループの既存

の空き容量を統合できます。

* ボリュームグループに対して1つ以上の空き容量領域が検出されると、通知領域の*ホーム
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*ページに*統合空き容量*推奨が表示されます。[*空き容量の統合*（Consolidate free

capacity）]リンクをクリックして、ダイアログボックスを起動します。

* メニューから[プールとボリュームグループ[一般的でないタスク

]>[ボリュームグループの空き容量の統合]を選択して、ダイアログボックスを起動することもでき

ます。

最も大きい空き容量領域ではなく、特定の空き容量領域を使用する場合は、コマンドラインインタ

ーフェイス（CLI）を使用します。

[[ID2a0d11eb6ff99dac74521a8357dd8702]]

= 選択したワークロードはボリュームの作成にどのように影響しますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーショ

ンごとに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションにつ

いては、特性が似たボリュームで構成されるように System Manager
によってワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポートする

アプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL

Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリューム

を作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

* *アプリケーション固有

*。アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合、アプリケーション

ワークロードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの競合が最小限になる

ように最適化されたボリューム構成が提示されることがあります。I/Oタイプ、セグメントサイズ、

コントローラ所有権、読み取り/書き込みキャッシュなどのボリューム特性が自動的に推奨され、次

のアプリケーションタイプ用に作成されるワークロードに合わせて最適化されます。

+

** Microsoft®SQL Server™

** Microsoft®Exchange Server™

** ビデオ監視アプリケーション

** VMware ESXi™（Virtual Machine File

Systemでボリュームを使用する場合）では、推奨されるボリューム構成を確認し、* Add/Edit

Volumes

*ダイアログボックスを使用して、システム推奨のボリュームおよび特性を編集、追加、または削除

できます。
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* *その他

*（または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション）。特定のアプリケーションに関
連付けられていないワークロードを作成する場合や、ストレージアレイで使用する予定のアプリケ

ーションに対する最適化がSystem

Managerに組み込まれていない場合は、その他のワークロードを選択し、ボリューム構成を手動で

指定する必要があります。ボリューム構成は、*ボリュームの追加/編集*ダイアログボックスを使用

して手動で指定する必要があります。

[[ID946c075dbeee30a73736b3d9837591f9]]

= ボリュームがワークロードに関連付けられていないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームをコマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して作成した場合や別のストレージア

レイから移行（インポート/エクスポート）した場合、それらのボリュームはワークロードに関連付

けられません。

[[ID63eac2257265442049fb0261016ea891]]

= 選択したワークロードを削除できないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

このワークロードは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して作成されたボリューム、

または別のストレージアレイから移行（インポート/エクスポート）されたボリュームのグループで
構成されています。そのため、このワークロード内のボリュームはアプリケーション固有のワーク

ロードに関連付けられておらず、ワークロードを削除することはできません。

[[ID673b2e1df14788d50607f03f52bc1896]]

= アプリケーション固有のワークロードはストレージアレイの管理にどのように役立ちますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

アプリケーションとは、SQL Serverや

Exchangeなどのソフトウェアです。アプリケーションごとに、サポートするワークロードを1つ以
上定義します。一部のアプリケーションについては、ストレージを最適化する推奨されるボリュー

ム構成がSystem Managerから自動的に提示されます。ボリューム構成には、

I/Oタイプ、セグメントサイズ、コントローラ所有権、読み取りと書き込みのキャッシュなどの特性

が含まれます。

アプリケーション固有のワークロードのボリューム特性は、ワークロードがストレージアレイのコ
ンポーネントとやり取りする方法を決定し、特定の構成下での環境のパフォーマンスを判断するの

に役立ちます。

[[ID1cddfb67bbb81c631d7ed3cbe9fea36b]]

= この情報はストレージの作成にどのように役立ちますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ワークロード情報は、選択したワークロードのI/Oタイプ、セグメントサイズ、読み取り/書き込み
キャッシュなどのボリューム特性を最適化するために使用されます。最適化された特性により、ワ

ークロードとストレージアレイコンポーネントとの連携方法が決まります。

ユーザが指定したワークロード情報に基づいて、System

Managerは適切なボリュームを作成し、システム上に現在存在する使用可能なプールまたはボリュ
ームグループに配置します。選択したワークロードの最新のベストプラクティスに基づいて、ボリ

ュームが作成され、その特性が最適化されます。

特定のワークロードに対してボリュームを作成する前に、推奨されるボリューム構成を確認し、*

Add/Edit Volumes

*ダイアログボックスを使用して、システムが推奨するボリュームと特性を編集、追加、または削除

できます。

ベストプラクティスの情報については、アプリケーション固有のドキュメントを参照してください

。

[[ID69f2bee5a49b5be58e5d48dfb07a2aac]]

= 拡張後の容量を認識させるにはどうすればよいですか？
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:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームの容量を拡張した場合、その拡張した容量がホストですぐに認識されないことがありま

す。

ほとんどのオペレーティングシステムでは、拡張されたボリューム容量を認識し、ボリューム拡張
の開始後に自動的に拡張が行われます。ただし、この処理が行われない場合もあります。拡張され

たボリューム容量をOSが自動的に認識しない場合は、ディスクの再スキャンまたはリブートが必要

になる可能性があります。

ボリュームの容量を拡張したら、それに応じてファイルシステムのサイズを手動で拡張する必要が

あります。方法は、使用しているファイルシステムによって異なります。

詳細については、ホストオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

[[ID4b4963d778de8d75280cef1087c66dba]]

= プールやボリュームグループが一部表示されないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームの移動先として使用できないプールまたはボリュームグループはリストに表示されませ

ん。

以下は、プールまたはボリュームグループを使用できない理由です。

* プールまたはボリュームグループのData Assurance（DA）機能が一致しない。

* プールまたはボリュームグループの状態が最適でない。

* プールまたはボリュームグループの容量が小さすぎる。

[[ID05ef659e3a066d23977233ddc6d7ff2b]]

= セグメントサイズとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font
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:relative_path: ./sm-storage/
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セグメントは、あるドライブに格納されるデータの量（KiB）です。この量に達すると、ストライプ

（RAIDグループ）内の次のドライブへと進みます。セグメントサイズはボリュームグループにのみ

該当し、プールには該当しません。

セグメントサイズは、セグメントに含まれるデータブロックの数で定義されます。セグメントサイ
ズを決定する際には、ボリュームに格納するデータのタイプを把握しておく必要があります。アプ

リケーションが一般にスモールランダムリードとスモールランダムライト（IOPS）を使用する場合
は、一般に小さなセグメントサイズが適しています。アプリケーションがラージシーケンシャルリ
ードとラージシーケンシャルライト（スループット）を使用する場合は、一般に大きなセグメント

サイズが適しています。

アプリケーションがスモールランダムリード/ライトとラージシーケンシャルリード/ライトのどち
らを使用するかに関係なく、セグメントサイズが標準的なデータブロックのチャンクサイズより大
きい場合、ストレージアレイのパフォーマンスが向上します。これはドライブがより簡単かつ高速
にデータにアクセスできるようにするためであり、ストレージアレイのパフォーマンス向上にとっ

て重要です。

== IOPSパフォーマンスが重視される環境の場合

IOPS（1秒あたりのI/O処理数）環境では、ドライブに対して読み書きされる標準的なデータブロッ
クサイズ（「チャンク」）よりもセグメントサイズを大きくすると、ストレージアレイのパフォー

マンスが向上します。こうすることで、各チャンクが確実に1つのドライブに書き込まれます。

== スループットが重視される環境の場合

スループットを重視する環境では、標準的なデータチャンクサイズ（I/Oサイズ）をデータ用ドライ
ブの総数で割った値にセグメントサイズを設定します。こうすることで、データが単一のストライ
プとしてボリュームグループの複数のドライブに分散されるため、読み取りと書き込みが高速にな

ります。
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= 優先コントローラ所有権とは何ですか？
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優先コントローラ所有権は、ボリュームを所有するプライマリコントローラを定義します。

コントローラ所有権は非常に重要であり、慎重に計画する必要があります。コントローラ間で総I/O

数をできるだけ均等に分散する必要があります。

たとえば、一方のコントローラが主に大容量のシーケンシャルデータブロックを読み取り、もう一
方のコントローラが小さなデータブロックを頻繁に読み書きする場合、両者の負荷は大きく異なり
ます。どのボリュームにどのタイプのデータが含まれているかを把握しておくと、両方のコントロ

ーラでI/O転送を均等に分散できるようになります。

[[IDca3e505e5ac304b52bf828e9a284e22d]]

= 自動ロードバランシングとは何ですか？
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自動ロードバランシングはI/Oを自動的に分散する機能を提供し、ホストからの受信I/Oトラフィッ

クは動的に管理されて両方のコントローラに分散されます。

自動ロードバランシング機能を使用すると、負荷の変化に動的に対応してボリュームのコントロー
ラ所有権が自動的に調整されるため、コントローラ間でワークロードが移動する際の負荷の不均衡

が解消され、I/Oリソースの管理が強化されます。

各コントローラのワークロードは継続的に監視され、ホストにインストールされたマルチパスドラ
イバとの連携により、必要に応じて自動的に負荷を分散できます。ワークロードがコントローラ間
で自動的に再分散されるため、ストレージアレイの負荷の変化に合わせてボリュームのコントロー

ラ所有権を手動で調整する必要がなくなり、ストレージ管理者の負担が軽減されます。

自動ロードバランシングを有効にすると、次の機能が実行されます。

* コントローラのリソース利用率を自動的に監視して負荷を分散します。

*

ボリュームのコントローラ所有権が必要に応じて自動的に調整され、ホストとストレージアレイの

間のI/O帯域幅が最適化されます。

[NOTE]

====

コントローラのSSDキャッシュを使用するように割り当てられたボリュームは、自動ロードバランシ

ングによる転送の対象外となります。
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= ホスト
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= 概念
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= ホストの用語
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ストレージアレイに関連するホストの用語を次に示します。

[cols="2*"]

|===

| コンポーネント | 定義（ Definition ）

 a|

ホスト

 a|

ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを送信するサーバです。

 a|

ホスト名

 a|

ホスト名は、ホストのシステム名に相当します。
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 a|

ホストクラスタ

 a|

ホストクラスタはホストのグループです。ホストクラスタを作成すると、同じボリュームを複数の

ホストに簡単に割り当てることができます。

 a|

ホストインターフェイスプロトコル

 a|

ホストインターフェイスプロトコルは、コントローラとホストの間の接続（Fibre Channel

やiSCSIなど）です。

 a|

HBAまたはネットワークインターフェイスカード（NIC）

 a|

ホストバスアダプタ（HBA）はホストに搭載されるボードで、1つ以上のホストポートが搭載されて

います。

 a|

ホストポート

 a|

ホストポートは、コントローラに物理的に接続されるホストバスアダプタ（HBA）のポートで、I/O

処理に使用されます。

 a|

ホストポートの識別子

 a|

ホストポート識別子は、ホストバスアダプタ（HBA）上の各ホストポートに関連付けられた一意のワ

ールドワイド名です。

* Internet Small Computer System Interface（iSCSI

）のホストポート識別子は、1~233文字にする必要があります。iSCSIホスト・ポート識別子は'標

準的なIQN形式（例：iqn.xxx.com.xxx:8b3ad`）で表示されます

* Fibre ChannelやSerial Attached SCSI（SAS）などの

iSCSI以外のホストポート識別子は、2文字ごとにコロンで区切られた形式で表示されます（例：「

xx：yy：zz」）。Fibre Channelのホストポート識別子は16文字にする必要があります。
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 a|

ホストオペレーティングシステムのタイプ

 a|

ホストオペレーティングシステムタイプは、ホストのオペレーティングシステム（またはそのバー

ジョン）に応じて、ストレージアレイ内のコントローラによるI/Oの処理方法を定義する設定です。

これは、_host type_for shortとも呼ばれます。

 a|

コントローラのホストポート

 a|

コントローラホストポートは、ホストに物理的に接続されるコントローラのポートで、I/O処理に使

用されます。

 a|

LUN

 a|

Logical Unit Number（

LUN；論理ユニット番号）は、ホストがボリュームへのアクセスに使用する番号で、アドレススペー

スに割り当てられます。ボリュームは、LUNの形式でホストに容量として提示されます。

各ホストには独自のLUNアドレススペースがあります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用

して、異なるボリュームにアクセスできます。

|===

[[ID63883b1cf4c1c947796bff03cfb463b6]]

= ホストの作成とボリュームの割り当てのワークフロー
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次の図に、ホストアクセスの設定方法を示します。

image::../media/sam1130-flw-hosts-create-host.gif[sam1130
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Flwホストはホストを作成します]

[[ID699337504a844ac0c286a2841ecd5bb7]]

= ホストの自動作成と手動作成
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ホストの作成は、ストレージアレイが接続されているホストを認識して、ボリュームへのI/Oアクセ

スを許可するために必要な手順の1つです。ホストは自動的に作成することも手動で作成することも

できます。

== 自動作成

（NVMe-oFではなく）SCSIベースのホストの自動作成は、Host Context Agent（

HCA）によって開始されます。HCA

は、ストレージアレイに接続されている各ホストにインストール可能なユーティリティです。HCA

がインストールされている各ホストは、 I/O
パスを経由してストレージアレイコントローラにホストの設定情報をプッシュします。コントロー
ラは、ホスト情報に基づいてホストと関連するホストポートを自動的に作成し、ホストタイプを設

定します。必要に応じて、System

Managerを使用してホスト設定に加えた変更を行うことができます。

HCAの自動検出が実行されると、ホストは自動的にホストページに次の属性とともに表示されます。

* ホストのシステム名から取得されたホスト名。

* ホストに関連付けられたホストポート識別子。

* ホストのホストオペレーティングシステムタイプ。

ホストはスタンドアロンホストとして作成されます。 HCA

では、ホストクラスタの作成やホストクラスタへの追加が自動的に行われることはありません。

== 手動作成

次のいずれかの理由でホストを手動で作成することが必要になる場合があります。

. ホストにHCAユーティリティをインストールしないように選択した。
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.

ストレージアレイコントローラによって検出されたホストポート識別子がホストに正しく関連付け

られていることを確認する。

ホストの手動作成時には、ホストポート識別子をリストから選択するか、または手動で入力して関
連付けます。ホストの作成後、ボリュームへのアクセスを共有する場合は、ボリュームをホストに

割り当てたり、ホストクラスタに追加したりできます。

[[ID04b45e0d41fff90f58cead4d182055ee]]

= ホストおよびホストクラスタへのボリュームの割り当て方法
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ホストまたはホストクラスタからボリュームへI/Oを送信するには、ボリュームをホストまたはホス

トクラスタに割り当てる必要があります。

ボリュームを作成するときにホストまたはホストクラスタを選択するか、あとからボリュームをホ
ストまたはホストクラスタに割り当てることができます。ホストクラスタはホストのグループです
。ホストクラスタを作成すると、同じボリュームを複数のホストに簡単に割り当てることができま

す。

ホストへのボリュームの割り当ては柔軟性が高く、ストレージの特定のニーズを満たすことができ

ます。

* *ホストクラスタの一部ではなく、スタンドアロンホスト*--

ボリュームを個々のホストに割り当てることができます。ボリュームにアクセスできるのは1つのホ

ストだけです。

* *ホストクラスタ*--
ボリュームをホストクラスタに割り当てることができますボリュームには、ホストクラスタ内のす

べてのホストからアクセスできます。

* *ホストクラスタ内のホスト*--
ホストクラスタの一部である個別のホストにボリュームを割り当てることができますホストはホス
トクラスタの一部ですが、ボリュームにアクセスできるのは個々のホストだけであり、ホストクラ

スタ内の他のホストからはアクセスできません。

ボリュームの作成時に、論理ユニット番号（LUN）が自動的に割り当てられます。LUNは、I/O処理

中のホストとコントローラの間の「アドレス」の役割を果たします。LUNはボリュームが作成された

あとに変更できます。
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= アクセスボリューム
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アクセスボリュームは、ストレージアレイの工場出荷時に設定されたボリュームで、ホストI/O接続
を介したストレージアレイおよびホストとの通信に使用されます。アクセスボリュームには論理ユ

ニット番号（LUN）が必要です。

アクセスボリュームは次の2つのケースで使用されます。

* *ホストの自動作成*- Host Context Agent（

HCA）ユーティリティで、ホストの自動作成でホスト情報（名前、ポート、ホストタイプ）をSyste

m Managerにプッシュするために使用されます。

* *インバンド管理*--
インバンド接続でストレージアレイを管理するために使用されるアクセスボリューム。これは、ス

トレージアレイをコマンドラインインターフェイス（CLI）で管理する場合にのみ可能です。

+

[NOTE]

====

インバンド管理はEF600ストレージシステムに対しては使用できません。

====

アクセスボリュームは、ホストに初めてボリュームを割り当てるときに自動的に作成されます。た

とえば、Volume_1とVolume_2をホストに割り当てた場合、その割り当ての結果を表示すると、3

つのボリューム（Volume_1、Volume_2、およびAccess）が表示されます。

ホストを自動的に作成しない場合やCLIを使用してストレージアレイをインバンドで管理しない場合

は、アクセスボリュームが不要であるため、アクセスボリュームを削除してLUNを解放できます。こ

の処理を実行すると、ボリュームとLUNの割り当てが解除されるだけでなく、ホストへのインバンド

管理接続もすべて削除されます。

[[IDcc9e69f6300df456836e25030de118a5]]

= LUN の最大数
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ストレージアレイには、各ホストに使用できる論理ユニット番号（LUN）の最大数があります。

最大数はホストのオペレーティングシステムによって異なります。ストレージアレイは使用されて

いるLUNの数を追跡します。LUNの最大数を超えるホストにボリュームを割り当てようとすると、そ

のホストはボリュームにアクセスできません。

:leveloffset: -1

= 方法

:leveloffset: +1

= ホストアクセスを設定

:leveloffset: +1
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= ホストを自動で作成する
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Host Context Agent （ HCA
）を使用してホストを自動的に検出し、検出された情報が正しいかを確認することができます。ホ

ストの作成は、ストレージアレイが接続されているホストを認識して、ボリュームへのI/Oアクセス

を許可するために必要な手順の1つです。

.作業を開始する前に

Host Context Agent（

HCA）がストレージアレイに接続されたすべてのホストにインストールされ、実行されている必要が

あります。HCAがインストールされ、ストレージアレイに接続されているホストは、自動的に作成さ

れます。HCAをインストールするには、ホストにSANtricity Storage

Managerをインストールし、ホストオプションを選択します。HCAは、サポートされているすべて
のオペレーティングシステムで使用できるわけではありません。使用できない場合は、ホストを手

動で作成する必要があります。
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.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

+

自動で作成されたホストが表に表示されます。

. HCA

から提供された情報（名前、ホストタイプ、ホストポート識別子）が正しいことを確認します。

+

いずれかの情報を変更する必要がある場合は、ホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 *

をクリックします。

.

*オプション：自動で作成されたホストをクラスタに追加する場合は、ホストクラスタを作成してホ

ストを追加します。

.結果

ホストが自動的に作成されると、ホストタイルテーブルに次の項目が表示されます。

* ホストのシステム名から取得されたホスト名。

* ホストに関連付けられたホストポート識別子。

* ホストのホストオペレーティングシステムタイプ。
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= ホストを手動で作成する
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自動で検出できないホストについては、手動で作成することができます。ホストの作成は、ストレ

ージアレイが接続されているホストを認識して、ボリュームへのI/Oアクセスを許可するために必要

な手順の1つです。

.このタスクについて

ホストを作成する際は、次のガイドラインに注意してください。

* ホストに関連付けられたホストポート識別子を定義する必要があります。

* ホストに割り当てられたシステム名と同じ名前を指定してください。

* 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。
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* 名前は 30 文字以内にする必要があります。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. メニュー： Create [Host] をクリックします。

+

[ホストの作成*]ダイアログボックスが表示されます。

. ホストの設定を必要に応じて選択します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

新しいホストの名前を入力します。

 a|

ホストオペレーティングシステムのタイプ

 a|

新しいホストで実行しているオペレーティングシステムをドロップダウンリストから選択します。

 a|

ホストインターフェイスタイプ

 a|

*オプション：複数のタイプのホストインターフェイスがストレージアレイでサポートされている場

合、使用するホストインターフェイスタイプを選択します。

 a|

ホストポート

 a|

次のいずれかを実行します。

** * I/O インターフェイス * を選択します
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+

通常は、ホストポートはログイン済みで、ドロップダウンリストに表示されます。リストからホス

トポート識別子を選択することができます。

** * 手動で追加 *

+

ホストポート識別子がリストに表示されない場合は、ホストポートがログインしていません。HBA

ユーティリティまたは iSCSI
イニシエータユーティリティを使用して、ホストポート識別子を検索してホストに関連付けること

ができます。

+

ホストポート識別子を手動で入力するか、ユーティリティ（一度に1つずつ）から* Host Ports

*フィールドにコピーアンドペーストできます。

+

ホストポート識別子は、一度に 1
つずつ選択してホストに関連付ける必要がありますが、ホストに関連付けられている識別子をいく

つでも選択することができます。各識別子は、 ［ * ホストポート * ］

フィールドに表示されます。必要に応じて、横の * X *

を選択して識別子を削除することもできます。

 a|

CHAPイニシエータ

 a|

*オプション：iSCSI IQN

を使用してホストポートを選択または手動で入力した場合に、Challenge Handshake

Authentication Protocol（

CHAP）を使用して認証を行うためにストレージアレイへのアクセスを試みるホストが必要な場合は

、* CHAP initiator *チェックボックスを選択します。選択または手動で入力した iSCSI

ホストポートごとに、次の手順を実行します。

** CHAP 認証用に各 iSCSI ホストイニシエータに設定されたものと同じ CHAP

シークレットを入力します。相互 CHAP
認証（ホストが自身をストレージアレイに対して検証し、ストレージアレイが自身をホストに対し
て検証できるようにする双方向認証）を使用する場合は、ストレージアレイの初期セットアップま

たは設定変更時に CHAP シークレットも設定する必要があります。

** ホストの認証が不要な場合は、このフィールドを空白のままにします。現在のところ、System

Managerで使用されるiSCSI認証方式はCHAPだけです。

|===

====
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. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

.結果
ホストの作成が完了すると、ホストに設定されている各ホストポートのデフォルト名（ユーザラベ

ル）が作成されます。

デフォルトのエイリアスは<`Hostname_Port Number``>です。たとえば、「ホスト IPT

」用に作成される最初のポートのデフォルトのエイリアスは、 ipt_1 です。

[[ID8b9051e1ab5923dce6beaa62b8eac751]]

= ホストクラスタを作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

同じボリュームへのI/Oアクセスを必要とするホストが複数ある場合は、ホストクラスタを作成しま

す。

.このタスクについて

ホストクラスタを作成する際は、次のガイドラインに注意してください。

* クラスタの作成に使用できるホストが複数ない場合、この処理は開始されません。

*

ホストクラスタ内のホストはオペレーティングシステムが異なっていてもかまいません（異機種混

在）。

* Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続で

DAがサポートされている必要があります。

+

ストレージアレイのコントローラで DA

をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA

対応ボリュームのデータにアクセスできません。

+

iSCSI over TCP/IPやSRP over InfiniBandではDAは*サポートされていません。

* 選択した名前がすでに使用されている場合、この処理は失敗します。

* 名前は 30 文字以内にする必要があります。

.手順
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. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. メニューから「Create [Host Cluster]」を選択します。

+

[Create Host Cluster*]ダイアログボックスが表示されます。

. ホストクラスタの設定を必要に応じて選択します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

新しいホストクラスタの名前を入力します。

 a|

ホスト

 a|

ドロップダウンリストから2つ以上のホストを選択します。このリストには、ホストクラスタにまだ

含まれていないホストのみが表示されます。

|===

====

. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

+

選択したホストが接続されているインターフェイスタイプのData Assurance（

DA）機能が異なる場合、ホストクラスタにDAを使用できないことを示すメッセージがダイアログボ

ックスに表示されます。この場合、ホストクラスタにDA対応ボリュームを追加することはできませ

ん。続行するには「*はい」を選択し、キャンセルするには「*いいえ」を選択します。

+

DA

を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。ホストとドライブの間で
データが移動されたときにストレージアレイがエラーの有無をチェックします。新しいボリューム

に DA を使用すると、すべてのエラーが検出されます。

.結果

新しいホストクラスタが表に表示され、その下の行に割り当てられたホストが表示されます。
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[[ID1bccdec1476cc5fa8696e040e33b9e14]]

= ボリュームを作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ボリュームを作成してアプリケーション固有のワークロードにストレージ容量を追加し、作成した
ボリュームが特定のホストまたはホストクラスタに認識されるように設定します。また、ボリュー

ム作成手順では、作成する各ボリュームに特定の量の容量を割り当てることもできます。

.このタスクについて
ほとんどのアプリケーションタイプでは、ユーザが定義したボリューム構成がデフォルトで適用さ
れます。一部のアプリケーションタイプでは、ボリュームの作成時にスマートな構成が適用されま

す。たとえば、Microsoft

Exchangeアプリケーション用のボリュームを作成する場合は、必要なメールボックスの数、メール
ボックスに必要とされる平均容量、およびデータベースのコピーをいくつ作成するかについて設定

します。System

Managerでは、この情報に基づいてボリュームの構成を最適化します。この構成は、必要に応じて

編集することもできます。

[NOTE]

====

ボリュームをミラーリングする場合は、最初にミラーリングするボリュームを作成してから、Stor

age（ボリューム）> Copy Services > Mirror a volume

sibus非同期）オプションを使用します。

====

ボリュームを作成するプロセスは複数の手順で構成される手順 です。

== 手順1：ボリュームのホストを選択します

ボリュームを作成してアプリケーション固有のワークロードにストレージ容量を追加し、作成した
ボリュームが特定のホストまたはホストクラスタに認識されるように設定します。また、ボリュー

ム作成手順では、作成する各ボリュームに特定の量の容量を割り当てることもできます。

.作業を開始する前に

* 有効なホストまたはホストクラスタが、*Hosts*タイルの下にあります。

* ホストに対してホストポート識別子が定義されている。
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* DA対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続で

DAがサポートされている必要があります。ストレージアレイのコントローラで DA

をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA

対応ボリュームのデータにアクセスできません。

.このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

*

ホストのオペレーティングシステムによって、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限があ
る場合があります。特定のホストで使用するボリュームを作成するときは、この制限に注意してく

ださい。

* 割り当てることができる割り当ては、ストレージアレイのボリュームごとに1つです。

* 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

* あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（

LUN）を複数回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

[NOTE]

====

ホストクラスタにボリュームを割り当てる場合、そのホストクラスタ内のいずれかのホストに対し

てすでに確立されている割り当てと競合していると、割り当ては失敗します。

====

.手順

. 選択メニュー： Storage [Volumes]

. メニューから[ボリュームの作成]を選択します。

+

Create Volumes（ボリュームの作成）*ダイアログボックスが表示されます。

.

ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタをドロップダウンリストから選択するか、ホ

ストまたはホストクラスタをあとで割り当てるように選択します。

. 選択したホストまたはホストクラスタのボリューム作成手順を続行するには、* Next

*をクリックしてに進みます <<手順2：ボリュームのワークロードを選択する>>。

+

[ワークロードの選択*]ダイアログボックスが表示されます。

== 手順2：ボリュームのワークロードを選択する

Microsoft SQL Server、Microsoft Exchange、ビデオ監視アプリケーション、

VMwareなど、特定のアプリケーション用のワークロードを選択してストレージアレイの構成をカス
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タマイズします。このストレージアレイで使用するアプリケーションがリストにない場合は、「Oth

er application」を選択します。

.このタスクについて

このタスクでは、既存のワークロード用のボリュームを作成する方法について説明します。

* アプリケーション固有のワークロードを使用してボリュームを作成する場合

_アプリケーションワークロードのI/Oとアプリケーションインスタンスからの他のトラフィックの

競合が最小限になるように最適化されたボリューム構成が提示されることがあります。「*ボリュー

ムの追加/編集」ダイアログボックスを使用して、推奨されるボリューム構成を確認し、システムで

推奨されるボリュームや特性を編集、追加、削除できます。

* _"other"_applications (または特定のボリューム作成サポートのないアプリケーション

)を使用してボリュームを作成する場合は、* Add/Edit Volumes

*ダイアログボックスを使用して、ボリューム構成を手動で指定します。

.手順

. 次のいずれかを実行します。

+

** 既存のワークロード用のボリュームを作成する場合は、「

*既存のワークロード用のボリュームを作成する」オプションを選択します。

**

サポート対象のアプリケーションまたは「その他」のアプリケーションに対して新しいワークロー

ドを定義するには、「新しいワークロードを作成」オプションを選択します。

+

***

ドロップダウンリストから、新しいワークロードを作成するアプリケーションの名前を選択します

。

+

このストレージアレイで使用するアプリケーションが表示されていない場合は、「Other」エント

リのいずれかを選択します。

*** 作成するワークロードの名前を入力します。

. 「 * 次へ * 」をクリックします。

.

ワークロードがサポート対象のアプリケーションタイプに関連付けられている場合は、要求された

情報を入力します。それ以外の場合は、に進みます <<手順3：ボリュームを追加または編集する

>>。

== 手順3：ボリュームを追加または編集する
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.作業を開始する前に

* プールまたはボリュームグループに十分な空き容量が必要です。

* Data Assurance（DA）対応ボリュームを作成する場合は、使用するホスト接続で

DAがサポートされている必要があります。

+

.DA対応のプールまたはボリュームグループを選択しています

[%collapsible]

====

DA対応ボリュームを作成する場合は、DAに対応したプールまたはボリュームグループを選択します

（プールとボリュームグループの候補テーブルで「DA」の横にある「* Yes」を探します）。

System Managerでは、DA機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供されます。DA
保護は、データがコントローラ経由でドライブに転送される際に発生する可能性があるエラーをチ

ェックして修正します。新しいボリュームに DA
対応のプールまたはボリュームグループを選択すると、エラーがある場合には検出されて修正され

ます。

ストレージアレイのコントローラで DA

をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA

対応ボリュームのデータにアクセスできません。

NOTE: iSCSI over TCP/IPやSRP over InfiniBandではDAはサポートされていません。

====

*

セキュリティ有効ボリュームを作成するには、ストレージアレイのセキュリティキーを作成する必

要があります。

+

.セキュリティ対応のプールまたはボリュームグループを選択しています

[%collapsible]

====

セキュリティ有効ボリュームを作成する場合は、セキュリティ対応のプールまたはボリュームグル
ープを選択します（プールとボリュームグループの候補テーブルで、「セキュリティ対応」の横に

ある「はい」*を探します）。

System

Managerでは、ドライブセキュリティ機能はプールおよびボリュームグループのレベルで提供され
ます。セキュリティ対応ドライブを使用すると、ストレージアレイから物理的に取り外されたドラ
イブ上のデータへの不正アクセスを防止できます。セキュリティ有効ドライブでは、一意の暗号化

キー_を使用して、書き込み時にデータが暗号化され、読み取り時に復号化されます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方
を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応

である必要があります。
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====

.このタスクについて

ボリュームはプールまたはボリュームグループから作成します。Add/Edit Volumes

*ダイアログボックスには、ストレージアレイ上の使用可能なすべてのプールとボリュームグループ
が表示されます。対象となる各プールおよびボリュームグループについて、使用可能なドライブの

数と合計空き容量が表示されます。

アプリケーション固有のワークロードがある場合、候補となる各プールまたはボリュームグループ

に、推奨されるボリューム構成に基づいて提示される容量が表示され、残りの空き容量が GiB
単位で表示されます。それ以外のワークロードの場合、プールまたはボリュームグループにボリュ

ームを追加してレポート容量を指定した時点で容量が提示されます。

.手順

.

他のワークロードとアプリケーション固有のワークロードのどちらを選択したかに基づいて、次の

いずれかの操作を実行します。

+

** *その他*：1つ以上のボリュームの作成に使用する各プールまたはボリュームグループで

'新しいボリュームの追加をクリックします

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

ボリューム名

 a|

ボリュームには、作成時にSystem

Managerによってデフォルトの名前が割り当てられます。デフォルトの名前をそのまま使用するこ

とも、ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定することもできます。

 a|

レポート容量

 a|

新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB

）を定義します。シックボリューム*の場合、最小容量は1MiBであり、最大容量はプールまたはボ

リュームグループ内のドライブの数と容量で決まります。

コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリューム、ボリュームコピー、およびリモート
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ミラー）用のストレージ容量も必要であることに注意してください。そのため、

標準ボリュームにすべての容量を割り当てないでください。

プールの容量は 4GiB 単位で割り当てられます。4GiB
の倍数でない容量を割り当てた場合、その容量は使用できません。全容量を使用できるようにする

ため、 4GiB
単位で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量を使用するにはボリュー

ムの容量を増やすしかありません。

 a|

セグメントサイズ（ Segment Size ）

 a|

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリュームグループのボリューム
についてのみ表示されます。セグメントサイズを変更することでパフォーマンスを最適化すること

ができます。

*許容される変更後のセグメントサイズ*-許容される変更後のセグメントサイズがSystem

Managerで判別されます。現在のセグメントサイズの変更後のサイズとして適切でないものは、ド
ロップダウンリストに表示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメントサ

イズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが 32KiB

であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB または 64KiB が許容されます。

* SSDキャッシュが有効なボリューム*-

SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができます。4K

iB のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロックの

I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB

以下の場合など）場合のみにしてください。SSD
キャッシュが有効なボリュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメ

ントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがあります。

*セグメントサイズの変更にかかる時間*-

ボリュームのセグメントサイズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

*** ホストからの I/O 負荷

*** ボリュームの修正の優先順位

*** ボリュームグループ内のドライブの数

*** ドライブチャネルの数

*** ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O

パフォーマンスに影響しますが、データの可用性は維持されます。
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 a|

セキュリティ対応

 a|

*「Secure

Capable」の横には、プールまたはボリュームグループに属するドライブがセキュア対応である場

合のみ「Secure Capable」と表示されます。

ドライブセキュリティは、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデータへの不
正アクセスを防止します。このオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効になっていて、ス

トレージアレイのセキュリティキーが設定されている場合にのみ使用できます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方
を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応

である必要があります。

 a|

ダ

 a|

* 「 DA 」の横には、プールまたはボリュームグループのドライブで Data Assurance （ DA

）がサポートされている場合にのみ「 Yes 」と表示されます。

DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。DA
を使用すると、データがコントローラ経由でドライブに転送される際にストレージアレイがエラー

の有無をチェックできます。新しいボリュームに DA

を使用すると、すべてのエラーが検出されます。

|===

====

** *アプリケーション固有のワークロード*--

選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を受け入れるには、[次へ]をクリックし

ます。選択したワークロードのシステム推奨のボリュームと特性を変更、追加、または削除するに

は、[ボリュームの編集]をクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

ボリューム名

 a|

ボリュームには、作成時にSystem
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Managerによってデフォルトの名前が割り当てられます。デフォルトの名前をそのまま使用するこ

とも、ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定することもできます。

 a|

レポート容量

 a|

新しいボリュームの容量と単位（ MiB 、 GiB 、または TiB

）を定義します。シックボリューム*の場合、最小容量は1MiBであり、最大容量はプールまたはボ

リュームグループ内のドライブの数と容量で決まります。

コピーサービス（Snapshotイメージ、Snapshotボリューム、ボリュームコピー、およびリモート

ミラー）用のストレージ容量も必要であることに注意してください。そのため、

標準ボリュームにすべての容量を割り当てないでください。

プールの容量は 4GiB 単位で割り当てられます。4GiB
の倍数でない容量を割り当てた場合、その容量は使用できません。全容量を使用できるようにする

ため、 4GiB
単位で容量を指定してください。使用不可容量が存在する場合、その容量を使用するにはボリュー

ムの容量を増やすしかありません。

 a|

ボリュームタイプ

 a|

アプリケーション固有のワークロード用に作成されたボリュームのタイプを示します。

 a|

セグメントサイズ（ Segment Size ）

 a|

セグメントのサイジングに関する設定が表示されます。これは、ボリュームグループのボリューム
についてのみ表示されます。セグメントサイズを変更することでパフォーマンスを最適化すること

ができます。

*許容される変更後のセグメントサイズ*-許容される変更後のセグメントサイズがSystem

Managerで判別されます。現在のセグメントサイズの変更後のサイズとして適切でないものは、ド
ロップダウンリストに表示されません。通常、許容される変更後のサイズは、現在のセグメントサ

イズの倍または半分です。たとえば、ボリュームの現在のセグメントサイズが 32KiB

であれば、ボリュームの新しいセグメントサイズとして 16KiB または 64KiB が許容されます。

* SSDキャッシュが有効なボリューム*-

SSDキャッシュが有効なボリュームでは、セグメントサイズを4KiBに指定することができます。4K

iB のセグメントサイズを選択するのは、 SSD キャッシュが有効なボリュームで小さいブロックの
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I/O 処理を実行する（ I/O ブロックサイズが 16KiB

以下の場合など）場合のみにしてください。SSD
キャッシュが有効なボリュームで大きいブロックのシーケンシャル処理を実行する場合は、セグメ

ントサイズとして 4KiB を選択するとパフォーマンスが低下することがあります。

*セグメントサイズの変更にかかる時間*-

ボリュームのセグメントサイズの変更にかかる時間は、次の要因によって異なります。

*** ホストからの I/O 負荷

*** ボリュームの修正の優先順位

*** ボリュームグループ内のドライブの数

*** ドライブチャネルの数

*** ストレージアレイコントローラの処理能力

ボリュームのセグメントサイズを変更すると I/O

パフォーマンスに影響しますが、データの可用性は維持されます。

 a|

セキュリティ対応

 a|

*「Secure

Capable」の横には、プールまたはボリュームグループに属するドライブがセキュア対応である場

合のみ「Secure Capable」と表示されます。

ドライブセキュリティを使用すると、ストレージアレイから物理的に取り外されたドライブ上のデ
ータへの不正アクセスを防止できます。このオプションは、ドライブセキュリティ機能が有効にな

っていて、ストレージアレイのセキュリティキーが設定されている場合にのみ使用できます。

プールまたはボリュームグループにはセキュリティ対応とセキュリティ対応でないドライブの両方
を含めることができますが、暗号化機能を使用するためにはすべてのドライブがセキュリティ対応

である必要があります。

 a|

ダ

 a|

* 「 DA 」の横には、プールまたはボリュームグループのドライブで Data Assurance （ DA

）がサポートされている場合にのみ「 Yes 」と表示されます。

DA を使用すると、ストレージシステム全体のデータの整合性が向上します。DA
を使用すると、データがコントローラ経由でドライブに転送される際にストレージアレイがエラー

の有無をチェックできます。新しいボリュームに DA

を使用すると、すべてのエラーが検出されます。
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|===

====

. 選択したアプリケーションのボリューム作成手順を続行するには、「

*次へ」をクリックし、に進みます <<手順4：ボリュームの構成を確認する>>。

== 手順4：ボリュームの構成を確認する

作成するボリュームの概要を確認し、必要に応じて変更を加えます。

.手順

. 作成するボリュームを確認します。[戻る]をクリックして変更を行います。

. ボリューム構成に問題がなければ、「 * 完了 * 」をクリックします。

.結果

選択したプールとボリュームグループに新しいボリュームが作成され、All

Volumes（すべてのボリューム）テーブルに新しいボリュームが表示されます。

.完了後

*

アプリケーションがボリュームを使用できるように、アプリケーションホストのオペレーティング

システムに対して必要な変更を行います。

* ホスト・ベースの

hhot_add'ユーティリティまたはオペレーティング・システム固有のユーティリティ（サード・パ

ーティ・ベンダーから入手可能）を実行し'SMdevicesユーティリティを実行して'ボリューム名と

ホスト・ストレージ・アレイ名を関連付けます

+

hot addユーティリティと'smdevicesユーティリティは

'SMutilsパッケージの一部として含まれています「SMutils」パッケージは、ホストがストレー

ジアレイから認識する内容を検証するためのユーティリティの集合です。SANtricity

ソフトウェアのインストールに含まれています。

[[ID7a18b371f4d307a40d59516a9d013800]]

= ボリュームを割り当てます

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

I/O処理に使用できるように、ボリュームをホストまたはホストクラスタに割り当てる必要がありま

す。これにより、ストレージアレイ内の1つ以上のボリュームへのアクセスがホストまたはホストク

ラスタに許可されます。

.作業を開始する前に

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

* ボリュームは一度に 1 つのホストまたはホストクラスタにのみ割り当てることができます。

* 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

* あるホストまたはホストクラスタからボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（

LUN）を複数回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

次の場合、ボリュームの割り当ては失敗します。

* すべてのボリュームが割り当てられている。

* ボリュームはすでに別のホストまたはホストクラスタに割り当てられています。

次の場合、ボリュームを割り当てることはできません。

* 有効なホストまたはホストクラスタが存在しません。

* ホストポート識別子がホストに対して定義されていない。

* すべてのボリューム割り当てが定義されている。

.このタスクについて

未割り当てのボリュームはすべて表示されますが、ホストが Data Assurance （ DA

）対応かどうかで処理は次のように異なります。

* DA 対応ホストの場合は、 DA 有効、 DA 無効のどちらのボリュームでも選択できます。

* DA 対応でないホストで DA

が有効なボリュームを選択した場合、ボリュームをホストに割り当てる前にボリュームの DA

を自動的に無効にする必要があるという警告が表示されます。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. ボリュームを割り当てるホストまたはホストクラスタを選択し、 * ボリュームの割り当て *

をクリックします。

+

ダイアログボックスに割り当て可能なすべてのボリュームが表示されます。任意の列をソートした

り、 * Filter *
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ボックスに何かを入力すると、特定のボリュームを簡単に見つけることができます。

.

割り当てる各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーにあるチェ

ックボックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

. [*Assign*] をクリックして、操作を完了します。

.結果

ホストまたはホストクラスタへのボリュームの割り当てが完了すると、次の処理が実行されます。

* 割り当てられたボリュームに次に使用可能な LUN 番号が受信されます。ホストはこの LUN

番号を使用してボリュームにアクセスします。

*

ホストに関連付けられているボリュームの一覧にユーザが指定したボリューム名が表示されます。
該当する場合、ホストに関連付けられているボリュームの一覧には、工場出荷時に設定されたアク

セスボリュームも表示されます。

:leveloffset: -1

= ホストとホストクラスタを管理

:leveloffset: +1

[[IDf4657bca9582b18098923587d7138af3]]

= ホストの設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストの名前、ホストのオペレーティングシステムタイプ、および関連付けられているホストクラ

スタを変更できます。

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Hosts]*。

. 編集するホストを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

ダイアログボックスが開き、現在のホスト設定が表示されます。
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. まだ選択されていない場合は、*プロパティ*タブをクリックします。

. 必要に応じて設定を変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

ユーザが指定したホストの名前を変更できます。ホストの名前は必ず指定する必要があります。

 a|

関連付けられているホストクラスタです

 a|

次のいずれかのオプションを選択できます。

** *なし*--
ホストはスタンドアロンホストのままです。ホストがホストクラスタに関連付けられている場合は

、ホストがクラスタから削除されます。

** *<ホストクラスタ>*--選択したクラスタにホストを関連付けます

 a|

ホストオペレーティングシステムのタイプ

 a|

定義したホストで実行されているオペレーティングシステムのタイプを変更できます。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[[IDceffe42612ec7d8beca9be9f86496820]]

= ホストクラスタの設定を変更します

:allow-uri-read:
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:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストクラスタの名前を変更したり、ホストクラスタ内のホストを追加または削除したりできます

。

.手順

. メニューから「*」を選択します。Storage [Hosts]*。

. 編集するホストクラスタを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

ダイアログボックスが開き、ホストクラスタの現在の設定が表示されます。

. ホストクラスタの設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

名前

 a|

ユーザが指定したホストクラスタの名前を指定できます。クラスタの名前は必ず指定する必要があ

ります。

 a|

関連付けられているホスト

 a|

ホストを追加するには、[*Associated

Hosts*]ボックスをクリックし、ドロップダウンリストからホスト名を選択します。ホスト名を手

動で入力することはできません。

ホストを削除するには、ホスト名の横にある* X *をクリックします。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。
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[[ID734b0b4fd4bf2d23ad413ea9446f77e8]]

= ボリュームの割り当てを解除する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストまたはホストクラスタからボリュームへのI/Oアクセスが不要になった場合は、ホストまたは

ホストクラスタからそのボリュームの割り当てを解除します。

.このタスクについて

ボリュームの割り当てを解除する際は、次のガイドラインに注意してください。

*

最後に割り当てたボリュームをホストクラスタから削除する際に、特定のボリュームが割り当てら
れているホストがホストクラスタにある場合は、最後に割り当てたボリュームを削除する前にホス

トに割り当てられたボリュームを削除または移動してください。

*

ホストクラスタ、ホスト、またはホストポートがオペレーティングシステムに登録されたボリュー
ムに割り当てられている場合は、その登録をクリアしてからこれらのノードを削除する必要があり

ます。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. 編集するホストまたはホストクラスタを選択し、*ボリュームの割り当て解除

*をクリックします。

+

現在割り当てられているすべてのボリュームを示すダイアログボックスが表示されます。

.

割り当てを解除する各ボリュームの横にあるチェックボックスを選択するか、テーブルヘッダーに

あるチェックボックスを選択してすべてのボリュームを選択します。

. Unassign *をクリックします。

.結果

* 割り当てを解除したボリュームは新しい割り当てに使用できます。

*

変更がホストで設定されるまで、ボリュームは引き続きホストオペレーティングシステムで認識さ

れます。
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[[IDd58e5af5fa558b98a364b59f124a00eb]]

= ホストのホストポート識別子を変更する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストポート識別子のユーザラベルを変更する場合、ホストに新しいホストポート識別子を追加す
る場合、またはホストからホストポート識別子を削除する場合は、ホストポート識別子を変更しま

す。

.このタスクについて

ホストポート識別子を変更する際は、次のガイドラインに注意してください。

* *-

ホストポートを追加すると、ストレージアレイに接続するために作成したホストにホストポート識

別子が関連付けられます。ポート情報は、ホストバスアダプタ（HBA）ユーティリティを使用して手

動で入力できます。

* *編集*--ホストポートを編集して'ホストポートを別のホストに移動(関連付け

)することができますホストバスアダプタまたはiSCSIイニシエータを別のホストに移動した場合は

、ホストポートを新しいホストに移動（関連付ける）する必要があります。

* *削除*--ホストポートを削除して'ホストからホストポートを削除(関連付けを解除

)することができます

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. ポートを関連付けるホストを選択し、 * 表示 / 設定の編集 * をクリックします。

+

ホストクラスタのホストにポートを追加する場合は、ホストクラスタを展開して目的のホストを選

択します。ホストクラスタレベルでポートを追加することはできません。

+

ダイアログボックスが開き、現在のホスト設定が表示されます。

. [ ホストポート *] タブをクリックします。

+

ダイアログボックスに現在のホストポート識別子が表示されます。

. ホストポート識別子の設定を必要に応じて変更します。
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+

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

ホストポート

 a|

次のいずれかのオプションを選択できます。

** *追加-- Addを使用して

'新しいホストポート識別子をホストに関連付けますホストポート識別子名の長さは、ホストインタ

ーフェイスのテクノロジによって決まります。

+

*** Fibre Channelのホストポート識別子名は16文字にする必要があります。

*** InfiniBandホストポート識別子名は16文字にする必要があります。

*** iSCSI のホストポート識別子名は最大 223 文字です。

*** ポートは一意である必要があります。

*** すでに設定されているポート番号は使用できません。

** *Delete *-- Deleteを使用して、ホストポート識別子を削除(関連付けを解除)します。*

Delete *

オプションを使用しても、ホスト・ポートは物理的には削除されません。このオプションを選択す

ると、ホストポートとホストの間の関連付けが削除されます。ホストバスアダプタまたは iSCSI

イニシエータを削除しないかぎり、ホストポートは引き続きコントローラで認識されます。

+

[IMPORTANT]

====

ホストポート識別子を削除すると、そのホストとの関連付けが解除されます。また、ホストはホス

トに割り当てられているボリュームにこのホストポート識別子経由でアクセスできなくなります。

====

 a|

ラベル

 a|

ポートラベル名を変更するには、* Edit

*アイコン（鉛筆）をクリックします。ポートラベル名は一意である必要があります。すでに設定さ

れているラベル名は使用できません。
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 a|

CHAPシークレット

 a|

iSCSIホストにのみ表示されます。イニシエータ（iSCSIホスト）のCHAPシークレットを設定また

は変更できます。

System Managerは、チャレンジハンドシェイク認証プロトコル（CHAP

）方式を使用します。CHAPは初回のリンク確立時にターゲットとイニシエータのIDを検証します。

認証は、CHAPシークレットと呼ばれる共有セキュリティキーに基づいて行われます。

|===

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[[ID870fdaeab73869aa21879deadb0fface]]

= ホストまたはホストクラスタを削除

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストまたはホストクラスタを削除することができます。

.このタスクについて

ホストまたはホストクラスタを削除する際は、次のガイドラインに注意してください。

*

ボリュームの割り当てはすべて削除され、関連付けられたボリュームを新しい割り当てに使用でき

るようになります。

*

ホストが属するホストクラスタに固有の割り当てがある場合、ホストクラスタへの影響はありませ
ん。ただし、ホストが属するホストクラスタに他の割り当てがない場合は、ホストクラスタとそれ
に関連付けられている他のすべてのホストまたはホストポート識別子にデフォルトの割り当てが継

承されます。

* ホストに関連付けられていたホストポート識別子の定義は削除されます。

.手順

. メニューから「 Storage [Hosts] 」を選択します。

. 削除するホストまたはホストクラスタを選択し、* Delete *をクリックします。

+

[* confirmation *（*確認）]ダイアログボックスが表示されます
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. 処理を実行することを確認し、* Delete *をクリックします。

.結果

ホストを削除すると、システムは次の処理を実行します。

* ホストを削除し、該当する場合はホストクラスタからも削除します。

* 割り当てられているボリュームへのアクセスを削除します。

* 関連付けられているボリュームの割り当てを解除します。

* ホストに関連付けられているホストポート識別子の関連付けを解除します。

ホストクラスタを削除すると、システムは次の処理を実行します。

* ホストクラスタとそれに関連付けられているホスト（存在する場合）を削除します。

* 割り当てられているボリュームへのアクセスを削除します。

* 関連付けられているボリュームの割り当てを解除します。

* ホストに関連付けられているホストポート識別子の関連付けを解除します。

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[ID25d00cc0ab46a580e0d5b512b62d493b]]

= ホストおよびホストクラスタとは何ですか？
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[role="lead"]

ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを送信するサーバです。ホストクラスタはホスト
のグループです。ホストクラスタを作成すると、同じボリュームを複数のホストに簡単に割り当て

ることができます。
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ホストは個別に定義します。ホストを独立したエンティティにすることも、ホストクラスタに追加
することもできます。個々のホストにボリュームを割り当てることができます。または、ホストを

ホストクラスタの一部として指定し、1つ以上のボリュームへのアクセスをホストクラスタ内の他の

ホストと共有することもできます。

ホストクラスタは、SANtricity System

Managerで作成する論理エンティティです。ボリュームを割り当てる前に、ホストクラスタにホス

トを追加する必要があります。

[[IDd43d2a87f555dd9531ed9a569656156c]]

= ホストクラスタを作成する必要があるのはどのような場合ですか？
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[role="lead"]

複数のホストから同じボリュームセットにアクセスする場合は、ホストクラスタを作成する必要が
あります。通常、個々のホストには、ボリュームへのアクセスを調整するためのクラスタリングソ

フトウェアがインストールされています。

[[IDc15fa2300f740144a94d3aa27d566aad]]

= 正しいホストオペレーティングシステムタイプを特定するにはどうすればよいですか？

:allow-uri-read:
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Host Operating System

Typeフィールドには、ホストのオペレーティングシステムが表示されます。推奨されるホストタイ

プをドロップダウンリストから選択するか、Host Context Agent（

HCA）でホストおよび適切なホストオペレーティングシステムのタイプを設定することができます。

ドロップダウンリストに表示されるホストタイプは、ストレージアレイのモデルとファームウェア
バージョンによって異なります。最新バージョンでは、最も一般的なオプションが最初に表示され
ますが、これは最も適切なオプションです。このリストに表示されるオプションが完全にサポート

されているとは限りません。

[NOTE]

====
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ホストのサポートの詳細については、を参照してください

https://mysupport.netapp.com/NOW/products/interoperability["NetApp

Interoperability Matrix を参照してください"^] ツール。

====

リストに表示されるホストタイプは次のとおりです。

[cols="2*"]

|===

| ホストオペレーティングシステムのタイプ | オペレーティングシステム（

OS）とマルチパスドライバ

 a|

Linux DM-MP（カーネル3.10以降）

 a|

Device Mapper Multipathのフェイルオーバー解決策 と3.10以降のカーネルを使用する

Linuxオペレーティングシステムをサポートします。

 a|

VMware ESXi

 a|

VMwareに組み込みのストレージアレイタイプポリシーモジュールであるSATP_ALUAを使用してNat

ive Multipathing Plug-in（NMP）アーキテクチャを実行するVMware

ESXiオペレーティングシステムをサポートします。

 a|

Windows（クラスタまたは非クラスタ）

 a|

ATTOマルチパスドライバを実行しないWindowsクラスタ構成または非クラスタ構成をサポートしま

す。

 a|

ATTOクラスタ（すべてのオペレーティングシステム）

 a|

ATTO Technology、

Inc.のマルチパスドライバを使用するすべてのクラスタ構成をサポートします。

 a|
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Linux（Veritas DMP）

 a|

Veritas DMPマルチパス解決策 を使用するLinuxオペレーティングシステムをサポートします。

 a|

Linux（ATTO）

 a|

ATTO Technology、Inc.のマルチパスドライバを使用する

Linuxオペレーティングシステムをサポートします。

 a|

Mac OS（ATTO）

 a|

ATTO Technology、Inc.のマルチパスドライバを使用するMac

OSバージョンをサポートします。

 a|

Windows（ATTO）

 a|

ATTO Technology、Inc.のマルチパスドライバを使用する

Windowsオペレーティングシステムをサポートします。

 a|

FlexArray （ALUA）

 a|

マルチパスにALUAを使用するNetApp FlexArray システムをサポートします。

 a|

IBM SVCの場合

 a|

IBM SAN Volume Controller構成をサポートします。

 a|

工場出荷時のデフォルト

 a|
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ストレージアレイの初回起動用です。ホストオペレーティングシステムのタイプが工場出荷時のデ
フォルトに設定されている場合は、接続先ホストで実行されているホストオペレーティングシステ

ムとマルチパスドライバに合わせて変更します。

 a|

Linux DM-MP（カーネル3.9以前）

 a|

Device Mapper Multipathのフェイルオーバー解決策 と3.9以前のカーネルを使用する

Linuxオペレーティングシステムをサポートします。

 a|

Windowsクラスタ（廃止）

 a|

ホストオペレーティングシステムのタイプがこの値に設定されている場合は、代わりにWindows（

クラスタまたは非クラスタ）の設定を使用します。

|===

HCAがインストールされ、ストレージがホストに接続されると、HCAはI/Oパス経由でホストトポロ
ジをストレージコントローラに送信します。ホストトポロジに基づいて、ストレージコントローラ

はホストと関連するホストポートを自動的に定義し、ホストタイプを設定します。

[NOTE]

====

推奨されるホストタイプがHCAで選択されない場合は、System

Managerでホストタイプを手動で設定する必要があります。

====

[[ID138041970f2a431e4fc679477ed0e303]]

= HBAおよびアダプタポートとは何ですか？

:allow-uri-read:
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ホストバスアダプタ（HBA）はホストに搭載されるボードで、1つ以上のホストポートが搭載されて

います。ホストポートは、コントローラに物理的に接続されるホストバスアダプタ（HBA）のポート

で、I/O処理に使用されます。
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HBAのアダプタポートはホストポートと呼ばれます。ほとんどのHBAには1つまたは2つのホストポー

トがあります。HBAと各HBAホストポートには、それぞれ一意のWorld Wide Identifier（

WWID）が割り当てられています。SANtricity System

Managerからホストを手動で作成する場合、またはHost Context

Agentでホストを自動的に作成する場合は、ホストポート識別子を使用して、適切なHBAを物理ホス

トに関連付けます。

[[IDa83fc47f2d68f6f65e69075bbae95e20]]

= ホストポートをホストに一致させるにはどうすればよいですか？
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[role="lead"]

ホストを手動で作成する場合は、まずホストで利用可能な適切なHost Bus Adapter（

HBA；ホストバスアダプタ）ユーティリティを使用して、ホストにインストールされている各HBAに

関連付けられているホストポート識別子を特定する必要があります。

この情報を確認したら、System Managerの* Create Host

*ダイアログに表示されたリストから、ストレージアレイにログインしているホストポート識別子を

選択します。

[NOTE]

====

作成するホストに適したホストポート識別子を選択してください。誤ったホストポート識別子を関

連付けると、別のホストからこのデータへの原因

の意図しないアクセスが発生する可能性があります。

====

各ホストにインストールされているHost Context Agent（

HCA）を使用してホストを自動的に作成する場合は、HCAによって各ホストにホストポート識別子が

自動的に関連付けられ、適宜設定されます。

[[ID8798251c929709946d5fc9c906786958]]

= CHAPシークレットを作成するにはどうすればよいですか？
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[role="lead"]

ストレージアレイに接続されているiSCSIホスト上でチャレンジハンドシェイク認証プロトコル（C

HAP）認証を設定する場合は、iSCSIホストごとにイニシエータのCHAPシークレットを再入力する

必要があります。これを行うには、System Managerをホストの作成処理または設定の表示

/編集オプションのどちらかとして使用します。

CHAP相互認証を使用する場合は、ストレージアレイのターゲットCHAPシークレットを［設定］ペー

ジで定義し、各iSCSIホストでそのターゲットCHAPシークレットを再入力する必要もあります。

[[IDf59525eea6b76c418398c09fd34309cc]]

= デフォルトクラスタとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

デフォルトクラスタはシステム定義のエンティティです。ストレージアレイにログインしたホスト

バスアダプタ（HBA）ホストポート識別子がホストに関連付けられていない場合、そのポートはデフ
ォルトクラスタに割り当てられているボリュームへのアクセスを許可されます。ホストに関連付け
られていないホストポート識別子は、ホストに物理的に搭載されてストレージアレイにログインし

ているが、特定のホストに論理的に関連付けられていないホストポートです。

[NOTE]

====

ホストがストレージアレイ内の特定のボリュームにアクセスできるようにする場合は、デフォルト

クラスタを使用する_は_しない_選択します。代わりに、ホストポート識別子を対応するホストに関

連付ける必要があります。この作業は、ホスト作成時にSystem

Managerを使用して手動で実行するか、各ホストにインストールされているHost Context

Agent（HCA）を使用して自動的に実行できます。その後、ボリュームを個々のホストまたはホスト

クラスタに割り当てます。

====

デフォルトクラスタは、すべてのホストとストレージアレイに接続されたすべてのログイン済みホ
ストポート識別子がすべてのボリュームにアクセスできるようにするための外部ストレージ環境を

構築する場合にのみ使用してください（フルアクセスモード）

特に、ホストをストレージアレイまたはSystem Managerで認識させません。

最初にボリュームをデフォルトクラスタに割り当てる際には、コマンドラインインターフェイス（C

LI）を使用する必要があります。ただし、ボリュームを少なくとも1つデフォルトクラスタに割り当

てるとSystem Managerに表示され、System Managerで管理できるようになります。
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:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= パフォーマンス

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1

[[IDbf3553e09757ffef78518114e6795c73]]

= パフォーマンスの概要
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パフォーマンスページには、いくつかの重要な領域でストレージアレイのパフォーマンスを評価で

きる、データのグラフと表が表示されます。

パフォーマンス機能を使用すると、次のタスクを実行できます。

*

パフォーマンスデータをほぼリアルタイムで表示し、ストレージアレイに問題が発生しているかど

うかを確認できます。

*

パフォーマンスデータをエクスポートしてストレージアレイの履歴を確認し、問題の発生時期や原

因を特定する。

* 表示するオブジェクト、パフォーマンス指標、期間を選択します。

* 指標を比較する。

パフォーマンスデータは次の3つの形式で表示できます。

* *リアルタイムのグラフ*--パフォーマンスデータをほぼリアルタイムでグラフに出力します。

* *ほぼリアルタイムの表*--パフォーマンスデータをほぼリアルタイムで表に表示します。

* *エクスポートされたCSVファイル*--表形式のパフォーマンスデータを

'さらに表示および分析するためにカンマ区切りのファイルに保存できます
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== パフォーマンスデータ形式の特徴

[cols="5*"]

|===

| *パフォーマンス監視のタイプ* | *サンプリング間隔* | *表示時間の長さ* |

*表示されるオブジェクトの最大数* | *データの保存機能*

 a|

リアルタイムのグラフ、ライブ

リアルタイムのグラフ、履歴

 a|

10秒（ライブ）

5分（履歴）

表示されるデータポイントは選択した期間によって異なります

 a|

デフォルトは1時間です。

選択肢：

* 5 分

* 1 時間

* 8 時間

* 1日

* 7日

* 30日

 a|

5.

 a|

いいえ

 a|

ほぼリアルタイムの表（表形式）

 a|

10秒~1時間

 a|

最新の値

 a|
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無制限

 a|

はい。

 a|

カンマ区切り値（CSV）ファイル

 a|

選択した期間によって異なります

 a|

選択した期間によって異なります

 a|

無制限

 a|

はい。

|===

== パフォーマンスデータを表示する際のガイドライン

* パフォーマンスデータの収集は常にオンです。オフにするオプションはありません。

* ストレージアレイがサンプリング間隔で照会され、データが更新されます。

* グラフデータでは、期間を5分に設定すると10秒ごとのサンプリングで

5分間の平均が算出されます。他のすべての期間は5分ごとに更新され、選択した期間の平均が算出

されます。

*

グラフィカルビューのパフォーマンスデータはリアルタイムで更新されます。表形式のパフォーマ

ンスデータはほぼリアルタイムで更新されます。

*

データの収集中に監視対象のオブジェクトが変わると、選択した期間全体をカバーするデータポイ
ントがオブジェクトに存在しない場合があります。たとえば、ボリュームが作成、削除、割り当て
、割り当て解除されるとボリュームセットが変わる場合があり、また、ドライブが追加、削除され

たり、障害が発生したりする可能性もあります。

[[IDedb03f6ddc24792edafb7cccee1e7893]]

= パフォーマンスの用語
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[role="lead"]

ストレージアレイに関連するパフォーマンスの用語を次に示します。

[cols="2*"]

|===

| 期間 | 説明

 a|

アプリケーション

 a|

アプリケーションとは、SQLやExchangeなどのソフトウェアプログラムです。

 a|

CPU

 a|

CPUは「中央処理装置」用ではありません。

cpuは、ストレージアレイの使用中の処理容量の割合を示します。

 a|

ホスト

 a|

ホストは、ストレージアレイ上のボリュームにI/Oを送信するサーバです。

 a|

IOPS

 a|

IOPSは、1秒あたりのI/O処理数です。

 a|

レイテンシ

 a|

レイテンシは、読み取りや書き込みコマンドなどの要求を送信してから、ホストまたはストレージ

アレイから応答が返されるまでの時間です。

 a|

LUN
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 a|

Logical Unit Number（

LUN；論理ユニット番号）は、ホストがボリュームへのアクセスに使用する番号で、アドレススペー

スに割り当てられます。ボリュームは、LUNの形式でホストに容量として提示されます。

各ホストには独自のLUNアドレススペースがあります。したがって、同じLUNを複数のホストで使用

して、異なるボリュームにアクセスできます。

 a|

MIB

 a|

MiBは、メビバイト（メガバイナリバイト）の略です。1MiBは220、つまり1、048、576バイトで

す。10を基数とするMBとは異なる単位です。1MBは1、024バイトです。

 a|

オブジェクト

 a|

オブジェクトとは、任意の論理または物理ストレージコンポーネントのことです。

論理オブジェクトには、ボリュームグループ、プール、ボリュームがあります。物理オブジェクト

には、ストレージアレイ、アレイコントローラ、ホスト、ドライブがあります。

 a|

プール

 a|

プールは、論理的にグループ化された一連のドライブです。プールを使用して、ホストにアクセス

可能な 1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはプールまたはボリュームグループ

から作成します）。

 a|

読み取り

 a|

読み取りは「読み取り処理」では省略されます。読み取り処理は、ホストがストレージアレイにデ

ータを要求したときに行われます。

 a|

ボリューム
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 a|

ボリュームは、アプリケーション、データベース、およびファイルシステムがデータを格納するコ
ンテナです。ホストがストレージアレイのストレージにアクセスするために作成される論理コンポ

ーネントです。

ボリュームは、プールまたはボリュームグループの使用可能な容量から作成します。ボリュームご

とに容量が定義されています。ボリュームが複数のドライブで構成される場合でも、ホスト側では1

つの論理コンポーネントとして認識され、

 a|

ボリューム名

 a|

ボリューム名は、ボリュームの作成時に割り当てられる文字列です。デフォルトの名前をそのまま
使用することも、ボリュームに格納されたデータのタイプを表した名前を指定することもできます

。

 a|

ボリュームグループ

 a|

ボリュームグループは、同じ特性を持つボリュームのコンテナです。ボリュームグループごとに容

量とRAIDレベルが定義されています。ボリュームグループを使用して、ホストにアクセス可能な1
つ以上のボリュームを作成することができます。（ボリュームはボリュームグループまたはプール

から作成します）。

 a|

ワークロード

 a|

ワークロードは、アプリケーションをサポートするストレージオブジェクトです。アプリケーショ

ンごとに1つ以上のワークロードまたはインスタンスを定義できます。一部のアプリケーションにつ

いては、特性が似たボリュームで構成されるように System Manager
によってワークロードが設定されます。これらのボリューム特性は、ワークロードがサポートする

アプリケーションのタイプに基づいて最適化されます。たとえば、Microsoft SQL

Serverアプリケーションをサポートするワークロードを作成し、そのワークロード用のボリューム

を作成すると、Microsoft SQL

Serverをサポートするようにボリューム特性が最適化されます。

 a|

書き込み

 a|

書き込みは、ホストからストレージ用のアレイにデータが送信されるときの「書き込み処理」には
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適していません。

|===

:leveloffset: -1

= 方法

:leveloffset: +1

[[ID716e0d218647bdbcd225e50574b599c2]]

= グラフィカルなパフォーマンスデータを表示します
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

論理オブジェクト、物理オブジェクト、アプリケーション、およびワークロードのパフォーマンス

データをグラフで表示できます。

.このタスクについて
パフォーマンスグラフには、履歴データとキャプチャ中のライブデータが表示されます。「ライブ

更新」というラベルの付いたグラフ上の縦線は、履歴データとライブデータを区別します。

*ホームページ表示*

ホームページには、ストレージアレイレベルのパフォーマンスを示すグラフが表示されます。この

ビューから限定された指標を選択することも、「*パフォーマンスの詳細を表示」をクリックして利

用可能なすべての指標を選択することもできます。

*詳細表示*

詳細なパフォーマンスビューでは、3つのタブからそれぞれグラフを使用できます。

* *論理ビュー*--
ボリュームグループおよびプール別にグループ化された論理オブジェクトのパフォーマンスデータ

を表示します論理オブジェクトには、ボリュームグループ、プール、ボリュームがあります。

* *物理ビュー*--
コントローラ、ホストチャネル、ドライブチャネル、ドライブのパフォーマンスデータを表示しま

す。

* *アプリケーションとワークロードビュー*-
定義したアプリケーションタイプとワークロード別にグループ化された論理オブジェクト（ボリュ
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ーム）のリストが表示されます。

.手順

. 「* Home *」を選択します。

. アレイレベルのビューを選択するには、IOPS、MiB/秒、またはCPUボタンをクリックします。

. 詳細を表示するには、*パフォーマンスの詳細を表示*をクリックします。

. 論理ビュー*タブ、*物理ビュー*タブ、または*アプリケーションとワークロードの表示

*タブを選択します。

+

オブジェクトタイプに応じて、各タブに異なるグラフが表示されます。

+

[cols="2*"]

|===

| ビューのタブ | 各オブジェクトタイプについて表示されるパフォーマンスデータ

 a|

論理ビュー

 a|

** *ストレージアレイ*：IOPS、MiB/秒

** *プール*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

** *ボリュームグループ*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

** *ボリューム*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

 a|

物理ビュー

 a|

** *コントローラ*：IOPS、MiB/秒、CPU、ヘッドルーム

** *ホストチャネル*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒、ヘッドルーム

** *ドライブチャネル*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

** *ドライブ*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

 a|

アプリケーションとワークロードビュー

 a|

** *ストレージアレイ*：IOPS、MiB/秒

** *アプリケーション*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

** *ワークロード*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒

** *ボリューム*：レイテンシ、IOPS、MiB/秒
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|===

. オプションを使用して、必要なオブジェクトと情報を表示します。

+

.オプション（ Options ）

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| オブジェクトを表示するためのオプション | 説明

 a|

ドロワーを展開してオブジェクトのリストを表示します。

 a|

_Navigationドロワー_には、プール、ボリュームグループ、ドライブなどのストレージオブジェ

クトが含まれます。

ドロワーをクリックすると、ドロワー内のオブジェクトのリストが表示されます。

 a|

表示するオブジェクトを選択します。

 a|

各オブジェクトの左側にあるチェックボックスをオンにして、表示するパフォーマンスデータを選

択します。

 a|

フィルタを使用して、オブジェクト名または名前の一部を検索します。

 a|

[フィルタ（Filter）]ボックスに、ドロワー内のオブジェクトのみをリストするオブジェクトの名

前または名前の一部を入力する。

 a|

オブジェクトを選択した後、*グラフの更新*をクリックします。

 a|

ドロワーからオブジェクトを選択した後、[*グラフの更新*]を選択して、選択した項目のグラフデ

ータを表示します。
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 a|

グラフの表示と非表示を切り替えます

 a|

グラフの表示と非表示を切り替えるには、グラフのタイトルを選択します。

|===

====

. 必要に応じて、パフォーマンスデータを表示するための追加のオプションを使用します。

+

.その他のオプション

[%collapsible]

====

[cols="2*"]

|===

| オプション | 説明

 a|

期間

 a|

表示する期間（5分、1時間、8時間、1日、7日）を選択します。 または30日）。デフォルトは

1時間です。

NOTE:

30日間のパフォーマンスデータをロードするには数分かかることがあります。データのロード中は

、Webページから移動したり閉じたりしないでください。また、ブラウザをリフレッシュしないでく

ださい。

 a|

データポイントの詳細

 a|

グラフにカーソルを合わせると、特定のデータポイントの指標が表示されます。

 a|

スクロールバー

 a|

グラフの下にあるスクロールバーを使用すると、前後の期間を表示できます。

 a|

ズームバー
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 a|

グラフの下にあるズームバーハンドルをドラッグすると、期間を拡大表示できます。ズームバーを

広げるほど、グラフの細かい部分が小さくなります。

グラフをリセットするには、いずれかの期間のオプションを選択します。

 a|

ドラッグアンドドロップ

 a|

グラフ上で、カーソルをある時点から別の時点にドラッグすると、特定の期間を拡大表示できます

。

グラフをリセットするには、いずれかの期間のオプションを選択します。

|===

====

[[ID157aedcc939ecdc896d5bac020bca71b]]

= 表形式のパフォーマンスデータを表示および保存する

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

パフォーマンスグラフのデータを表形式で表示および保存することができます。これにより、表示

するデータをフィルタできます。

.手順

. 任意のパフォーマンスデータグラフから、[テーブルビューの起動*]をクリックします。

+

選択したオブジェクトのすべてのパフォーマンスデータを示すテーブルが表示されます。

. 必要に応じて、オブジェクト選択のプルダウンとフィルタを使用します。

. [列の表示/非表示]ボタンをクリックして、テーブルに含める列を選択します。

+

各チェックボックスをクリックして、項目を選択または選択解除できます。

. 画面下部の* Export *（エクスポート）を選択して、表形式ビューをカンマ区切り値（

CSV）のファイルに保存します。

+
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エクスポートする行の数とエクスポートのファイル形式（カンマ区切り値またはCSV形式）を示す*

エクスポートテーブル*（* Export Table *）ダイアログボックスが表示されます。

. 「* Export（エクスポート）*」をクリックしてダウンロードを続行するか、「*

Cancel（キャンセル）*」をクリックします。

+

ブラウザの設定に応じて、ファイルが保存されるか、ファイルの名前と場所を選択するように求め

られます。

+

デフォルトのファイル名の形式は'performanceStatistics-yyyy-mm-dd_hh-mm-

ss.csv'で、ファイルのエクスポート日時が含まれます。

[[ID119ed6ac8c26627d5f34ca9698b1f1b7]]

= パフォーマンスデータを解釈する

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

パフォーマンスデータは、ストレージアレイのパフォーマンス調整に役立ちます。

パフォーマンスデータを解釈するときは、いくつかの要因がストレージアレイのパフォーマンスに

影響することに注意してください。次の表に、考慮すべき主な要素を示します。

[cols="2*"]

|===

| パフォーマンスデータ | パフォーマンス調整の関連事項

 a|

レイテンシ（ミリ秒、ms）

 a|

特定のオブジェクトのI/Oアクティビティを監視します。

ボトルネックになっているオブジェクトを特定できる可能性があります。

*

ボリュームグループが複数のボリューム間で共有されている場合は、個々のボリュームに独自のボ
リュームグループを割り当てると、ドライブのシーケンシャルパフォーマンスが向上し、レイテン

シが低減される可能性があります。
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*

プールではレイテンシが大きくなり、ドライブ間でワークロードが不均一な場合があるため、レイ

テンシの値はあまり意味がなく、一般的に高くなります。

* ドライブタイプと速度はレイテンシに影響します。ランダム

I/Oの場合、ドライブの回転速度が速いほど、ディスク上の別の場所との間の移動にかかる時間は短

くなります。

*

ドライブ数が少なすぎると、キューに格納されるコマンドが多くなり、ドライブのコマンド処理時

間が長くなるため、システムの一般的なレイテンシが増加します。

* I/Oが大きいと、データの転送にかかる時間が長くなるため、レイテンシが大きくなります。

* レイテンシが高い場合、I/Oパターンが本質的にランダムである可能性があります。ランダム

I/Oのドライブは、シーケンシャルストリームのドライブよりもレイテンシが高くなります。

*

共通のボリュームグループのドライブ間またはボリューム間でレイテンシが不均衡な場合は、ドラ

イブが低速である可能性があります。

 a|

IOPS

 a|

1秒あたりの入出力処理（IOPSまたはIO/秒）に影響する要因には、次のものがあります。

* アクセスパターン（ランダムまたはシーケンシャル）

* I/Oサイズ

* RAIDレベル

* キャッシュブロックサイズ

* 読み取りキャッシュが有効になっているかどうか

* 書き込みキャッシュが有効になっているかどうか

* 動的キャッシュ読み取りプリフェッチ

* セグメントサイズ

* ボリュームグループまたはストレージアレイ内のドライブの数

キャッシュヒット率が高いほど、I/O速度は高くなります。書き込みキャッシュが有効な場合の方が

、無効な場合に比べて書き込みI/O速度が高くなります。個々のボリュームの書き込みキャッシュを

有効にするかどうかを判断するときは、現在のIOPSと最大IOPSを確認します。シーケンシャルI/O

パターンの方が、ランダムI/Oパターンよりも高速です。I/Oパターンに関係なく、書き込みキャッ

シュを有効にしてI/O速度を最大化し、アプリケーションの応答時間を短縮してください。

ボリュームのIOPS統計からは、セグメントサイズの変更によるパフォーマンスの向上を確認できま
す。実際に試して最適なセグメントサイズを決定するか、ファイルシステムサイズまたはデータベ

ースブロックサイズを使用します。
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 a|

MiB/秒

 a|

転送またはスループットの速度は、アプリケーションのI/OサイズとI/O速度によって決まります。

一般に、アプリケーションのI/O要求のサイズが小さいと転送速度は遅くなりますが、I/O速度は上

がり、応答時間は短縮されます。アプリケーションのI/O要求のサイズが大きい場合は、スループッ

トが高速になる可能性があります。

一般的なアプリケーションのI/Oパターンを理解しておくと、特定のストレージアレイの最大I/O転

送速度を決定するのに役立ちます。

 a|

CPU

 a|

使用中の処理能力の割合を示します。

同じタイプのオブジェクトのCPU使用率に差異がある場合があります。たとえば、一方のコントロー

ラのCPU使用率は高く、時間とともに増加していて、もう一方のコントローラは使用率が低く安定し

ています。この場合、1つ以上のボリュームのコントローラ所有権を、CPU使用率の低いコントロー

ラに変更できます。

ストレージアレイ間でCPUを監視する必要がある場合があります。CPU使用率が時間とともに増加し
続け、アプリケーションのパフォーマンスが低下する場合は、ストレージアレイの追加が必要にな
ることがあります。ストレージアレイを追加することで、許容されるパフォーマンスレベルで引き

続きアプリケーションのニーズを満たすことができます。

 a|

ヘッドルーム

 a|

ヘッドルームとは、コントローラ、コントローラホストチャネル、およびコントローラのドライブ
チャネルの残りのパフォーマンス容量を指します。この値は割合で表され、これらのオブジェクト

で実現可能な最大パフォーマンスと現在のパフォーマンスレベルとのギャップを表しています。

* コントローラの場合、ヘッドルームは最大限可能なIOPSの割合です。

* チャネルの場合、ヘッドルームは最大スループット（

MiB/秒）の割合です計算には、読み取りスループット、書き込みスループット、双方向スループッ

トが含まれています。

|===
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:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[IDf4aeb93fb5567c89f08a66854e1d8aec]]

= 個々のボリュームのパフォーマンス統計と合計値との関係はどうなっていますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

プールとボリュームグループの統計は、リザーブ容量用ボリュームを含むすべてのボリュームの集

計によって計算されます。

リザーブ容量は、シンボリューム、Snapshot、非同期ミラーリングをサポートするためにストレー

ジシステムによって内部的に使用され、I/Oホストには表示されません。そのため、プール、コント
ローラ、およびストレージアレイの統計は、表示可能なボリュームの合計ではない場合があります

。

ただし、アプリケーションとワークロードの統計については、表示されるボリュームのみが集計さ

れます。

[[ID0c2b41e8c15b63ea6256ae954e13f1cb]]

= グラフや表にデータがゼロと表示されるのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

グラフや表のデータポイントにゼロと表示される場合は、その時点でオブジェクトのI/Oアクティビ

ティがないことを意味します。ホストがそのオブジェクトへのI/Oを開始していないか、オブジェク

ト自体に問題がある可能性があります。

オブジェクトの履歴データは引き続き表示できます。オブジェクトのI/Oアクティビティが発生する

と、ゼロ以外のデータがグラフと表に表示されます。

次の表に、特定のオブジェクトのデータポイント値がゼロになる最も一般的な理由を示します。
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[cols="2*"]

|===

| アレイレベルのオブジェクトタイプ | データがゼロと表示される理由

 a|

ボリューム

 a|

* ボリュームにホストが割り当てられていない。

 a|

ボリュームグループ

 a|

* ボリュームグループがインポート中である。

* ボリュームグループにホストに割り当てられているボリュームがありません。*_と

_*のボリュームグループにリザーブ容量が含まれていません。

 a|

ドライブ

 a|

* ドライブで障害が発生している。

* ドライブが取り外されている。

* ドライブの状態が不明である。

 a|

コントローラ

 a|

* コントローラがオフラインです。

* コントローラで障害が発生している。

* コントローラが取り外されている。

* コントローラの状態が不明である。

 a|

ストレージアレイ

212



 a|

* ストレージアレイにボリュームが含まれていません。

|===

[[ID1475367b56ad0098d3fc37d0944cb83d]]

= レイテンシグラフにはどのような情報が表示されますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

レイテンシのグラフには、ボリューム、ボリュームグループ、プールについて、レイテンシの統計

がミリ秒（ms）単位で表示されます。
アプリケーション、ワークロードこのグラフは、論理ビュー、物理ビュー、アプリケーションとワ

ークロードのビューの各タブに表示されます。

レイテンシとは、データの読み取りや書き込みが行われるときに発生する遅延のことです。グラフ

の特定のポイントにカーソルを合わせると、その時点における次の値（ミリ秒）が表示されます。

* 読み取り時間

* 書き込み時間

* 平均I/Oサイズ

[[ID4d79a9992df300ff5f462664ab4dd4f9]]

= IOPSグラフには何が表示されますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

IOPSグラフには、1秒あたりの入出力処理数の統計が表示されます。ホームページのこのグラフに
は、ストレージアレイの統計が表示されます。このグラフには、パフォーマンスタイルの論理ビュ
ー、物理ビュー、およびアプリケーションとワークロードのビュータブに、ストレージアレイ、ボ

リューム、ボリュームグループ、プール、アプリケーションの統計が表示されます。

ワークロードを管理できます。
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IOPSは、1秒あたりの入出力（I/O）処理数の略です。グラフの特定のポイントにカーソルを合わせ

ると、その時点における次の値が表示されます。

* 読み取り処理の数

* 書き込み処理の数

* 読み取り処理と書き込み処理の合計数

[[ID71ff5984d0bc50e0b1f3ee32b3329260]]

= MiB/秒グラフには何が表示されますか。

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

MiB/秒のグラフでは、転送速度の統計が1秒あたりのメビバイトで表示されます。ホームページの
このグラフには、ストレージアレイの統計が表示されます。このグラフには、パフォーマンスタイ
ルの論理ビュー、物理ビュー、およびアプリケーションとワークロードのビュータブに、ストレー

ジアレイ、ボリューム、ボリュームグループ、プール、アプリケーションの統計が表示されます。

ワークロードを管理できます。

MiB/秒は、1秒あたりのメビバイト数、つまり1秒あたり1、048、576バイト数です。グラフの特定

のポイントにカーソルを合わせると、その時点における次の値が表示されます。

* 読み取られたデータの量

* 書き込まれたデータの量

* 読み取られたデータと書き込まれたデータの合計量

[[ID642827fe1b58f5876aa78de0bb6fbc2a]]

= CPUのグラフは何を示していますか。

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

CPUグラフには、各コントローラ（コントローラAおよびコントローラB）の処理容量の統計が表示

されます。CPUは、_central processing

unit_の省略形です。ホームページのこのグラフには、ストレージアレイの統計が表示されます。
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パフォーマンスタイルの物理ビュータブには、ストレージアレイとドライブの統計が表示されます

。

CPUグラフには、アレイでの処理に対して使用されているCPU処理容量の割合が表示されます。外部

I/Oが発生していないときでもCPU利用率がゼロにならないことがあります。これは、ストレージオ
ペレーティングシステムがバックグラウンドで処理や監視を実行しているためです。グラフの特定

のポイントにカーソルを合わせると、その時点における使用中の処理能力の割合が表示されます。

[[ID9fce53a8963e12e30f7b29953865dc82]]

= ヘッドルームグラフには何が表示されますか？
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ヘッドルームグラフは、ストレージアレイコントローラの残りのパフォーマンス機能に関連したも
のです。このグラフは、ホームページおよびパフォーマンスタイルの物理ビュータブに表示されま

す。

ヘッドルームグラフには、ストレージシステム内の物理オブジェクトの残りのパフォーマンス容量
が表示されます。グラフの特定のポイントにカーソルを合わせると、その時点におけるコントロー

ラAとコントローラBの残りのIOPSおよびMiB/秒容量の割合が表示されます

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= Snapshot

:leveloffset: +1

= 概念

:leveloffset: +1

[[IDf14d1c6464e868fd14179b89e27c86a8]]

= スナップショットストレージの概要
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Snapshotイメージは、特定の時点でキャプチャされた、ボリュームの内容の論理的な読み取り専用

コピーです。Snapshotを使用して、データ損失からデータを保護できます。

Snapshotイメージはテスト環境でも役立ちます。データの仮想コピーを作成することにより、実際

のボリューム自体は変更せずに、Snapshotを使用してデータをテストできます。また、ホストには

Snapshotイメージへの書き込みアクセス権がないため、Snapshotは常にセキュアなバックアップ

リソースです。

Snapshot機能は、copy-on-writeテクノロジを使用して

Snapshotイメージを格納し、割り当てられたリザーブ容量を使用します。Snapshotが作成される

と、Snapshot機能はイメージデータを次のように格納します。

* Snapshotイメージが作成された時点では、

Snapshotイメージはベースボリュームと完全に一致します。Snapshot機能はcopy-on-

writeテクノロジを使用します。Snapshotの作成後、ベースボリューム上のブロックまたはブロッ
クセットに対して最初の書き込みが行われると、新しいデータをベースボリュームに書き込む前に

元のデータがリザーブ容量にコピーされます。

* 以降の

Snapshotには変更されたデータブロックのみが含まれます。ベースボリュームのデータが上書きさ

れる前に、Snapshot機能はcopy-on-

writeテクノロジを使用して影響を受けるセクターの必要なイメージをSnapshotのリザーブ容量に

保存します。

+

image::../media/sam1130-dwg-snapshots-cow-overview.gif[sam1130

DWGスナップショットCoWの概要]

+

^1基本ボリューム（物理ディスク容量）；^2^スナップショット（論理ディスク容量）；^3^予約容

量（物理ディスク容量）

* リザーブ容量には、ベースボリューム上で

Snapshotの作成後に変更された部分の元のデータブロックと、変更を追跡するためのインデックス

が保存されます。一般に、リザーブ容量のデフォルトサイズはベースボリュームの40%です。（リザ

ーブ容量が足りない場合は拡張できます）。

*

Snapshotイメージは、タイムスタンプに基づいて特定の順序で格納されます。手動で削除できるの

は、ベースボリュームの最も古いSnapshotイメージのみです。

ベースボリュームにデータをリストアするには、SnapshotボリュームまたはSnapshotイメージを
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使用できます。

* *スナップショット・ボリューム*--削除されたファイルを取得する必要がある場合は

'既知の正常なスナップショット・イメージからスナップショット・ボリュームを作成してから'そ

れをホストに割り当てます

* * Snapshotイメージ*--

ベースボリュームを特定の時点にリストアする必要がある場合は、以前のSnapshotイメージを使用

してデータをベースボリュームにロールバックします。

[[ID3deb6ae30b123cd1c12a679acd04f736]]

= Snapshotの要件とガイドライン
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Snapshotを作成して使用する場合は、次の要件およびガイドラインを確認してください。

== SnapshotイメージとSnapshotグループ

* 各Snapshotイメージは1つのSnapshotグループにのみ関連付けられます。

* Snapshotグループは、関連オブジェクトに対してスケジュールされた

SnapshotイメージまたはインスタントSnapshotイメージを初めて作成したときに作成されます。

これにより、リザーブ容量が作成されます。

+

Snapshotグループは、* Pools & Volume Groups *ページで確認できます。

* スケジュールされた

Snapshotイメージは、ストレージアレイがオフラインの場合や電源がオフの場合は作成されません

。

* Snapshotスケジュールが設定されたSnapshotグループを削除すると、

Snapshotスケジュールも削除されます。

* 不要になった

Snapshotボリュームは、削除する代わりに、関連付けられているリザーブ容量とともに再利用でき

ます。これにより、同じベースボリュームの別のSnapshotボリュームが作成されます。Snapshot

イメージが同じベースボリューム内にあるかぎり、SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グ

ループのSnapshotボリュームは、同じSnapshotイメージまたは別のSnapshotイメージに再関連

付けできます。
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== Snapshot整合性グループ

* Snapshot整合性グループには、Snapshot

整合性グループのメンバーであるボリュームごとにSnapshotグループが1つ含まれています。

* Snapshot整合性グループは1つのスケジュールにのみ関連付けることができます。

* Snapshotスケジュールが設定されたSnapshot整合性グループを削除すると、

Snapshotスケジュールも削除されます。

* Snapshot整合性グループに関連付けられている

Snapshotグループを個別に管理することはできません。管理処理（Snapshotイメージの作成、Sn

apshotイメージまたはSnapshotグループの削除、Snapshotイメージのロールバック）は、Snap

shot整合性グループレベルで実行する必要があります。

== ベースボリューム

* SnapshotボリュームのData Assurance（

DA）とセキュリティの設定は、関連付けられているベースボリュームと同じである必要があります

。

* 障害のあるベースボリュームからSnapshotボリュームを作成することはできません。

* ベースボリュームがボリュームグループに含まれている場合は、関連付けられている

Snapshot整合性グループのメンバーボリュームをプールまたはボリュームグループに配置できます

。

* ベースボリュームがプールに含まれている場合は、関連付けられている

Snapshot整合性グループのすべてのメンバーボリュームを、ベースボリュームと同じプールに配置

する必要があります。

== リザーブ容量

* リザーブ容量は1つのベースボリュームのみに関連付けられます。

* スケジュールを使用すると、

Snapshotイメージが大量に作成される可能性があります。スケジュールされたSnapshot用の十分

なリザーブ容量があることを確認してください。

* Snapshot整合性グループのリザーブ容量ボリュームのData Assurance（

DA）とセキュリティの設定は、Snapshot整合性グループのメンバーボリューム用の関連付けられ

ているベースボリュームと同じである必要があります。

== 保留中のSnapshotイメージ
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次の状況では、Snapshotイメージの作成が保留状態になることがあります。

* この

Snapshotイメージを含むベースボリュームが非同期ミラーグループのメンバーである場合。

* ベースボリュームで同期処理を実行中の場合。同期処理が完了した時点で

Snapshotイメージの作成が完了します。

== Snapshotイメージの最大数

* あるボリュームがSnapshot整合性グループのメンバーである場合、System

Managerはそのメンバーボリューム用のSnapshotグループを作成します。このSnapshotグループ

は、ベースボリュームあたりのSnapshotグループの許容最大数にカウントされます。

* SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループに

Snapshotイメージを作成しようとしていて、関連付けられているグループがSnapshotイメージの

最大数に達している場合は、次の2つのオプションがあります。

+

** SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループの自動削除を有効にします。

** SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループから1つ以上の

Snapshotイメージを手動で削除し、処理を再試行します。

== 自動削除

SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループで自動削除が有効になっている場合、グループ

に新しいSnapshotイメージが作成されると、最も古いSnapshotイメージがSystem

Managerによって削除されます。

== ロールバック処理

* ロールバック処理の実行中は、次の操作は実行できません。

+

** ロールバックに使用されているSnapshotイメージを削除する。

** ロールバック処理の対象であるベースボリュームの新しいSnapshotイメージの作成

** 関連付けられているSnapshotグループのRepository-Fullポリシーの変更

* 次のいずれかの処理の進行中は、ロールバック処理を開始できません。
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+

** 容量の拡張（プールまたはボリュームグループへの容量の追加）

** ボリュームの拡張（ボリュームの容量の拡張）

** ボリュームグループのRAIDレベルの変更

** ボリュームのセグメントサイズが変更された

*

ベースボリュームがボリュームコピーの対象である場合は、ロールバック処理を開始できません。

*

ベースボリュームがリモートミラーのセカンダリボリュームである場合は、ロールバック処理を開

始できません。

* 関連付けられている

Snapshotリポジトリボリューム内の使用済み容量に読み取り不能なセクターが含まれている場合、

ロールバック処理は失敗します。

[[ID9a7282cd146f948eede92f8ed7f08819]]

= ベースボリューム、リザーブ容量、およびSnapshotグループ
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a_base volume_は、

Snapshotイメージのソースとして使用されるボリュームです。シックボリュームまたはシンボリュ
ームをベースボリュームとして使用できます。ベースボリュームはプールまたはボリュームグルー

プに配置できます。

ベースボリュームのSnapshotを作成するために、インスタントイメージをいつでも作成できます。

また、Snapshotの定期的なスケジュールを定義することでプロセスを自動化することもできます。

次の図は、Snapshotオブジェクトとベースボリュームの関係を示しています。

image::../media/sam1130-dwg-snapshots-images-overview.gif[SA1130

DWGスナップショットイメージの概要]

^1基本ボリューム；^2^グループ内のSnapshotオブジェクト（イメージおよびリザーブ容量）；^

3^ Snapshotグループのリザーブ容量

== リザーブ容量とSnapshotグループ
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System Managerでは、Snapshotイメージを_ Snapshotグループ_に編成します。System

Managerは、Snapshotグループの確立時に、グループのSnapshotイメージを保持し、追加のSna

pshotに対する以降の変更を追跡するために、Associated _reserved capacity

_を自動的に作成します。

ベースボリュームがボリュームグループに含まれている場合、リザーブ容量はプールまたはボリュ
ームグループに配置できます。ベースボリュームがプールに含まれている場合、リザーブ容量はベ

ースボリュームと同じプールに配置する必要があります。

Snapshotグループに対するユーザの操作は必要ありませんが、Snapshotグループではリザーブ容
量をいつでも調整できます。また、次の条件を満たす場合は、リザーブ容量の作成を求められるこ

とがあります。

* SnapshotグループがまだないベースボリュームのSnapshotを作成するたびに、System

ManagerはSnapshotグループを自動的に作成します。この操作では、以降のSnapshotイメージの

格納に使用するベースボリュームのリザーブ容量も作成されます。

* ベースボリュームのSnapshotスケジュールを作成するたびに、System Managerは

Snapshotグループを自動的に作成します。

== 自動削除

Snapshotを使用する場合は、デフォルトオプションを使用して自動削除を有効にします。Snapsh

otグループの上限である32個のイメージに達すると、自動削除によって最も古いSnapshotイメー

ジが自動的に削除されます。自動削除を無効にすると、最終的にはSnapshotグループの制限値を超

えるため、Snapshotグループの設定とリザーブ容量の管理を手動で行う必要があります。

[[IDcee5ace36d25f441894c56d742de8a20]]

= SnapshotスケジュールとSnapshot整合性グループ
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Snapshotイメージの収集スケジュールを使用し、Snapshot整合性グループを使用して複数のベー

スボリュームを管理します。

ベースボリュームのSnapshot処理を簡単に管理するために、次の機能を使用できます。

* *Snapshotスケジュール*-- 1つのベース・ボリュームのスナップショットを自動化します
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* *スナップショット・コンシステンシ・グループ*--複数のベース・ボリュームを

1つのエンティティとして管理する

== Snapshotスケジュール

ベースボリュームのSnapshotを自動的に作成する場合は、スケジュールを作成できます。たとえば

、毎月第1土曜日の午前0時にSnapshotイメージを作成するスケジュールを定義できます。任意の

日時を指定することもできます。1つのスケジュールにつき最大32個のSnapshotに達すると、スケ

ジュールされたSnapshotを一時停止して追加のリザーブ容量を作成したり、Snapshotを削除した

りできます。Snapshotは手動で削除することも、削除プロセスを自動化することもできます。Sna

pshotイメージが削除されたあとは、追加のリザーブ容量を再利用できます。

== Snapshot整合性グループ

Snapshot整合性グループは、複数のボリュームで同時にSnapshotイメージが作成されるようにす

る場合に作成します。Snapshotイメージの操作は、Snapshot整合性グループに対してまとめて実

行されます。たとえば、タイムスタンプが同じすべてのボリュームの同期されたSnapshotのスケジ

ュールを設定できます。Snapshot整合グループは、あるボリュームにログを格納するデータベース
アプリケーションや別のボリュームにあるデータベースファイルなど、複数のボリュームにまたが

るアプリケーションに最適です。

Snapshot整合性グループに含まれるボリュームはメンバーボリュームと呼ばれます。ボリュームを

整合性グループに追加すると、System

Managerはそのメンバーボリュームに対応する新しいリザーブ容量を自動的に作成します。各メン

バーボリュームのSnapshotイメージを自動的に作成するスケジュールを定義できます。

image::../media/sam1130-dwg-snapshots-consistency-groups-

overview.gif[SA1130 DWGスナップショットコンシステンシグループの概要]

^1リザーブ容量；^2^メンバーボリューム；^3^整合グループSnapshotイメージ

[[ID4fbf1a085c99ed9c9ca85e932d153ebb]]

= Snapshotボリューム
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Snapshotデータの読み取りまたは書き込みを行う場合は、Snapshotボリュームを作成してホスト

に割り当てることができます。Snapshotボリュームは、ベースボリュームと同じ特性（RAIDレベ

ル、I/O特性など）を共有します。

作成したSnapshotボリュームは、____トク ミシユリセンヨウ__または_READ-WRITE

Accessible _として指定できます。

読み取り専用のSnapshotボリュームを作成する場合、リザーブ容量を追加する必要はありません。

読み書き可能Snapshotボリュームを作成する場合は、リザーブ容量を追加して書き込みアクセスを

許可する必要があります。

image::../media/sam1130-dwg-snapshots-volumes-overview.gif[SA1130

DWGスナップショットボリュームの概要]

^1基本ボリューム；^2^ホスト；^3^読み取り専用Snapshotボリューム；^4^読み取り/書き込みS

napshotボリューム；^5^リザーブ容量

[[ID169f30f9a2b658e34eb417fc9ee50b49]]

= Snapshotのロールバック
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ロールバック処理では、ベースボリュームが選択したSnapshotで指定された以前の状態に戻ります

。

ロールバックでは、次のいずれかのソースからSnapshotイメージを選択できます。

* * Snapshotイメージのロールバック*：ベース・ボリュームのフル・リストア用

* * Snapshot整合性グループのロールバック*。

1つ以上のボリュームのロールバックに使用できます。

ロールバック中は、グループ内のすべてのSnapshotイメージがSnapshot機能によって保持されま

す。また、I/O処理に必要な場合は、このプロセス中にホストからベースボリュームにアクセスでき

ます。

ロールバックが起動すると、バックグラウンドプロセスによってベースボリュームの論理ブロック

アドレス（LBA）が検索され、リストア対象となるcopy-on-write

データがロールバックSnapshotイメージから検出されます。ベースボリュームは読み取りと書き込
みのためにホストからアクセス可能であり、以前に書き込まれたすべてのデータをただちに使用で
きるため、リザーブ容量ボリュームにはロールバック処理中のすべての変更を格納できるだけの十
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分な容量が必要です。データ転送は、ロールバックが完了するまでバックグラウンド処理として続

行されます。

image::../media/sam1130-dwg-snapshots-rollback-overview.gif[sam1130

DWGスナップショットのロールバックの概要]

^1基本ボリューム；^2^グループ内のSnapshotオブジェクト；^3^

Snapshotグループのリザーブ容量

[[IDf08ed45ea004aeb5ad8a7ee929904093]]

= Snapshotに関する用語
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ストレージアレイに関連するSnapshotの用語を次に示します。

[cols="2*"]

|===

| 期間 | 説明

 a|

Snapshot機能

 a|

Snapshot機能は、ボリュームのイメージの作成と管理に使用されます。

 a|

Snapshotイメージ

 a|

Snapshot

イメージは、ボリュームのデータを特定の時点でキャプチャした論理コピーです。リストアポイン

トと同様に、 Snapshot

イメージを使用して既知の正常なデータセットにロールバックできます。ホストはSnapshotイメー

ジにアクセスできますが、直接読み取ったり書き込んだりすることはできません。

 a|

ベースボリューム
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 a|

ベースボリュームは、Snapshotイメージの作成元のボリュームです。シックボリュームの場合もシ
ンボリュームの場合もあり、通常はホストに割り当てられています。ベースボリュームはボリュー

ムグループまたはディスクプールのどちらかに配置できます。

 a|

Snapshotボリューム

 a|

Snapshotボリュームを使用すると、ホストはSnapshotイメージのデータにアクセスできます。Sn

apshotボリュームには独自のリザーブ容量があり、元のSnapshotイメージに影響を与えることな

くベースボリュームへの変更が保存されます。

 a|

Snapshotグループ

 a|

Snapshotグループは、1つのベースボリュームのSnapshotイメージの集まりです。

 a|

リザーブ容量ボリューム

 a|

リザーブ容量ボリュームは、ベースボリュームのうちどのデータブロックが上書きされるか、およ

びそれらのブロックの保持される内容を追跡します。

 a|

Snapshotスケジュール

 a|

Snapshotスケジュールは、Snapshotイメージの自動作成に使用するタイムテーブルです。イメー

ジを作成する頻度を制御することができます。

 a|

Snapshot整合性グループ

 a|

Snapshot整合性グループは、Snapshotイメージが作成されるときに1つのエンティティとして扱

われるボリュームの集まりです。各ボリュームのSnapshotイメージが作成されますが、すべてのイ

メージが同じ時点で作成されます。
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 a|

Snapshot整合性グループメンバーボリューム

 a|

Snapshot整合性グループに属する各ボリュームをメンバーボリュームと呼びます。ボリュームをS

napshot整合性グループに追加すると、System

Managerはそのメンバーボリュームに対応する新しいSnapshotグループを自動的に作成します。

 a|

ロールバック

 a|

ロールバックとは、ベースボリュームのデータを過去のある時点に戻すプロセスです。

 a|

リザーブ容量

 a|

リザーブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量で

す。ホストから直接読み取ることはできません。

|===

[[ID0b07ef47e7b38b5d2f66b772c7ab3608]]

= SnapshotイメージとSnapshotボリュームを作成するためのワークフロー

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

System Managerでは、次の手順でSnapshotイメージとSnapshotボリュームを作成します。

== Snapshotイメージの作成ワークフロー

image::../media/sam1130-flw-snapshots-create-ss-images.gif[sam1130

Flwスナップショットはssイメージを作成します]
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== Snapshotボリュームの作成ワークフロー

image::../media/sam1130-flw-snapshots-create-ss-volumes.gif[sam1130

Flwスナップショットはssボリュームを作成します]

:leveloffset: -1

= 方法

:leveloffset: +1

= SnapshotおよびSnapshotオブジェクトを作成します

:leveloffset: +1

[[ID02c0bfe4ddd6a0148f906132fa9467d5]]

= Snapshotイメージを作成する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループからSnapshotイメージを手動で作成することが

できます。これは_インスタント・スナップショット_または_インスタント・イメージ_とも呼ばれ

ます

.作業を開始する前に

* ベースボリュームが最適lである必要があります。

* ドライブが最適lである必要があります。

* スナップショット・グループを予約済みとして指定することはできません

* リザーブ容量ボリュームのData Assurance（DA）の設定は、関連付けられている

Snapshotグループのベースボリュームと同じである必要があります。

.手順

. 次のいずれかを実行してSnapshotイメージを作成します。

+

** 選択メニュー： Storage [Volumes]オブジェクト（ベースボリュームまたは

Snapshot整合性グループ）を選択し、メニュー：コピーサービス[インスタントSnapshotの作成]
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を選択します。

** メニューを選択します。Storage [Snapshots]。「* Snapshot Images

*」タブを選択し、メニューから「Create [ Instant snapshot image

（インスタントSnapshotイメージの作成）」を選択します。Create Snapshot Image

*（スナップショットイメージの作成）ダイアログボックスが表示されます。オブジェクト（ベース

ボリュームまたはSnapshot整合性グループ）を選択し、* Next

*をクリックします。ボリュームまたはSnapshot整合性グループの以前のSnapshotイメージが作

成されている場合は、インスタントSnapshotがすぐに作成されます。それ以外の場合は、ボリュー

ムまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメージが初めて作成されるときに、*

Snapshotイメージの作成の確認*ダイアログボックスが表示されます。

. Create *をクリックしてリザーブ容量が必要であることを通知し、* Reserve Capacity

*手順に進みます。

+

予約容量*ダイアログボックスが表示されます。

. スピンボックスを使用して容量の割合を調整し、*次へ

*をクリックして、テーブルで強調表示されている候補ボリュームを受け入れます。

+

設定の編集*（Edit Settings *）ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotイメージの設定を必要に応じて選択し、処理を確定します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotイメージの設定*

 a|

Snapshotイメージの上限

 a|

指定した制限に達したときにSnapshotイメージを自動的に削除する場合は、このチェックボックス
をオンのままにします。制限はスピンボックスを使用して変更できます。このチェックボックスの

選択を解除すると、Snapshotイメージが32個作成された時点で作成が停止します。

 a|
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*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り少なくなったときにシス

テムからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshotグループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、事前の通知が表示され、残りの

スペースがなくなる前にリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択します。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*：Snapshotグループ内の最も古い

Snapshotイメージが自動的にパージされ、そのSnapshotイメージのリザーブ容量が解放されてグ

ループ内で再利用されます。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否

*：リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると、リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベ

ースボリュームに対するI/O書き込み要求がすべて拒否されます。

|===

====

+

.結果

** System ManagerのSnapshot Imagesテーブルに、新しい

Snapshotイメージが表示されます。新しいイメージは、タイムスタンプと関連付けられたベースボ

リュームまたはSnapshot整合性グループ別に表示されます。

** 次の状況に該当する場合は、Snapshotの作成が保留状態になることがあります。

+

*** この

Snapshotイメージを含むベースボリュームが非同期ミラーグループのメンバーである場合。

*** ベースボリュームで同期処理を実行中の場合。同期処理が完了した時点で

Snapshotイメージの作成が完了します。

229



[[ID471591f5063820aac4d4a2a42e44cd94]]

= Snapshotイメージのスケジュールを設定

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotスケジュールを作成して、ベースボリュームに関する問題が発生した場合のリカバリを有

効にし、スケジュールされたバックアップを実行します。ベースボリュームまたはSnapshot整合性

グループのSnapshotは、任意の時刻に日次、週次、または月単位のスケジュールで作成できます。

.作業を開始する前に

ベースボリュームが最適lである必要があります。

.このタスクについて

このタスクでは、既存のSnapshot整合性グループまたはベースボリュームのSnapshotスケジュー

ルを作成する方法について説明します。

[NOTE]

====

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメージの作成と同時にSnapshot

スケジュールを作成することもできます。

====

.手順

. 次のいずれかを実行して、Snapshotスケジュールを作成します。

+

** 選択メニュー： Storage [Volumes]

+

このSnapshotスケジュールのオブジェクト（ボリュームまたはSnapshot整合性グループ）を選択

し、メニュー：コピーサービス[ Snapshotスケジュールの作成]を選択します。

** メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

+

[*スケジュール*]タブを選択し、[*作成*]をクリックします。

. このSnapshotスケジュールのオブジェクト（ボリュームまたは

Snapshot整合性グループ）を選択し、* Next *をクリックします。

+

Create Snapshot Schedule *（スナップショットスケジュールの作成
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*）ダイアログボックスが表示されます。

. 次のいずれかを実行します。

+

** *別のSnapshotオブジェクト*から以前に定義されたスケジュールを使用します。

+

詳細オプションが表示されていることを確認します。[*詳細オプションを表示*]をクリックします

。[*スケジュールのインポート*]をクリックし、インポートするスケジュールのあるオブジェクト

を選択して、[*インポート*]をクリックします。

** *基本オプションまたは詳細オプション*を変更します。

+

ダイアログボックスの右上にある*その他のオプションを表示*をクリックしてすべてのオプション

を表示し、次の表を参照してください。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| フィールド | 説明

 a|

*基本設定*

 a|

日を選択します

 a|

Snapshotイメージの個々の曜日を選択します。

 a|

開始時刻

 a|

日次Snapshotの新しい開始時間をドロップダウンリストから選択します（30分単位で選択可能）

。開始時間のデフォルトは現在時刻の30分前です。

 a|
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タイムゾーン

 a|

ドロップダウンリストから、アレイのタイムゾーンを選択します。

 a|

* 詳細設定 *

 a|

曜日/月

 a|

次のいずれかのオプションを選択します。

** *毎日/毎週*--

同期スナップショットの個々の曜日を選択します日次スケジュールを設定する場合は、右上の[すべ

ての日を選択]チェックボックスをオンにすることもできます。

** *毎月/毎年*--同期スナップショットの個々の月を選択します[* on

day(s)*]フィールドに、同期を実行する月の日を入力します。有効なエントリは* 1 ~* 31

*および* Last

*です。複数の日にちをカンマまたはセミコロンで区切ることができます。日にちの範囲を入力する

には、ハイフンを使用します。たとえば、「1、3、4」、「10-15」、「

Last」のようになります。月単位のスケジュールを設定する場合は、右上の[すべての月を選択]チ

ェックボックスをオンにすることもできます。

 a|

開始時刻

 a|

日次Snapshotの新しい開始時間をドロップダウンリストから選択します（30分単位で選択可能）

。開始時間のデフォルトは現在時刻の30分前です。

 a|

タイムゾーン

 a|

ドロップダウンリストから、アレイのタイムゾーンを選択します。

 a|

1日あたりのSnapshot数/ Snapshotの作成間隔
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 a|

1日に作成するSnapshotイメージの数を選択します。複数選択する場合は、Snapshotイメージを

作成する間隔も選択してください。複数のSnapshotイメージを作成する場合は、リザーブ容量が十

分にあることを確認してください。

 a|

Snapshotイメージを今すぐ作成？

 a|

スケジュール設定する自動イメージに加えてインスタントイメージを作成するには、このチェック

ボックスをオンにします。

 a|

開始日/終了日または終了日なし

 a|

同期の開始日を入力します。終了日を入力するか、「*終了日なし*」を選択してください。

|===

====

. 次のいずれかを実行します。

+

** オブジェクトがSnapshot整合性グループの場合は、* Create

*をクリックして設定を受け入れ、スケジュールを作成します。

** オブジェクトがボリュームの場合は、* Next *をクリックして、

Snapshotイメージにリザーブ容量を割り当てます。

+

ボリューム候補の表には、指定したリザーブ容量をサポートする候補だけが表示されます。リザー
ブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量です。ホ

ストから直接読み取ることはできません。

. スピンボックスを使用して、

Snapshotイメージにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます。*

+

デフォルト設定を使用してSnapshotイメージにリザーブ容量を割り当てるには、この推奨オプショ

ンを使用します。

**

*データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てることができます。*

+

デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新*をクリックして、指定したリザー
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ブ容量の候補リストを更新します。

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%です。通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、および

Snapshotイメージを収集する数と期間によって異なります。

. 「 * 次へ * 」をクリックします。

+

設定の編集*（Edit Settings *）ダイアログボックスが表示されます。

. 必要に応じてスナップショットスケジュールの設定を編集し、*完了*をクリックします。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotイメージの上限*

 a|

次の場合にSnapshotイメージの自動削除を有効にする...

 a|

指定した制限に達したときにSnapshotイメージを自動的に削除する場合は、このチェックボックス
をオンのままにします。制限はスピンボックスを使用して変更できます。このチェックボックスの

選択を解除すると、Snapshotイメージが32個作成された時点で作成が停止します。

 a|

*リザーブ容量の設定*
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 a|

アラートの送信しきい値

 a|

スピンボックスを使用して、スケジュール用のリザーブ容量が残り少なくなったときにシステムか

らアラート通知を送信する割合を調整します。

スケジュール用のリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、事前の通知が表示され、残りのス

ペースがなくなる前にリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択します。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*--システムは最も古い

Snapshotイメージを自動的にパージし、そのSnapshotイメージのリザーブ容量を解放して、Sna

pshotグループ内で再利用します。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否*--リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると

'リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求はすべて拒

否されます

|===

====

[[ID57687729a82291f5ba25097f2c45d2db]]

= Snapshot整合性グループを作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

整合性のあるコピーを保持するために、Snapshot整合性グループ_という名前の複数のボリューム

のセットを作成できます。このグループでは、すべてのボリュームのSnapshotイメージを同時に作

成して整合性を保つことができます。Snapshot整合性グループに属する各ボリュームのことを「_

member volume__」と呼びます。ボリュームを

Snapshot整合性グループに追加すると、そのメンバーボリュームに対応する新しいSnapshotグル

ープが自動的に作成されます。
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.このタスクについて

Snapshot整合性グループ作成手順では、グループのメンバーボリュームを選択し、メンバーボリュ

ームに容量を割り当てることができます。

Snapshot整合性グループを作成するプロセスは複数の手順で構成される手順 です。

== 手順1：Snapshot整合性グループにメンバーを追加する

メンバーを選択し、Snapshot整合性グループを構成する一連のボリュームを指定します。Snapsh

ot整合性グループに対して実行するすべての操作は、選択したすべてのメンバーボリュームに対し

て一様に実行されます。

.作業を開始する前に

メンバーボリュームが最適lである必要があります。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブをクリックします

. メニューを選択します。Create [Snapshot consistency group].

+

Create Snapshot Consistency Group *（Snapshot整合グループの作成

*）ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshot整合性グループにメンバーボリュームとして追加するボリュームを選択します。

. 「*次へ*」をクリックして、に進みます <<手順2：

Snapshot整合性グループ用の容量をリザーブします>>。

== 手順2：Snapshot整合性グループ用の容量をリザーブします

Snapshot整合性グループにリザーブ容量を関連付けます。Snapshot整合性グループのプロパティ

に基づいて、System

Managerから推奨されるボリュームと容量が提示されます。推奨されるリザーブ容量の設定をその

まま使用することも、割り当てられたストレージをカスタマイズすることもできます。

.このタスクについて

ボリューム候補の表には、リザーブ容量*ダイアログボックスで、指定したリザーブ容量をサポート
する候補だけが表示されます。リザーブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに

使用される物理割り当て容量です。ホストから直接読み取ることはできません。

.手順

. スピンボックスを使用して、

Snapshot整合性グループのリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行します。
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+

** *デフォルトの設定をそのまま使用します*。

+

各メンバーボリュームのリザーブ容量を割り当てる推奨されるオプションであり、デフォルトの設

定でリザーブ容量を割り当てます。

**

*データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てることができます。*

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%です。通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、および

Snapshotイメージを収集する数と期間によって異なります。

. *オプション：*デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新

*をクリックして、指定したリザーブ容量の候補リストを更新します。

. 「*次へ*」をクリックして、に進みます <<手順3：Snapshot

整合性グループの設定を編集する>>。

== 手順3：Snapshot整合性グループの設定を編集する

Snapshot整合性グループの自動削除に関する設定とリザーブ容量に関するアラートのしきい値を確

認し、必要に応じて変更します。

.このタスクについて

Snapshot整合性グループ作成手順では、グループのメンバーボリュームを選択し、メンバーボリュ

ームに容量を割り当てることができます。

.手順

.

Snapshot整合性グループのデフォルトの設定をそのまま使用するか、必要に応じて変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明
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 a|

* Snapshot整合グループ設定*

 a|

名前

 a|

Snapshot整合性グループの名前を指定します。

 a|

次の場合にSnapshotイメージの自動削除を有効にする...

 a|

指定した制限に達したときにSnapshotイメージを自動的に削除する場合は、このチェックボックス
をオンのままにします。制限はスピンボックスを使用して変更できます。このチェックボックスの

選択を解除すると、Snapshotイメージが32個作成された時点で作成が停止します。

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、Snapshot整合性グループのリザーブ容量が残り少なくなったとき

にシステムからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshot整合性グループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、事前の通知が表示され、
残りのスペースがなくなる前にリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできま

す。

 a|

リザーブ容量がフルになったときの処理です

 a|

次のいずれかのポリシーを選択します。

** *最も古いSnapshotイメージをパージする*- Snapshot

整合性グループ内の最も古いSnapshotイメージが自動的にパージされ、そのSnapshotイメージの
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リザーブ容量が解放されてグループ内で再利用されます。

** *ベースボリュームへの書き込みを拒否*--リザーブ容量の割合が定義された上限に達すると

'リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベースボリュームに対するI/O書き込み要求はすべて拒

否されます

|===

====

. Snapshot整合性グループの設定が完了したら、「*完了」をクリックします。

[[IDe6ae1d20f26d5b0b3dde5a8ddfec9ce9]]

= Snapshotボリュームを作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotボリュームを作成して、ボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメー

ジにホストからアクセスできるようにします。Snapshotボリュームは読み取り専用または読み取り

/書き込みに指定できます。

.このタスクについて

Snapshotボリュームの作成手順では、SnapshotイメージからSnapshotボリュームを作成します

。ボリュームが読み取り/書き込みの場合は、リザーブ容量を割り当てることができます。Snapsho

tボリュームは次のいずれかとして指定できます。

* 読み取り専用のSnapshotボリュームは、

Snapshotイメージに格納されたデータに対する読み取りアクセスをホストアプリケーションに提供

します。Snapshotイメージを変更することはできません。読み取り専用のSnapshotボリュームに

は、関連付けられたリザーブ容量はありません。

* 読み取り/書き込みのSnapshotボリュームは、

Snapshotイメージに格納されたデータへの書き込みアクセスをホストアプリケーションに提供しま
す。専用のリザーブ容量が割り当てられ、ホストアプリケーションがベースボリュームに対して行

う以降の変更を、参照元のSnapshotイメージに影響を及ぼさずに保存するために使用されます。

Snapshotボリュームを作成するプロセスは複数の手順で構成される手順 です。

== 手順1：Snapshotボリュームのメンバーを確認します
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ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択します。Snapshot

整合性グループのSnapshotイメージを選択した場合は、確認用にSnapshot整合性グループのメン

バーボリュームが表示されます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

. 「 * Create * 」を選択します。

+

Create Snapshot Volume

*（スナップショットボリュームの作成）ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotボリュームに変換するSnapshotイメージ（ボリュームまたは

Snapshot整合性グループ）を選択し、* Next（次へ）*をクリックします。

[*Filter*]フィールドのテキスト・エントリを使用して、リストを絞り込みます。

+

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択した場合は、*メンバーの確認*ダイアログボ

ックスが表示されます。

+

メンバーの確認*（Review Members

*）ダイアログボックスで、スナップショットボリュームへの変換に選択したボリュームのリストを

確認し、*次へ*をクリックします。

. に進みます <<手順2：Snapshotボリュームをホストに割り当てる>>。

== 手順2：Snapshotボリュームをホストに割り当てる

特定のホストまたはホストクラスタを選択してSnapshotボリュームに割り当てます。これにより、

ホストまたはホストクラスタにSnapshotボリュームへのアクセスが許可されます。必要に応じて、

ホストをあとから割り当てることもできます。

.作業を開始する前に

* 有効なホストまたはホストクラスタは、[*Hosts]ページに表示されます。

* ホストに対してホストポート識別子が定義されている必要があります。

* DA対応ボリュームを作成する前に、使用するホスト接続でData Assurance（

DA）機能がサポートされていることを確認してください。ストレージアレイのコントローラで DA

をサポートしていないホスト接続が使用されている場合、関連付けられているホストからは DA

対応ボリュームのデータにアクセスできません。

.このタスクについて

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。
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*

ホストのオペレーティングシステムによって、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限があ

る場合があります。

* 割り当てることができるホストまたはホストクラスタは、ストレージアレイの

Snapshotボリュームごとに1つです。

* 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

* あるホストまたはホストクラスタから

Snapshotボリュームへのアクセスに、同じ論理ユニット番号（LUN）を複数回使用することはでき

ません。一意のLUNを使用する必要があります。

[NOTE]

====

ホストクラスタにボリュームを割り当てる場合、そのホストクラスタ内のいずれかのホストに対し

てすでに確立されている割り当てと競合していると、割り当ては失敗します。

====

.手順

. [*ホストへの割り当て*]ダイアログ・ボックスで

'新しいボリュームに割り当てるホストまたはホスト・クラスタを選択しますホストを割り当てずに

ボリュームを作成する場合は、ドロップダウンリストから* Assign later *を選択します。

. アクセスモードを選択します。次のいずれかを選択します。

+

** *読み取り/書き込み*-このオプションは、Snapshotボリュームへの読み取り

/書き込みアクセスをホストに提供し、リザーブ容量を必要とします。

** *読み取り専用*-このオプションは、

Snapshotボリュームへの読み取り専用アクセスをホストに提供し、リザーブ容量は不要です。

. 「*次へ*」をクリックして、次のいずれかの操作を行います。

+

** Snapshotボリュームが読み取り/書き込みの場合は、* Review Capacity

*（容量の確認）ダイアログボックスが表示されます。に進みます <<手順3：

Snapshotボリューム用の容量をリザーブする>>。

** Snapshotボリュームが読み取り専用の場合は、*優先度の編集

*ダイアログボックスが表示されます。に進みます <<手順4：

Snapshotボリュームの設定を編集する>>。

== 手順3：Snapshotボリューム用の容量をリザーブする

読み取り/書き込みのSnapshotボリュームにリザーブ容量を関連付けます。ベースボリュームまた
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はSnapshot整合性グループのプロパティに基づいて、System

Managerから推奨されるボリュームと容量が提示されます。推奨されるリザーブ容量の設定をその

まま使用することも、割り当てられたストレージをカスタマイズすることもできます。

.このタスクについて

Snapshotボリュームのリザーブ容量を必要に応じて増やしたり減らしたりできます。Snapshotの
リザーブ容量が必要よりも多い場合は、サイズを縮小することで他の論理ボリュームに必要なスペ

ースを解放できます。

.手順

. スピンボックスを使用して、Snapshotボリュームのリザーブ容量を割り当てます。

+

ボリューム候補表には、指定したリザーブ容量に対応する候補だけが表示されます。

+

次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルトの設定をそのまま使用します*。

+

デフォルト設定を使用してSnapshotボリュームのリザーブ容量を割り当てるには、この推奨オプシ

ョンを使用します。

** *データストレージのニーズに合わせて、独自の設定でリザーブ容量を割り当てます。*

+

デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新*をクリックして、指定したリザー

ブ容量の候補リストを更新します。

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%で、通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、および

Snapshotイメージを収集する数と期間によって異なります。

. *オプション：Snapshot整合性グループの

Snapshotボリュームを作成する場合は、オプションの* Change candidate *がReserved

Capacity candidatesテーブルに表示されます。[候補の変更

]をクリックして、代替リザーブ容量候補を選択します。

. 「*次へ*」をクリックして、に進みます <<手順4：Snapshotボリュームの設定を編集する>>。
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== 手順4：Snapshotボリュームの設定を編集する

名前、キャッシュ、リザーブ容量に関するアラートしきい値など、Snapshotボリュームの設定を変

更します。

.このタスクについて

読み取り専用のパフォーマンスを向上させるために、ソリッドステートディスク（SSD）キャッシュ

にボリュームを追加することができます。SSDキャッシュは、ストレージアレイ内で論理的にグルー

プ化したSSDドライブのセットで構成されます。

.手順

. Snapshotボリュームの設定をそのまま使用するか、必要に応じて変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotボリューム設定*

 a|

名前

 a|

Snapshotボリュームの名前を指定します。

 a|

SSDキャッシュを有効にする

 a|

SSDで読み取り専用のキャッシュを有効にする場合は、このオプションを選択します。

NOTE: この機能はEF600ストレージシステムでは使用できません。

 a|

*リザーブ容量の設定*
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 a|

アラートの送信しきい値

 a|

*読み取り/書き込みのSnapshotボリューム*にのみ表示されます。

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り少なくなったときにシス

テムからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshotグループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、事前の通知が表示され、残りの

スペースがなくなる前にリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

|===

====

. Snapshotボリュームの設定を確認します。[戻る]をクリックして変更を行います。

. スナップショット・ボリュームの構成に問題がなければ'[*終了*]をクリックします

:leveloffset: -1

= Snapshotスケジュールを管理します

:leveloffset: +1

[[ID5d735c21ea31a357ada1850ac0500616]]

= Snapshotスケジュールの設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotスケジュールでは、自動収集時間または収集の頻度を変更できます。

.このタスクについて

既存のSnapshotスケジュールから設定をインポートするか、必要に応じて設定を変更できます。

SnapshotスケジュールはSnapshotグループまたはSnapshot整合性グループに関連付けられてい

るため、スケジュールの設定を変更するとリザーブ容量に影響を及ぼす場合があります。
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.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. [* Schedules *（スケジュール*）]タブをクリックします

. 変更するSnapshotスケジュールを選択し、* Edit *をクリックします。

+

Edit Snapshot Schedule

*（スナップショットスケジュールの編集）ダイアログボックスが表示されます。

. 次のいずれかを実行します。

+

** *別のスナップショットオブジェクトから以前に定義したスケジュールを使用する*--

*スケジュールのインポート*をクリックし、インポートするスケジュールのあるオブジェクトを選

択して、*インポート*をクリックします。

** *スケジュール設定を編集*--下記のフィールド詳細を参照してください。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

曜日/月

 a|

次のいずれかのオプションを選択します。

*** *毎日/毎週*--

同期スナップショットの個々の曜日を選択します日次スケジュールを設定する場合は、右上の[すべ

ての日を選択]チェックボックスをオンにすることもできます。

*** *毎月/毎年*--同期スナップショットの個々の月を選択します[* on

day(s)*]フィールドに、同期を実行する月の日を入力します。有効なエントリは* 1 ~* 31

*および* Last

*です。複数の日にちをカンマまたはセミコロンで区切ることができます。日にちの範囲を入力する

には、ハイフンを使用します。たとえば、「1、3、4」、「10-15」、「

Last」のようになります。月単位のスケジュールを設定する場合は、右上の[すべての月を選択]チ

ェックボックスをオンにすることもできます。

 a|

開始時刻

 a|

ドロップダウンリストから、日次Snapshotの新しい開始時間を選択します。選択肢は30分単位で
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表示されます。開始時間のデフォルトは現在時刻の30分前です。

 a|

タイムゾーン

 a|

ドロップダウンリストから、ストレージアレイのタイムゾーンを選択します。

 a|

1日あたりのSnapshot数

Snapshotの作成間隔

 a|

1日に作成するSnapshotイメージの数を選択します。

複数選択する場合は、リストアポイントの間隔も選択します。複数のリストアポイントを作成する

場合は、リザーブ容量が十分にあることを確認してください。

 a|

開始日

終了日

終了日がありません

 a|

同期の開始日を入力します。終了日を入力するか、「*終了日なし*」を選択してください。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[[ID5e3e007aea7109a5f50ae98abaad8aaa]]

= Snapshotスケジュールのアクティブ化と一時停止

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ストレージスペースの節約が必要な場合は、Snapshotイメージのスケジュールされた収集を一時的

に停止できます。この方法は、Snapshotスケジュールを削除して作成し直すよりも効率的です。

.このタスクについて

スケジュールされたスナップショットアクティビティを再開するために* Activate

*オプションを使用するまで'スナップショットスケジュールの状態は一時停止のままになります

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. 表示されていない場合は、* Schedules *（スケジュール*）タブをクリックします。

+

スケジュールの一覧が表示されます。

.

サスペンドするアクティブなスナップショットスケジュールを選択し、[*Activate/Suspend*]

をクリックします。

+

状態*列のステータスが* suspended *に変わり、Snapshotスケジュールはすべての

Snapshotイメージの収集を停止します。

. Snapshotイメージの収集を再開するには、再開する一時停止中の

Snapshotスケジュールを選択し、* Activate / Suspend *をクリックします。

+

状態*列のステータスが*アクティブ*に変わります。

[[ID20ac7cdb42752117db809362416473ab]]

= Snapshotスケジュールを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotイメージを収集する必要がなくなった場合は、既存のSnapshotスケジュールを削除でき

ます。

.このタスクについて
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Snapshotスケジュールを削除しても、関連付けられているSnapshotイメージは削除されません。

ある時点でSnapshotイメージの収集を再開する可能性がある場合は、Snapshotスケジュールを削

除するのではなく一時停止してください。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. [* Schedules *（スケジュール*）]タブをクリックします

. 削除するSnapshotスケジュールを選択し、処理を確定します。

.結果

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループからすべてのスケジュール設定が削除されます。

:leveloffset: -1

= Snapshotイメージを管理します

:leveloffset: +1

[[ID48ba2256a7e707b497f6bb8bbc1bfef9]]

= Snapshotイメージの設定を表示します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

各Snapshotイメージに割り当てられているプロパティ、ステータス、リザーブ容量、および関連オ

ブジェクトを表示できます。

.このタスクについて

Snapshotイメージの関連オブジェクトには、そのSnapshotイメージがリストアポイントであるベ

ースボリュームまたはSnapshot整合性グループ、関連付けられているSnapshotグループ、および

Snapshotイメージから作成されたSnapshotボリュームが含まれます。Snapshotの設定を使用し

て、Snapshotイメージをコピーするか変換するかを決定します。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

. 表示するSnapshotイメージを選択し、* View Settings *をクリックします。

+
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[* Snapshot Image Settings *（スナップショットイメージ設定*）

]ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotイメージの設定を表示します。

[[ID3eb1010edc5a5124ec06829e67f9a5fa]]

= ベースボリュームのSnapshotイメージのロールバックを開始する

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ロールバック処理を実行して、Snapshotイメージに保存されている内容と一致するようにベースボ
リュームの内容を変更することができます。ロールバック処理では、ベースボリュームに関連付け

られているSnapshotイメージの内容は変更されません。

.作業を開始する前に

* ロールバック処理を開始するための十分なリザーブ容量が確保されています。

* 選択したSnapshotイメージとボリュームがどちらも最適な状態である必要があります。

* 選択したボリュームですでに実行中のロールバック処理がないことを確認します。

.このタスクについて

ロールバックの開始手順によって、ベースボリュームのSnapshotイメージに対してロールバックが

開始されます。このとき、ストレージ容量を追加することもできます。1つのベースボリュームに対

して複数のロールバック処理を同時に開始することはできません。

[NOTE]

====

ホストはロールバック後の新しいベースボリュームにすぐにアクセスできますが、ロールバックを

実行中のベースボリュームに読み取り/書き込みアクセスすることはできません。リカバリ用にロー
ルバック前のベースボリュームを保持するためには、ロールバックを開始する直前にベースボリュ

ームのSnapshotを作成します。

====

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. 「* Snapshot Images *」タブを選択します。

. Snapshotイメージを選択し、メニューからロールバック[開始]を選択します。

+

[*ロールバック開始の確認*]ダイアログボックスが表示されます。
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. *オプション：*必要に応じて、*容量を増やす*オプションを選択します。

+

予約済み容量の拡張*ダイアログボックスが表示されます。

+

.. スピンボックスを使用して容量の割合を調整します。

+

選択したストレージオブジェクトを含むプールまたはボリュームグループに空き容量がない場合や
、ストレージアレイに未割り当て容量がない場合は、容量を追加できます。新しいプールまたはボ
リュームグループを作成し、そのプールまたはボリュームグループ上の新しい空き容量を使用して

この処理を再試行できます。

.. [* 拡大（ * ） ] をクリックします

. この処理を実行することを確認し、*ロールバック*をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* 選択したSnapshotイメージに保存された内容を使用してボリュームをリストアします。

*

ホストからロールバックされたボリュームにすぐにアクセスできるようにします。ロールバック処

理が完了するまで待つ必要はありません。

ロールバック処理の進捗状況を表示するには、MENU（ホーム）：[View Operations in

Progress]（進行中の処理の表示）を選択します。

ロールバック処理が失敗すると、処理は一時停止します。一時停止した処理を再開できます。処理

が再び失敗する場合は、Recovery Guru手順

に従って問題を修正するか、テクニカルサポートにお問い合わせください。

[[ID39435d6a727ee1e0e7e1dd6d0a3c4e47]]

= Snapshot整合性グループのメンバーボリュームの

Snapshotイメージのロールバックを開始します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

ロールバック処理を実行して、Snapshotイメージに保存されている内容と一致するようにSnapsh

ot整合性グループメンバーボリュームの内容を変更することができます。ロールバック処理では、S

napshot整合性グループに関連付けられているSnapshotイメージの内容は変更されません。

.作業を開始する前に

* ロールバック処理を開始するための十分なリザーブ容量が確保されています。

* 選択したSnapshotイメージとボリュームがどちらも最適な状態である必要があります。

* 選択したボリュームですでに実行中のロールバック処理がないことを確認します。

.このタスクについて

ロールバックの開始手順によって、Snapshot整合性グループのSnapshotイメージに対してロール

バックが開始されます。このとき、ストレージ容量を追加することもできます。Snapshot整合性グ

ループに対して複数のロールバック処理を同時に開始することはできません。

[NOTE]

====

ホストはロールバック後の新しいボリュームにすぐにアクセスできますが、ロールバックを実行中

のメンバーボリュームに読み取り/書き込みアクセスすることはできません。リカバリ用にロールバ
ック前のベースボリュームを保持するためには、ロールバックを開始する直前にメンバーボリュー

ムのSnapshotイメージを作成します。

====

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージのロールバックを開始するプロセスは、複数の手順

で構成される手順 です。

* <<手順1：メンバーを選択します>>

* <<手順2：容量を確認する>>

* <<手順3：優先度を編集する>>

== 手順1：メンバーを選択します

[role="lead"]

ロールバックするメンバーボリュームを選択する必要があります。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. 「* Snapshot Images *」タブを選択します。

. Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択し、メニュー：ロールバック[開始

]を選択します。

+

[ロールバックの開始*]ダイアログボックスが表示されます。
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. 1つ以上のメンバーボリュームを選択します。

. 「*次へ*」をクリックして、次のいずれかの操作を行います。

+

** 選択したいずれかのメンバーボリュームが、

Snapshotイメージを格納する複数のリザーブ容量オブジェクトに関連付けられている場合は、*

Review Capacity *（容量の確認*）ダイアログボックスが表示されます。に進みます

<<TASK_3CC5A20F26E44B9DBDDBCF422EDBBB4C,手順2：容量を確認する>>。

** 選択したメンバーボリュームのいずれも、

Snapshotイメージを格納する複数のリザーブ容量オブジェクトに関連付けられていない場合は、*

優先度の編集*ダイアログボックスが表示されます。に進みます

<<TASK_2C49B5B3933341D1BA737F00EBBC1698,手順3：優先度を編集する>>。

== 手順2：容量を確認する

[role="lead"]

複数のリザーブ容量オブジェクト（Snapshotグループ、リザーブ容量ボリュームなど）に関連付け
られているメンバーボリュームを選択した場合は、ロールバックされたボリュームのリザーブ容量

を確認して拡張できます。

.手順

. 予約済み容量が非常に少ない（またはゼロの）メンバーボリュームの横にある* Edit *列で

*容量の増加*リンクをクリックします。

+

予約済み容量の拡張*ダイアログボックスが表示されます。

. スピンボックスを使用して容量の割合を調整し、*増加*をクリックします。

+

選択したストレージオブジェクトを含むプールまたはボリュームグループに空き容量がない場合や
、ストレージアレイに未割り当て容量がない場合は、容量を追加できます。新しいプールまたはボ
リュームグループを作成し、そのプールまたはボリュームグループ上の新しい空き容量を使用して

この処理を再試行できます。

. 「*次へ*」をクリックして、に進みます

<<TASK_2C49B5B3933341D1BA737F00EBBC1698,手順3：優先度を編集する>>。

+

[優先度の編集*]ダイアログボックスが表示されます。

== 手順3：優先度を編集する
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[role="lead"]

必要に応じて、ロールバック処理の優先度を編集できます。

.このタスクについて
ロールバックの優先度によって、システムパフォーマンスを考慮せずロールバック処理専用となる

システムリソースの数が決まります。

.手順

. スライダを使用して、ロールバックの優先度を必要に応じて調整します。

. この操作を実行することを確認し、[完了]をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* 選択したSnapshotイメージに保存された内容を使用して

Snapshot整合性グループメンバーボリュームをリストアします。

*

ホストからロールバックされたボリュームにすぐにアクセスできるようにします。ロールバック処

理が完了するまで待つ必要はありません。

ロールバック処理の進捗状況を表示するには、MENU（ホーム）：[View Operations in

Progress]（進行中の処理の表示）を選択します。

ロールバック処理が失敗すると、処理は一時停止します。一時停止した処理を再開できます。処理

が再び失敗する場合は、Recovery Guru手順

に従って問題を修正するか、テクニカルサポートにお問い合わせください。

[[IDea598dbbfa5400da48f6a1e9dfa12bbe]]

= Snapshotイメージのロールバックを再開します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotイメージのロールバック処理中にエラーが発生した場合は、処理が自動的に一時停止しま

す。一時停止状態のロールバック処理を再開することができます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

253



. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

. 一時停止中のロールバックを強調表示し、メニューからロールバック[再開]を選択します。

+

処理が再開されます。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ロールバック処理が正常に再開された場合は、Operations in

Progressウィンドウでロールバック処理の進捗状況を確認できます。

* ロールバック処理が失敗すると、処理は再び一時停止します。Recovery Guru手順

に従って問題を修正するか、テクニカルサポートにお問い合わせください。

[[IDfcbecafc48f3ea1c28dd50fd683ed17b]]

= Snapshotイメージのロールバックをキャンセルします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

実行中のアクティブなロールバック（データのアクティブなコピー）、（リソースの開始を待機し
ている保留キューで）保留中のロールバック、またはエラーが原因で一時停止されたロールバック

をキャンセルできます。

.このタスクについて
実行中のロールバック処理をキャンセルすると、ベースボリュームが使用できない状態に戻り、「
失敗」と表示されます。そのため、ベースボリュームの内容をリストアするためのリカバリオプシ

ョンがある場合にのみロールバック処理をキャンセルすることを検討してください。

[NOTE]

====

Snapshotグループに含まれている1つ以上のSnapshotイメージが自動的にパージされた場合は、

ロールバック処理に使用されるSnapshotイメージを今後のロールバックで使用できなくなる可能性

があります。

====

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットイメージ*タブをクリックします。
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. アクティブまたは一時停止中のロールバックを選択し、メニューからロールバック[キャンセル

]を選択します。

+

[ロールバックのキャンセルの確認*]ダイアログボックスが表示されます。

. 「 * はい * 」をクリックして確定します。

.結果

System

Managerがロールバック処理を停止します。ベースボリュームは使用可能ですが、含まれているデ

ータの整合性が確保されない、またはデータが維持されない場合があります

.完了後

ロールバック処理をキャンセルしたら、次のいずれかの操作を実行する必要があります。

* ベースボリュームの内容を再初期化します。

*

新しいロールバック処理を実行し、ロールバックのキャンセル処理で使用されたのと同じSnapshot

イメージまたは別のSnapshotイメージを使用してベースボリュームをリストアします。

[[ID780f7e9c9016a4a09a477c653a753bb7]]

= Snapshotイメージを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotイメージを削除すると、SnapshotグループまたはSnapshot整合性グループから最も古

いSnapshotイメージがクリーンアップされます。

.このタスクについて

Snapshotイメージは1つだけ削除することも、作成時のタイムスタンプが同じSnapshotイメージ

をSnapshot整合性グループから削除することもできます。SnapshotグループからSnapshotイメ

ージを削除することもできます。

関連付けられているベースボリュームまたはSnapshot整合性グループの最も古いSnapshotイメー

ジでないSnapshotイメージは削除できません。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。
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. スナップショットイメージ*タブをクリックします。

. 削除するSnapshotイメージを選択し、処理を確定します。

+

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択した場合は、削除する各メンバーボリューム

を選択し、処理を確定します。

. [ 削除（ Delete ） ] をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* ストレージアレイからSnapshotイメージを削除します。

* Snapshotグループまたは

Snapshot整合性グループ内で再利用できるようにリザーブ容量が解放されます。

* 削除したSnapshotイメージに関連付けられていた

Snapshotボリュームがすべて無効化されます。

* Snapshot整合性グループからを削除すると、削除した

Snapshotイメージに関連付けられていたメンバーボリュームの状態が停止になります。

:leveloffset: -1

= Snapshot整合性グループを管理します

:leveloffset: +1

[[IDbf5306947bcaf7047bc4bc24d4b87643]]

= Snapshot整合性グループにメンバーボリュームを追加します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

既存のSnapshot整合性グループに新しいメンバーボリュームを追加できます。新しいメンバーボリ

ュームを追加する場合、そのメンバーボリュームの容量もリザーブする必要があります。

.作業を開始する前に

* メンバーボリュームが最適lである必要があります。

*
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Snapshot整合性グループのボリューム数が、許容される最大ボリューム数（設定で定義）を下回っ

ている必要があります。

* 各リザーブ容量ボリュームのData Assurance（

DA）とセキュリティの設定が、関連付けられているメンバーボリュームと同じである必要がありま

す。

.このタスクについて

Snapshot整合性グループには、標準ボリュームまたはシンボリュームを追加できます。ベースボリ

ュームはプールまたはボリュームグループのどちらかに配置できます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブを選択します

+

ストレージアレイに関連付けられているすべてのSnapshot整合性グループが表示されます。

. 変更するSnapshot整合性グループを選択し、*メンバーの追加*をクリックします。

+

[メンバーの追加*（Add Members *）]ダイアログボックスが表示されます。

. 追加するメンバーボリュームを選択し、*次へ*をクリックします。

+

Reserve

Capacityステップが表示されます。ボリューム候補表には、指定したリザーブ容量に対応する候補

だけが表示されます。

.

スピンボックスを使用して、メンバーボリュームにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを

実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます。*

+

メンバーボリュームのリザーブ容量を割り当てる推奨されるオプションであり、デフォルトの設定

でリザーブ容量を割り当てます。

**

*データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てることができます。*

+

デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新*をクリックして、指定したリザー

ブ容量の候補リストを更新します。

+

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の
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40%で、通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、および

Snapshotイメージを収集する数と期間によって異なります。

. [完了]をクリックして、メンバーボリュームを追加します。

[[ID2c783feed792596a7f2b581bf80298f1]]

= Snapshot整合性グループからメンバーボリュームを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

既存のSnapshot整合性グループからメンバーボリュームを削除できます。

.このタスクについて

Snapshot整合性グループからメンバーボリュームを削除すると、System

Managerは、そのメンバーボリュームに関連付けられているSnapshotオブジェクトを自動的に削

除します。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブをクリックします

. 変更するSnapshot整合性グループの横にあるプラス記号（+）をクリックして展開します。

. 削除するメンバーボリュームを選択し、*削除*をクリックします。

. 操作を実行することを確認し、[削除]をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* メンバーボリュームに関連付けられているSnapshotイメージと

Snapshotボリュームをすべて削除します。

* メンバーボリュームに関連付けられているSnapshotグループを削除します。

* これ以外の方法でメンバーボリュームが変更または削除されることはありません。
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[[ID19a40ce83b7a6cd5a318e18d57cec02a]]

= Snapshot整合性グループの設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshot整合性グループの設定では、グループ名、自動削除設定、許可されるSnapshotイメージ

の最大数を変更できます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブをクリックします

. 編集するSnapshot整合性グループを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

[* Snapshot Consistency Group Settings

*（スナップショット・コンシステンシ・グループ設定*）]ダイアログ・ボックスが表示

. Snapshot整合性グループの設定を適宜変更します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshot整合グループ設定*

 a|

名前

 a|

Snapshot整合性グループの名前を変更できます。

 a|

自動削除

 a|
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指定した制限に達したときにSnapshotイメージを自動的に削除する場合は、このチェックボックス
をオンのままにします。制限はスピンボックスを使用して変更できます。このチェックボックスの

選択を解除すると、Snapshotイメージが32個作成された時点で作成が停止します。

 a|

Snapshotイメージの上限

 a|

Snapshotグループで許可されるSnapshotイメージの最大数を変更できます。

 a|

Snapshotスケジュール

 a|

Snapshot整合性グループにスケジュールが関連付けられているかどうかを示します。

 a|

*関連付けられたオブジェクト*

 a|

メンバーボリューム

 a|

Snapshot整合性グループに関連付けられているメンバーボリュームの数を確認できます。

|===

====

. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

[[ID26cf7432ddc3e1cc910a0a050ad16592]]

= Snapshot整合性グループを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]
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不要になったSnapshot整合性グループを削除することができます。

.作業を開始する前に
すべてのメンバーボリュームのイメージについて、バックアップやテストに使用する必要がなくな

ったことを確認します。

.このタスクについて

この処理を実行すると、Snapshot整合性グループに関連付けられているすべてのSnapshotイメー

ジまたはスケジュールが削除されます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブを選択します

. 削除する

Snapshot整合性グループを選択し、メニューから「一般的でないタスク」「削除」を選択します。

+

[* Confirm Delete Snapshot Consistency Group]ダイアログ・ボックスが表示されます

. この処理を実行することを確認し、* Delete *をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* Snapshot整合性グループから既存のSnapshotイメージと

Snapshotボリュームをすべて削除します。

* Snapshot整合性グループの各メンバーボリュームに関連付けられている

Snapshotイメージを削除します。

* Snapshot整合性グループの各メンバーボリュームに関連付けられている

Snapshotボリュームを削除します。

*

Snapshot整合性グループの各メンバーボリュームに関連付けられているリザーブ容量をすべて削除

します（選択した場合）。

:leveloffset: -1

= Snapshotボリュームを管理します

:leveloffset: +1

[[IDa5125d981844f3a11e310259c68c89e4]]

= Snapshotボリュームを読み取り/書き込みモードに変換します
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:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

必要に応じて、読み取り専用のSnapshotボリュームやSnapshot整合性グループのSnapshotボリ

ュームを読み取り/書き込みモードに変換することができます。読み取り/書き込みアクセス可能に

変換されたSnapshotボリュームには、独自のリザーブ容量が割り当てられます。この容量は、ホス

トアプリケーションがベースボリュームに対して行う以降の変更を、参照元のSnapshotイメージに

影響を及ぼさずに保存するために使用されます。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

+

Snapshot Volumes

テーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられているすべてのSnapshotボリュームが表示

されます。

. 変換する読み取り専用Snapshotボリュームを選択し、*読み取り/書き込みに変換

*をクリックします。

+

[読み取り/書き込みに変換*（Convert to Read/Write *）]ダイアログボックスが表示され、

[リザーブ容量*（Reserve Capacity）

]ステップが活動化されます。ボリューム候補表には、指定したリザーブ容量に対応する候補だけが

表示されます。

. 読み取り/書き込みの

Snapshotボリュームにリザーブ容量を割り当てるには、次のいずれかを実行します。

+

** *デフォルト設定を受け入れます*-この推奨オプションを使用して、

Snapshotボリュームのリザーブ容量をデフォルト設定で割り当てます。

** *データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てる*--

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます

+

*** リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の

40%で、通常はこの容量で十分です。

*** 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズによって異なります。

. 設定を確認または編集するには、「*次へ*」を選択します。

+
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設定の編集*（Edit Settings *）ダイアログボックスが表示されます。

. 必要に応じてSnapshotボリュームの設定をそのまま使用するか指定し、「*完了*

」を選択してSnapshotボリュームを変換します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

*リザーブ容量の設定*

 a|

アラートの送信しきい値

 a|

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り少なくなったときにシス

テムからアラート通知を送信する割合を調整します。

Snapshotボリュームのリザーブ容量が指定したしきい値を超えるとシステムからアラートが送信さ

れるため、前もってリザーブ容量を増やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

|===

====

[[ID8c0d965263c532ff5ca4c085230dcd44]]

= Snapshotボリュームのボリューム設定を変更します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームの設定では、Snaps

hotボリュームの名前を変更したり、SSDキャッシュを有効または無効にしたり、ホスト、ホストク

ラスタ、または論理ユニット番号（LUN）の割り当てを変更したりできます。
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.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブをクリックします。

. 変更するSnapshotボリュームを選択し、*表示/設定の編集*をクリックします。

+

[* Snapshot Volume Settings *（スナップショットボリューム設定*）

]ダイアログボックスが表示されます。

. Snapshotボリュームの設定を適宜表示または編集します。

+

.フィールドの詳細

[%collapsible]

====

[cols="1a,3a"]

|===

| 設定 | 説明

 a|

* Snapshotボリューム*

 a|

名前

 a|

Snapshotボリュームの名前を変更できます。

 a|

割り当て先

 a|

Snapshotボリュームのホストまたはホストクラスタの割り当てを変更できます。

 a|

LUN

 a|

SnapshotボリュームのLUNの割り当てを変更できます。

 a|

SSD キャッシュ

 a|
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ソリッドステートディスク（SSD）の読み取り専用キャッシュを有効または無効にできます。

 a|

*関連付けられたオブジェクト*

 a|

Snapshotイメージ

 a|

Snapshotボリュームに関連付けられているSnapshotイメージを表示できます。Snapshot
イメージは、ボリュームのデータを特定の時点でキャプチャした論理コピーです。リストアポイン

トと同様に、 Snapshot

イメージを使用して既知の正常なデータセットにロールバックできます。ホストはSnapshotイメー

ジにアクセスできますが、直接読み取ったり書き込んだりすることはできません。

 a|

ベースボリューム

 a|

Snapshotボリュームに関連付けられているベースボリュームを表示できます。ベースボリュームは

、Snapshotイメージの作成元のボリュームです。シックボリュームの場合もシンボリュームの場合
もあり、通常はホストに割り当てられています。ベースボリュームはボリュームグループまたはデ

ィスクプールのどちらかに配置できます。

 a|

Snapshotグループ

 a|

Snapshotボリュームに関連付けられているSnapshotグループを確認できます。Snapshotグルー

プは、1つのベースボリュームのSnapshotイメージの集まりです。

|===

====

[[ID3b294c7469225bf7bff7ca637f9b1aee]]

= Snapshotボリュームをコピーします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font
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:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

SnapshotボリュームやSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームについて、ボリュームコ

ピープロセスを実行することができます。

.このタスクについて

Snapshotボリュームは、通常のボリュームコピー処理と同様に、ターゲットボリュームにコピーで

きます。ただし、Snapshotボリュームはオンラインのままコピープロセスを実行することはできま

せん。

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

+

Snapshot Volumes

テーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられているすべてのSnapshotボリュームが表示

されます。

. コピーするSnapshotボリュームを選択し、*ボリュームコピー*を選択します。

+

[*ボリュームコピー*]ダイアログ・ボックスが表示され'ターゲットを選択するように要求されま

す

. コピー先として使用するターゲット・ボリュームを選択し'[*終了*]をクリックします

[[ID4e5b156b150951fa8080d93a4a785014]]

= Snapshotボリュームを再作成します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

以前に無効にしたSnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームを

再作成できます。Snapshotボリュームの再作成は、新規作成よりも短時間で完了します。

.作業を開始する前に

* Snapshotボリュームが最適または無効のいずれかの状態である必要があります。

* Snapshot整合性グループのSnapshotボリュームを再作成するには、メンバーである
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Snapshotボリュームがすべて無効の状態である必要があります。

.このタスクについて

メンバーであるSnapshotボリュームを個別に作成することはできません。再作成できるのは、Sna

pshot整合性グループのSnapshotボリューム全体のみです。

[NOTE]

====

SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームがオンラインコピー
関係の一部である場合は、そのボリュームに対して再作成オプションを実行することはできません

。

====

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

+

Snapshot Volumes

テーブルが表示され、ストレージアレイに関連付けられているすべてのSnapshotボリュームが表示

されます。

. 再作成する

Snapshotボリュームを選択し、メニューから「一般的でないタスク」「再作成」を選択します。

+

Recreate Snapshot Volume

*（スナップショットボリュームの再作成）ダイアログボックスが表示されます。

. 次のいずれかのオプションを選択します。

+

** *ボリューム<name>*から作成された既存のSnapshotイメージ

+

既存のSnapshotイメージを指定し、そこからSnapshotボリュームを再作成する場合は、このオプ

ションを選択します。

** *ボリューム<name>*の新しい（インスタント）Snapshotイメージ

+

新しいSnapshotイメージを作成してSnapshotボリュームの再作成する場合は、このオプションを

選択します。

. [* Recreate *（再作成）]を

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

267



*

関連づけられているスナップショット・リポジトリ・ボリューム上のすべての書き込みデータを削

除します

* SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループの

Snapshotボリュームのパラメータは、以前無効にしたボリュームのパラメータから変更しません。

* SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループの

Snapshotボリュームの元の名前は変更しません。

[[ID5ef8e73e89670d3847f21a7c4f1ed2e1]]

= Snapshotボリュームを無効にします

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotボリューム、またはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームが不要になった場

合や一時的に使用を停止する場合は、それらのボリュームを無効にすることができます。

.このタスクについて

次のいずれかの条件に該当する場合は、Disableオプションを使用します。

* SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループの

Snapshotボリュームをしばらく使用しない。

* あとでSnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループの

Snapshotボリュームを（読み取り/書き込み用に）再作成する予定があり、再度作成する必要がな

いように関連付けられているリザーブ容量を残しておきたい。

* 読み取り/書き込みの

Snapshotボリュームへの書き込みアクティビティを停止して、ストレージアレイのパフォーマンス

を向上させたい。

SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームが読み取り/書き込
み用の場合、このオプションを使用すると、関連付けられているリザーブ容量ボリュームへの以降

の書き込みアクティビティも停止できます。SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループ

のSnapshotボリュームを再作成する場合は、同じベースボリュームからSnapshotイメージを選択

する必要があります。

[NOTE]

====

SnapshotボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームがオンラインコピー
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関係の一部である場合は、そのボリュームで無効化オプションを実行することはできません。

====

.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

+

System Managerに、ストレージアレイに関連付けられているすべての

Snapshotボリュームが表示されます。

. 無効にする

Snapshotボリュームを選択し、メニューから「一般的でないタスク」「無効」を選択します。

. 操作を実行することを確認し、[*Disable*]をクリックします。

.結果

* Snapshotボリュームのベースボリュームとの関連付けは維持されます。

* SnapshotボリュームのWorld Wide Name（WWN；ワールドワイド名）は保持されます。

* 読み取り/書き込みの場合、

Snapshotボリュームに関連付けられているリザーブ容量は保持されます。

* Snapshotボリュームのホストの割り当てとアクセスは保持されます。ただし、読み取り

/書き込み要求は失敗します。

* SnapshotボリュームのSnapshotイメージとの関連付けは解除されます。

[[IDe9a186e8b011cf0d7c0729e6389ed7e8]]

= Snapshotボリュームを削除します

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotボリューム、またはSnapshot整合性グループのSnapshotボリュームは、バックアップ

やソフトウェアアプリケーションのテストに必要なくなったときは削除することができます。また'

読み取り/書き込みのスナップショット・ボリュームに関連づけられているスナップショット・リザ

ーブ容量ボリュームを削除するか'スナップショット・リザーブ容量ボリュームを未割り当てボリュ

ームとして保持するかを指定することもできます

.このタスクについて

ベースボリュームを削除すると、関連付けられているSnapshotボリュームまたは整合性グループの

Snapshotボリュームは自動的に削除されます。ステータスが「実行中」のボリュームコピーの対象

になっているSnapshotボリュームは削除できません。
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.手順

. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

. スナップショットボリューム*タブを選択します。

+

System Managerに、ストレージアレイに関連付けられているすべての

Snapshotボリュームが表示されます。

. 削除する

Snapshotボリュームを選択し、メニューから「一般的でないタスク」「削除」を選択します。

. 処理を実行することを確認し、* Delete *をクリックします。

.結果

System Managerは次の処理を実行します。

* メンバーであるSnapshotボリュームをすべて削除します（Snapshot

整合性グループのSnapshotボリュームの場合）。

* 関連付けられているホスト割り当てをすべて削除します。

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

= よくある質問です

:leveloffset: +1

[[IDf409e7d3585b4ed0f5abd944504c4adc]]

= ボリューム、ホスト、またはホストクラスタが一部表示されないのはなぜですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

ベースボリュームでData Assurance（DA）が有効なSnapshotボリュームを、

DA対応でないホストに割り当てることはできません。DA対応でないホストにSnapshotボリューム

を割り当てるには、ベースボリュームのDAを無効にする必要があります。
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Snapshotボリュームを割り当てるホストについては、次のガイドラインを考慮してください。

* DA対応でないI/Oインターフェイスを使用してストレージアレイに接続されているホストは、

DA対応ではありません。

* ホストメンバーが1つでもDA対応でないホストクラスタは、DA対応ではありません。

[NOTE]

====

Snapshot（整合性グループ、Snapshotグループ、Snapshotイメージ、Snapshotボリューム）

、ボリュームコピーに関連付けられているボリュームでは、DAを無効にできません。

ミラーリングも可能です。ベースボリュームのDAを無効にするには、最初に関連付けられているす

べてのリザーブ容量とSnapshotオブジェクトを削除する必要があります。

====

[[IDc98ebb7abf1fe6e0b1900483996af532]]

= Snapshotイメージとは何ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotイメージは、ボリュームの内容を特定の時点でキャプチャした論理コピーです。Snapsh

otイメージが使用するストレージスペースは最小限です。

Snapshotイメージのデータは次のように格納されます。

* Snapshotイメージが作成された時点では、

Snapshotイメージはベースボリュームと完全に一致します。Snapshotの作成後、ベースボリュー
ム上のブロックに対して最初の書き込み要求が行われると、新しいデータがベースボリュームに書

き込まれる前に元のデータがSnapshotリザーブ容量にコピーされます。

* 以降のSnapshotには、最初の

Snapshotイメージの作成後に変更されたデータブロックのみが含まれます。以降のcopy-on-

write処理では、新しいデータがベースボリュームに書き込まれる前に、ベースボリュームで上書

きされる元のデータがSnapshotリザーブ容量に保存されます。

[[ID674243236de9ff63e9ea43a778606da5]]

= Snapshotイメージを使用するのはなぜですか？

:allow-uri-read:
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:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotを使用すると、偶然または悪意のある行為によるデータの損失や破損からデータを保護し

、リカバリすることができます。

ベースボリュームまたはベースボリュームのグループであるSnapshot整合性グループを選択し、次

のいずれかまたは複数の方法でSnapshotイメージをキャプチャします。

* 1つのベースボリューム、または複数のベースボリュームで構成される

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを作成できます。

* 手動でSnapshotを作成するか、ベースボリュームまたはSnapshot

整合性グループの定期的なSnapshotイメージを自動的にキャプチャするスケジュールを作成できま

す。

* ホストからアクセス可能なSnapshotイメージのSnapshotボリュームを作成できます。

* ロールバック処理を実行してSnapshotイメージをリストアできます。

複数のSnapshotイメージがリストアポイントとして保持されるため、特定の時点の既知の正常なデ
ータセットにロールバックできます。ロールバック機能により、偶発的なデータの削除や破損から

の保護が提供されます。

[[ID97a26474c60ad715fb220889b589b321]]

= Snapshotにはどのような種類のボリュームを使用できますか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshotイメージを格納できるボリュームは、標準ボリュームとシンボリュームだけです。標準以
外のボリュームは使用できません。ベースボリュームはプールまたはボリュームグループのどちら

かに配置できます。

[[IDde0769a95da7a63299fca0fc20577952]]

= Snapshot整合性グループを作成するのはどのような場合ですか？

:allow-uri-read:

:icons: font

:relative_path: ./sm-storage/
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:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

Snapshot整合性グループは、複数のボリュームで同時にSnapshotイメージが作成されるようにす
る場合に作成します。たとえば、リカバリ目的で整合性を保つ必要がある複数のボリュームで構成

されるデータベースが該当します。この場合、すべてのボリュームのSnapshotを同時に収集し、収

集したSnapshotを使用してデータベース全体をリストアするために、Snapshot整合性グループが

必要です。

Snapshot整合性グループに含まれるボリュームはメンバーボリュームと呼ばれます。

Snapshot整合性グループに対して次のSnapshot処理を実行できます。

* メンバーボリュームの同時イメージを取得するために、Snapshot整合性グループの

Snapshotイメージを作成する。

* メンバーボリュームの定期的な同時イメージを自動的にキャプチャするために、

Snapshot整合性グループのスケジュールを作成する。

* ホストからアクセス可能なSnapshot整合性グループイメージの

Snapshotボリュームを作成する。

* Snapshot整合性グループのロールバック処理を実行する。

[[ID40fd9e42f95c3c881a9ff8ca6d39df8d]]

= Snapshotボリュームとは何ですか？また、

Snapshotボリュームにリザーブ容量が必要になるのはいつですか？
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Snapshotボリュームを使用すると、ホストはSnapshotイメージのデータにアクセスできます。Sn

apshotボリュームには独自のリザーブ容量があり、元のSnapshotイメージに影響を与えることな

くベースボリュームへの変更が保存されます。Snapshotイメージに対するホストからの読み取りや

書き込みはできません。Snapshotデータの読み取りまたは書き込みを行う場合は、Snapshotボリ

ュームを作成してホストに割り当てます。

2種類のSnapshotボリュームを作成できます。Snapshotボリュームのタイプによって、リザーブ

容量が使用されるかどうかが決まります。

* *読み取り専用*--読み取り専用として作成されたスナップショット・ボリュームは

'スナップショット・イメージに含まれるデータのコピーへの読み取りアクセスをホスト・アプリケ

ーションに提供します読み取り専用のSnapshotボリュームはリザーブ容量を使用しません。
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* *読み取り/書き込み*-読み書き可能として作成された

Snapshotボリュームでは、参照されているSnapshotイメージに影響を与えることなくSnapshot

ボリュームに変更を加えることができます。読み書き可能なSnapshotボリュームは、リザーブ容量

を使用してこの変更を格納します。読み取り専用のSnapshotボリュームは、いつでも読み書き可能

ボリュームに変換できます。

[[ID7375cbab0df18573209dcff14c78a979]]

= Snapshotグループとは何ですか？
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Snapshotグループは、1つの関連するベースボリュームのポイントインタイムSnapshotイメージ

の集まりです。

System Managerでは、Snapshotイメージを_ Snapshotグループ_に編成します。

Snapshotグループに対するユーザの操作は必要ありませんが、Snapshotグループではリザーブ容
量をいつでも調整できます。また、次の条件を満たす場合は、リザーブ容量の作成を求められるこ

とがあります。

* SnapshotグループがまだないベースボリュームのSnapshotを作成するたびに、System

ManagerはSnapshotグループを自動的に作成します。これにより、ベースボリュームのリザーブ

容量が作成され、後続のSnapshotイメージの格納に使用されます。

* ベースボリュームのSnapshotスケジュールを作成するたびに、System Managerは

Snapshotグループを自動的に作成します。

[[IDa577b257f50172ccfda3e8df3b1b8b3c]]

= Snapshotボリュームを無効にするのはどのような場合ですか？
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Snapshotイメージに別のSnapshotボリュームを割り当てる場合は、Snapshotボリュームを無効

にします。無効にしたSnapshotボリュームは、あとで使用できます。
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Snapshotボリュームまたは整合性グループのSnapshotボリュームが不要になり、あとで再作成す

る予定がない場合は、無効にするのではなく、ボリュームを削除してください。

[[ID6251ee84658d66aa707887cf3b6fa2f0]]

= 無効状態とは何ですか？
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無効状態のSnapshotボリュームは、現在Snapshotイメージに割り当てられていません。Snapsho

tボリュームを有効にするには、再作成処理を使用して無効なSnapshotボリュームに新しいSnaps

hotイメージを割り当てる必要があります。

Snapshotボリュームの特性は、割り当てられているSnapshotイメージによって定義されます。無

効ステータスのSnapshotボリュームでは、読み取り/書き込みアクティビティは中断されています

。

[[ID19411a6fdaeb23ce233be33c6d927161]]

= Snapshotスケジュールを一時停止するのはどのような場合ですか？
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スケジュールを一時停止すると、スケジュールに基づいたSnapshotイメージの作成は実行されませ

ん。ストレージスペースを節約するためにSnapshotスケジュールを一時停止し、あとでスケジュー

ルされたSnapshotを再開できます。

Snapshotスケジュールが不要な場合は、スケジュールを一時停止するのではなく、削除してくださ

い。
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